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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







[image: ]







　Contents








音声記録

第一話　星の記憶はゼリーの中に

第二話　ミルキー・トリップ・サブマリン

第三話　失われた時（と食）を求めて

第四話　思い出、いただきます。

第五話　リコとウカの最初のごはん









[image: ]







[image: 音声記録]




　──ハロー、ハロー、地球の皆さま。

　こちらは静止衛星ティコ１４９。

　雲一つない、青いガラス玉のような今宵こよい、いかがお過ごしでしょうか。

　失われた旧世紀のレシピをご紹介する《グルメ・アンティーク》。

　第４４２３９回も皆さまの上空３５０００キロメートル、

　火も材料もないキッチンから今日の献立をお送りします。




　──さて、それでは今日の思い出献立のコーナーです。

　テーマは暑い夏に食べたくなる、さっぱり定食。

　主菜はポークソテーの梅肉ソースがけ、副菜には夏大根の即席塩漬け、お汁はみょうがと小こ葱ねぎがたっぷりのお味み噌そ汁しるです。

　まずは副菜から作っていきましょう。大根はコリっとした食感が残るように、五ミリほどの棒状に。塩と刻んだ生しよう姜がをもみこんだら、しばらく放っておきましょう。

　お味み噌そ汁しるはお好きな出だ汁しに味み噌そまで溶かし、みょうがと小こ葱ねぎは細かく刻んだままにしてください。入れるのは最後です。

　豚肉は厚めのロースに塩、胡こ椒しようです。ここはシンプルに焼きましょうね。炭火で網焼きできると、油が落ちておいしいです。ソースは梅肉と白ごまを刻んで、ここに塩漬けにした大根をぎゅっと絞って、汁を混ぜてしまいます。水が足りなかったら、適宜調整してください。

　あ、そうだ、ご飯を炊くときは大根の葉っぱも一緒に炊きこんだりすると、緑が映えて綺き麗れいですね。

　お味み噌そ汁しるにみょうがと小こ葱ねぎを入れてさっと火を通したら、完成です。




　──いかがでしたでしょうか。

　みょうがと小こ葱ねぎは２１０２年に絶滅、大根も遺伝子汚染で原種は残っていませんね。

　豚肉は今なお生産が続いていると信じておりますが、二百年も宇宙を漂っていると最近の食料事情には疎うとくなってしまいます。

　このレシピが百年も昔の記録ではなく、昨日の思い出であるような、豊かな食卓が残っていることを願いつつ、それでは、今宵こよいもこのへんで。

　衛星軌道上からお送りする《グルメ・アンティーク》。

　お相手は、静止衛星ティコ１４９でした。
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　第三実験都市スコピュルス郊外《アラカワ》にある、食のオアシス──《伽が藍らん堂どう》。

　廃はい墟きよビルの十七階に位置するその店は、新興宗教の聖堂の廃はい墟きよを改装したものである。客席は四十ほど。食堂の高窓と正面玄関を開けば涼やかな風が通り、厨ちゆう房ぼうの熱気も外へ逃げてゆく。

　しかし、その食堂の奥、細い廊下を通った先の居住空間は話が違った。五十年ほど昔には、瞑めい想そうを行う信者たちが住んでいた簡素な僧房である。冷房も暖房もありはせず、温度調節を可能とするのは部屋の扉と一枚の窓。ひとたび太陽が昇れば、高層ビル群の白壁で増幅された朝日がやってくる。ましてやコンクリート・ジャングルの夏など、殺人的な熱光線。

　つまりは、暑い。死ぬほど暑い。

　同居人の優しいモーニングコールなど出る幕もなし、午前六時を過ぎたころ、リコは陽ひざしに耐えきれず、ベッドから飛び出した。

「──死ぬ！」

　腰にかかるほどの黒髪が汗ばんだ四肢に絡からみつき、今はひどく鬱陶しい。まるで自らの毛皮で茹うだった犬のように、リコは舌を出して息を荒げる。

　いっそ、髪を切ってしまえばいいのでは？

　というのは、ごもっとも。しかしそれで解決するならば、とうに髪を切っている。リコのイライラの原因は、24世紀の人類不死時代を支える汎用自立型再生薬──通称ＰＡＣにあった。

　机の上に置かれていた注射器ＰＡＣを取り出すと、リコはさっそく寝起きの一発。左腕に太い針を差し込み、半透明の液体を流し込む。

「──っ」

　いささか乱暴に針を引き抜いても、一滴の血が零こぼれるより早く、開いた穴が塞がった。やがてリコの全身を駆けめぐるのは、連鎖的に炸さく裂れつする小さな火花のような痺しびれ。切り離された腕も、えぐり取られた背中も、いかなる傷も回復する万能細胞。しかし、万能すぎるがゆえに、それは必要のないものまで回復させる。その最たるものが毛髪だった。つまり、いくら鬱陶しい髪を切ろうとも、ＰＡＣが促す代謝によってあっという間に元通り。

「……」

　鏡に映る自分の姿を見て、リコは一層げんなりする。見る間に自分の髪の毛が伸びていくのだ。あたかもメデューサの髪のごとく、無数の蛇が這はいずるように毛髪が嵩かさを増やしていく。無論、ＰＡＣを打たなければいい話なのだが、喧けん嘩かや殺人が日常茶飯事のこの時代、そう簡単に手放せるわけもない。

　リコは汗だくのＴシャツを着替える気力もなく、とぼとぼと食堂に向かった。扉を開くと横切る風に幾分か涼気を覚えるが、厨ちゆう房ぼうではこの猛暑でもクラシカルなメイド服に徹する少女の姿が。汗の艶つやめきなど無縁なその横顔が、リコは心底羨ましい。

「……おはよ、ウカ」

「あれ、おはよー、リコちゃん。最近早起きだね」

「こんなに暑いんじゃ、おちおち寝てられないっての」

「健康的でいいと思うけどな。──あ、ちゃんとＰＡＣは打った？　今日も《シード》のお仕事でしょう？」

　打った打った、とリコが投げやりに頷うなずくと、ウカは冷蔵庫から一本の瓶を取り出してリコの前に持ってきた。

「じゃあ、はい、これ」

　差し出されたのは五百㏄の白い液体。それにはＰＡＣが人体を再生する際に必要とするたんぱく質や脂質など、様々な栄養素がたっぷり詰まっている。その名も「フル・ミルク」。脂肪の塊、人間の肥料として名高い「オイル・バー」の遠い親戚のようなもの。最近《アラカワ》で流行はやりだし、宅配サービスを始める輩やからまで現れる始末だった。

「やっぱ、オレは──」

「だーめ。カクタスさんと約束したんでしょ？　美味おいしくないのは知ってるけど、やっぱり飲まないと。昨日だって、何か所骨折したの？」

「……四か所」

「切断は？」

「指が三本と……鎖骨」

「ほら、やっぱり飲まないと。無傷でお仕事できるなら、それでもいいと思うけどー」

「……っんとに、オーロラなんてなければな……」

「結局、街中の混乱はオーロラのせいってことになったんだ？」

「カクタスはそう言ってる。強烈な磁気嵐のせいで、スコピュルスにある精密機械やら機工体が狂ったらしい」

　ことの発端は、二日前に遡る。

　その日は、街を丸ごと炙あぶり焼やきにでもしようかというほど、雲一つない快晴の空。人々がうだる暑さに耐え忍び、夜闇にようやく涼を求めたころ、街が不意に明るくなった。何かと思って空を仰げば、天の端から端まで渡る光のカーテンである。つまるところ、それは赤や緑に揺らめく巨人の彩さい光こう──世界規模のオーロラだった。

　原因は、地球を襲った強烈な太陽風とそれによって引き起こされた磁気嵐。それが街の電子機器に影響を与え、スコピュルスは大混乱に陥っていた。

「……そういえば、二年ぶりなんだよな」

「そうだね」

「覚えてるか？　ウカが《アダチ》に墜落した夜も、極大のオーロラがあって──」

「リコちゃん」

「ぐ……」

「いい加減、諦めて飲みなよ。雑談で先延ばししても、結局飲むんだから」

　ウカは改めて「フル・ミルク」の入った瓶をぐいと押し付けてくる。しかし最後の抵抗とばかりにリコは口を尖とがらせた。

「でもさ、こんなまずいもの人に食わせて、ウカはプライドとかないのかよ。どんなものでも美味おいしくするのが《伽が藍らん堂どう》のシェフってもんじゃんか」

「でも、それ、わたしがつくったわけじゃないし」

「……」

「ほら、さっさと飲んで飲んで。朝ご飯はおいしいの作ってあげるから」

　もう時間切れらしい。きゅぽっと瓶の蓋を外し、リコは「フル・ミルク」を流し込む。

「──ぷはっ……まっず」

　骨をかむような味気無さ。

　いうなれば、自分のことを牛乳だと思い込んでいる水溶き片かた栗くり粉こである。

「あ、そうだ。朝ご飯に使いたいから、農園でナスとってきてくれる？」

「えー……」

「……」

「あ、はい、採ってきます」

　朝のウカは開店のための仕込みをしつつ、朝食も作るというフル稼か働どう。厨ちゆう房ぼうからじろりと睨にらまれれば、リコもおとなしく従うしかない。肩を落として食堂を出ようとすると、不意にウカが顔を上げ、

「そうだ。リコちゃん、農園行くときはちゃんと着替えてね」

「分かってるよ……」

　身だしなみには厳しい同居人である。リコは部屋に戻り、タオルで汗を拭った後、蛍光ピンクのウカお手製ジャージを羽織る。いくら暑いとはいえ、リコもＴシャツと下着一枚で畑に入るほど考えなしではなかった。

「よしっ」

　手袋もしっかり嵌はめて準備ができたら、勝手口から店の裏手に出る。正面に電子錠のついた大きな扉があり、その先にあるのが《伽が藍らん堂どう》の「自家農園」である。広さはビルのフロアの四分の三ほど。ジャングルから採取した食用植物から、市場ではほとんど見られない21世紀の改良品種まで、育成中の野菜は百種類をくだらない。戦争と災害で土地が荒廃し、植物が汚染された今世紀、美味おいしい作物の遺伝子は人命よりも高価である。それゆえ、農園は厚さ二メートルの隔壁と生体認証による万全の鍵で守られていた。

　扉を抜けると、そこは一見して研究所のような趣である。農作物は発育条件別に部屋が分かれており、廊下からガラス越しに畑の様子が見えた。環境はすべて人工管理。日照は工場の遺構から見つかった高輝度放電ランプを利用し、水や土は自家農園だけで循環するシステムが整備されている。どれもウカが道具を調達し半年ほどかけて作り上げた労作だ。

「……ナス、ナス、ナス……」

　しばらく廊下を歩いていくと、《24：Ｓ：夏》という部屋が。夏が旬の、スコピュルス近辺に自生する24世紀の植物が集められた区画である。外からでもわかる豊満な実をぶらさげたナスの株が畝に沿って整列し、青々とした葉を茂らせていた。

　リコはいったん呼吸を落ち着け部屋に入るが、その瞬間、近くに生えていたナスがびくりと振り向く。

「お、落ち着けよ……別に痛くしないからなー」

　まるで気の立った家畜に近づくように、リコは腰を下げ、声をかけながら距離を詰めた。するとナスは威嚇でもするかのように全身の棘とげをぴんと伸ばす。

　ツルギナスと呼ばれるそれは、近くの熱源に反応して防衛反応を取る性質があり、

「──って！　危ないだろ！」

　隙あらば、棘とげを突き刺してくる。リコはそれを慣れた手つきで受け止めるが、強きよう靭じんなＣカーボンＮナノＴチユーブ製の手袋でなければ、手に穴が開いているだろう。穴が開かなくても、まるで杭くいを打ち付けられたかのような鋭い痛みが手のひらを穿うがつのだから。

　たまったもんじゃない、とリコは近くに置いてあった霧吹きで素早く水を吹きかける。実は、霧吹きの中にはトビトカゲの皮が浸してある。ウカによれば、ツルギナスはナスを食べない爬は虫ちゆう類るい系の動物に対しては無駄な敵対行動をとらないよう、その匂いに反応して防衛反応を解くのだとか。

　しおしおと相手の気が緩んでいるうちに、丸々とした実を摘み取ってしまう。凶器のような棘とげとは対照的に、ナスの実は手にしただけではち切れそうな瑞みず々みずしさを感じる。籠一杯に収穫したら、ちょっと味見。かじった瞬間、さわやかな水気が口いっぱいに広がった。

「くぅ～！」

　それは、もうほとんど果実である。溢あふれる溢あふれるナスの汁。えぐみはなく、ほのかな甘みと水分がのどを潤す。顎から伝う汁をぬぐうことも忘れて、リコはぺろりと一個を腹に収めた。

　採りたてというだけでこんなにおいしいのに、ウカの手が加わったらどうなるのか。ますます朝ご飯が待ち遠しくなり、リコは足早に農園の出口へ向かう。

「……ん？」

　だが、《21：Ｓ：冬》と書かれた部屋の前で、足が止まった。

　そこは希少な古代のミカンが植えられた果樹園の部屋。ミカンはまだ苗木を植えたばかりで、畑にぽつぽつと可愛かわいらしい青葉が輝いている……はずなのだが。

　その苗木をすっぽりと包む、透明な何か。

　何か、というのは、何かだ。

　第一、それには形がない。

　まるで、無重力下の液体のように、透明な液体がふよふよと動いている。

「クラゲ……なわけないよな」

　それは動く水そのものといった印象なのだ。それも一つ、二つではない。部屋に無数の小さな水球が動き回り、時にくっつき、時に分離している。

　異常な光景に混乱するリコだったが、ふと思い出したのは、以前ウカから聞かされた、20世紀のペットの話。色は緑で、ねばねばで、子供が大好きだった生き物。確か、その名前は──……
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「……それって、スライムじゃないかな」

「そうそう！　それ！　スライムだよ！」

「……スライムが、どうして農園にいるの？」

「いや、オレが聞いてんだよ……」

　慌てて食堂に駆け込み、事情を話すもウカの反応は鈍かった。料理途中に厨ちゆう房ぼうを離れるのが悔やまれるらしく、コンロを止める顔は渋い。それでも異常事態だからとリコは手を引き、問題の部屋まで連れていく。

　しかし実際に農園の前までやってくると、ウカは一転、目を見開いて、

「リコちゃん！　これ、スライムだよ！」

「だから、そう言ってんじゃん！」

　廊下からガラス窓に張り付くようにして、ウカは透明な塊を凝視していた。リコも改めて見つめるが、やはり形容しがたいものである。目もなければ口もない。プランクトンのように内臓が透けて見えるというわけでもない。

「大体、スライムって何なんだ？　こんな生き物見たことない」

「うーん……何なんだろうね」

「なんだよ、ウカも知らないのか」

「だって、スライムの話は国会図書館の廃棄モノリスで拾った情報だもん。１９７０年代に、アメリカっていう国で広まって、日本でも子供たちが皆飼ってたって。いろんなお話にも出てくるくらい、なじみ深い存在だったらしいよ」

「……ペットなのか？」

「そうじゃないかな？　みんな工場で作られたらしいけど」

「そんな大昔から人工生物がいたのか……昔の技術ってすごいな」

　正直リコからすると、こんなぶよぶよした生き物を飼いたいとは到底思えないのだが、古代人は古代人なりの感性があったのだろう。

「確か、天井に投げつけて、べちょーって落ちてくるのを見て楽しむとか」

「……野蛮だな」

「そうだよねー、ちょっとかわいそう」

「でもさ、子供が飼ってたってことは、危ない生き物じゃないのかもな」

「確かに！　わたし、触ってみようかな」

「……え？」

「え？　なんでそんな意外そうなの？」

「いや、ほら、いつもだったら、危ない仕事は全部オレに押し付けるから……」

「だって、リコちゃん、ぬるぬるに弱いでしょう？　春に巨大鰻うなぎと戦った時だって、分泌液で動けなくなってたし」

「あれはぬるぬるのせいじゃないだろ」

「じゃあ、リコちゃんが触ってみる？」

「いや、それはちょっと……」

「もー！　何なの、リコちゃん！　このままじゃ大切なミカンがダメになっちゃうかもしれないし、ご飯づくりだって途中なのっ！」

　当然ながら、自分が危険な目に遭うのはごめんだが、かといってウカが危険を冒すのも嫌だった。リコが腹を決められずに口籠っていると、痺しびれを切らしたウカはミカン畑の部屋の扉に手をかける。ただ、小さく溜ため息いきを吐いたかと思うと、ちらりとリコを振り返った。

「……大丈夫だよ、リコちゃん。わたしだって、古代人が遺のこしたすっごい人形なんだから」

　人類史の頂点である22世紀に作られた、再現不能な機械生命。人類の英知を余すことなく保存、収集し、人に伝える、人の形をしたもの──《自律人形遺産ノア・シリーズ》。確かにウカはその一体だが、かといって彼女が無敵というわけではない。この前の春にだって、「情報プランクトン」を口にしたウカは、しばらく昏こん睡すい状態に陥ったのである。その時の焦あせりと不安は、今も忘れがたくリコの体に焼き付いていた。

「……ああ、でも気を付けるんだぞ」

　リコがそう返すと、ウカは小さく頷うなずいて部屋に飛び込んだ。スライムたちは主に苗木の近くで、自由気ままに動いている。ウカは一番近くにいた小さな個体を両手で掬すくい上あげると、ガラス窓に近寄り、目を輝かせてリコに見せてきた。

「ねえ、リコちゃん！　これ！　すごいよ！」

「何か分かったのか？　というか、触っても問題ないんだな？」

「大丈夫だって。そんなことより、わたしね、スライムの正体分かっちゃった！　これ、たぶんキサントモナス・キャンペストリスだよ！」

「……は？」

「そういう名前の細菌！」

「……その水の塊が？」

　ウカの細い手の中で、小さく震えるスライム。むにょむにょと形を変えながらも、それは指の間から落ちない程度にまとまっている。しかし、細菌とはもっと小さくて、目に見えないものではなかったのか。

「えーっとね、正確に言うと、このゲルはキサンタンガムの水溶液で、すごい粘性を持ってるただの水。細菌にとっては鎧よろいみたいなものなの。キサントモナス・キャンペストリスは植物に潰瘍をつくったりする病原菌なんだけど、キサンタンガムが増粘剤として便利だから、昔から工業利用されてたんだよ」

「……鎧よろいって言っても……それ、動いてるぞ」

「生体電気を利用した静電誘導で動いてるんじゃないかな。このスライムの一つ一つが細菌の巨大なコロニーで、クオルモンで情報交換してるから──」

「あー、わかったわかった。もういいから、とりあえず外に出てくれ」

「えー、これ、すごいんだよー？　スライムの中に情報菌が入ってて、なんだかすごくいい気持ちに……」

「え、ちょ、ちょっと待て！　情報菌？　今、情報菌って言ったよな？」

　情報菌とは、情報プランクトンの親戚のようなものである。ウカによれば、元々情報菌が自然界に広がって、情報プランクトンが発生したという説もあるらしい。それに触れているということは、非常にまずいのではないか。実際、ウカは妙にとろんとした目つきで、

「だいじょーぶだよー、リコちゃーん」

　と、完全に大丈夫ではない返答。

「この前ほどの情報量じゃないから、倒れたりはしないしー」

「ウカ」

「平気だってばー」

「ち、違う！　ウカ！　後ろだよ！」

　嫌な予感は当たるものだ。これはまずい、とリコが思った時には既に、ウカの背後で無数のスライムが一つに集まり始めていた。それまでのスライムと比べれば、それはまさしく王様キングサイズ。リコは慌てて部屋に飛び込むも、次の瞬間、巨大スライムはウカに襲い掛かった。

「おい！　ウカ！」

　慌てて駆け寄りウカを助け出そうとするが、相手は粘性の液体である。触れることはできても、摑つかめない。その上、まるでリコには一切の関心がないといった様子で、とにかくウカの体にまとわりつく。絹糸のような金色の髪も、シンプルなモノクロのメイド服も、スライムまみれでどっろどろ。

「なあ、おい！　大丈夫か？」

　肩を揺さぶると、ゆっくりとだがウカの瞳がリコに向けられる。どうやら意識を失ったわけではないらしい。ただ、彼女の視線はそのままふらりとリコから外れ、中空をさまよい始める。そして彼女は突然にこりと笑い、ぶつぶつと呟つぶやき始めた。

「はーい、本日の気温、湿度、栄養濃度は問題ありませーん！　あー、第五王国は今日も元気いっぱいです。第七王国は疫病が発生していますねー。カリウム濃度を下げましょう」

「……ウカ？」

「第四王国も元気そうです！　ちょっと寒くしちゃおうかなー？　あ、第六王国に反逆者発見だ！　これは国ごと処分しまーす」

　一体、どうしたというのだろう。本当にウカの頭がおかしくなってしまったのだろうか。ウカは何かリコの目に見えないものに向かって、頻しきりに話しかけていた。目は焦点が緩んでいて、口元には無防備な微ほほ笑えみ。頰も桃色に染まっていて、これはやはり、

「……酔っぱらってる……？」

　確か、情報プランクトンは機械の身体からだでも楽しめる電子ドラッグとして流通しているという話だった。春の失神騒ぎでは、ウカは特に後遺症もなく、すぐにいつも通りの彼女に戻っていたが、どうやらこの情報菌は結構効いているらしい。

「……こうなったら、またリブラリウスに助けてもらうしか……でも、そのためにはカクタスに車で運んでもらわなきゃいけないし、カクタスは今、手が離せないんだよなあ……」

　正直、リコは機械については全く明るくない。ウカを助けたいのはやまやまだが、どうしようもないのである。リコが悩んでいる傍かたわらで、ウカは随分と楽しげな様子だというのが、せめてもの救いか。しばらく放っておけば、この前のように回復するのかもしれない。

　とりあえず、部屋に連れて行こうとウカの手を摑つかむと、突然彼女の視線がぴたりとリコを捉え、「あれれー？」と声が上がる。

「こんな狭いお部屋にお客さんですか？　いったいどこから、入ったんでしょうか？」

「い、いや、オレは」

「今日の放送はスペシャルですねー！　はーい！　それでは、さっそく始めていきましょう！」

　それからウカは何か機械を操作するような仕草をした後、ヘッドフォン──もちろん、エアヘッドフォン──を耳に着けた。

　そして、ごく言い慣れた調子で、こう言ったのである。

「ハロー、ハロー、地球の皆さま。こちらは静止衛星ティコ１４９。雲一つない、青いガラス玉のような今宵こよい、いかがお過ごしでしょうか──」
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　ハロー、ハロー、地球の皆さま？

　一体何が始まったというのだろうか。

　そんなリコの疑問に答えるように、ウカは続ける。

「失われた旧世紀のレシピをご紹介する《グルメ・アンティーク》。第４４５９２回も皆さまの上空３５０００キロメートル、火も材料もないキッチンから今日の献立をお送りします」

　静止衛星……上空３５０００キロメートル……今日の放送……

「──これ、ラジオか！」

「はい！　そのとおり！　本日は、なんと初のゲストにお越しいただきましたー！　せっかくですから、いつものコーナーに入る前に、今日はゲストさんとお話をしようと思います。では、ゲストさん、自己紹介をしていただいてよろしいですかー？」

　にこりと微笑ほほえむパーソナリティー・ウカである。酔っているのは確かだろうが、こうもすらすらと言葉が出てくるものだろうか。空想の中というよりも、何か過去の思い出に浸っているという方が納得できる。しかし、リコと出会う前のウカが、ラジオ放送をやっていた？　確かに彼女はかつて宇宙船に乗っていたし、その船はスコピュルス上空の静止衛星軌道にいたと聞いたことがあるのだが──

「あれー？　初めての放送で緊張しているみたいですねー。では、ここで深呼吸です！　息を吸ってー、吐いてー、はい！　では、もう一度自己紹介に再チャレンジ！」

　……疑問は尽きないが、ひとまずここは流れに乗ってみることにする。

「あ……いや、リコ……だけど……」

「はい！　今日のゲストはリコさんです！　リコさんは普段、何をなさっているんですか？」

「オレは……その……《アラカワ》で、用心棒というか、人の護衛をしたり、ころ……あ、いや、誰かに頼まれて、お仕置き？　みたいなことをしたり……」

「そうですかー、リコさんはなかなかハードなお仕事をなさっているようです！　ところで、リコさんはもちろん《グルメ・アンティーク》を聞いてくださっていますよね？」

「あ、あー！　もちろん！　あったりまえじゃん！　超面白い！　毎日聞いてるよ！　大ファンだよ、ほんと！」

「お気に入りのレシピとか、ありますか？」

「え……」

「……え？」

「あ、いや、あー……そう！　卵焼き！　やっぱり、基本だけど美味おいしいからな！」

「そうですよねー、でも、卵焼きの回は第37回と第89回と第２３４回と──」

「あー！　あー！　一番最初の！　37回だよ！」

「え……」

「……え？」

「37回だと、もう二百年以上前の放送ですよ」

「……あ……」

「リコさん」

「……いや、違うんだ、その、ちょっと緊張して」

「リコさん！」

「は、はいぃっ！」

「ありがとうございますっ！」

「──へ？」

「わたし、感激しました！　放送を始めて、二百年……お便りもなければ、質問も来ない……日々、地球では失われたであろう献立を紹介しながら、どこかの誰か、一人でも届いていればいいなと願い続けていたんです……それが今日、初のゲスト！　しかも、そんなに長い間聞いてくださっているリコさんにお越しいただけて、ほんと、うれしいんです！」

　突然、どろどろのスライムまみれのウカがリコの身体からだを抱きしめる。その驚くほど強い力は、酔っ払いのはずなのに、彼女の心からの感謝が込められているようで、リコも虚を突かれてしまう。
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　本当に、これがウカの過去の記憶、その延長なのだとしたら。

　二百年もの間、彼女は宇宙を漂って、独りで地球に語り掛けていたのだろうか。食の知識をヒトに伝える、《調理師コクトール》としての役目をなんとか果たそうと、ひたすらに放送を続けていたのだろうか。その果てしのない時間と彼女の孤独に、リコは少し気を失いそうになる。

　まだ二十年しか生きていない自分が受け止めきれるものではないけれど、それでもウカが抱えていたものをもっと分かち合いたい。その思いが、自然とウカを抱きしめさせ──

「はい！　では、せっかくゲストがいらっしゃることですし、質問タイムに参りたいと思います！　リコさん、質問をどうぞ！」

　数秒で感動の抱擁は終わったらしい。ウカはぱっと身体からだを離すと、すぐさま次のコーナーを始めていた。伸びかけた手が行き場を失い、リコはそのまま誤魔化すように腕を組む。

「し、質問ね……」

「はい、なーんでもお答えしちゃいます！　この番組に聞いてみたいことはありませんか？」

　リコを見つめるウカの目は期待に満ちて輝いている。ウカがこの調子なので、リコの方も次第に心配というよりは呆あきれが勝ってきた。そして、ふとあることを思いつく。

「そうだ、質問って……食べ物のことでもいいんだよな？」

「もちろん！　《グルメ・アンティーク》は食べ物番組ですから！」

「じゃあ、たとえばの話なんだけど、食材に細菌がついているかもしれないって分かった時に、その食材を傷つけずに殺菌する方法って……何かある？」

　分からないことがあるならば、いっそウカに聞いてしまえばいいだろう。記憶と現実の区別がつかずとも、ウカは《調理師コクトール》である。この世で最も食に関して詳しい存在。となれば、たとえ食材が自律人形ウカ自身だとしても、適切な処理を教えてくれるはず。

　すると、リコの思惑通り、ウカは特に悩んだ風もなくこう返答した。

「食材を殺菌する方法ですか～、傷つけずというのは、具体的には？」

「いや、ほら、熱湯とか焼くとかそういうことはしたくないっていうか」

「電気を流すとか、どうでしょう」

「ダメダメダメ！　それは、絶対にダメだ！」

「じゃあ……電磁波とか……」

「それもダメ！　絶対壊れる──じゃなくて、食材がダメになる！」

「……それじゃあ……そうだ！　アルコールはどうですか？」

「え？　アルコール？」

「調理にお酒を使うのは殺菌の基本です。もちろん、完全にというわけにはいきませんが、例えば白ワインは有機酸とアルコールが反応して非常に強い殺菌力を──」

「それだ！」

　アルコールならば《伽が藍らん堂どう》に備蓄があり、リコにだって扱える。やってみるだけの価値はあるだろう。それに失敗したところで、ウカが酒臭くなるだけのことである。善は急げと、リコはすかさずウカの身体からだを抱え、走り出した。

「あれー？　宇宙船が激しく揺れています！　すごい揺れです！」

　リコは厨ちゆう房ぼうに戻ると、ウカのメイド服をすっかり脱がす。すると、やはりスライムは律りち義ぎに服から彼女の身体からだへと移動するのである。今のところ見た目に変化はないが、それでもウカが捕食されているようで、気分が悪い。

　一番大きな寸胴鍋を引っ張り出すと、リコはにこにこと酔っぱらった全裸のウカを中に座らせた。そして床下倉庫から取り出したるは大量の白ワイン。次々と栓を開けては、ウカに頭から注ぎかける。

「うわー！　すごいです！　宇宙船が白ワインで満たされていきます！」

「あー、あー、動くな、ウカ！　跳ねるだろ！」

　美しい金髪にも、彼女の象牙のように白く華きや奢しやな身体からだにも、満遍なくワインをふりかける。はじめはこんなもので殺菌ができるのかと不安だったが、意外にも効果はすぐに表れた。五分も経たたないうちに、ウカの身体からだに絡からみついていたスライムが、ぼとりぼとりと寸胴鍋の中に落ち始めたのである。

　ウカの口にもたっぷりとワインを注ぎ、体の隅々を酒で洗ってゆく。しばらくするとかすかに彼女の身体からだが震え、定まらなかった視点が落ち着きを取り戻した。やがてウカはリコを見つめ、その手にあるワインの瓶を見つめ、鍋と、その中に入った裸の自分を見つめ──、




「……エエエエエ！　ワイン!?　ワインナンデ!?」




　完全に混乱しているらしい。謎の片言を叫んだ後、自分の身体からだを隠すように寸胴鍋の中にしゃがみこんだ。その勢いで跳ねたワインが頭からリコに降りかかっても、それさえ気に留とめる余裕がない。

「な、なんで!?　なんで、なんで、なんで!?」

　リコも初めて見るほどに、ウカの顔が赤い。恥ずかしいのもあるのだろうが、それ以上に意味が分からないのだろう。口をぱくぱくとさせたまま、肝心の言葉が出てこない様子。

「なんで……もう……え……？」

「……元に戻ったみたいで、なによりだよ……」

　リコが風ふ呂ろ場ばからタオルを持ってくると、その間にウカはかろうじて落ち着きを取り戻したらしい。相変わらず羞恥に顔を火ほ照てらせつつも、「……ありがと」とタオルを受け取った。

「自分が何したか、思い出したか？」

「……よく覚えてないです」

「酒をかけろって言ったのはウカだからな。殺菌の方法を聞いたら、このやり方を推奨された」

「うぅ……」

「いい薬になっただろ」

「でも……そんな……」

「いいか？　油断したから、こんな目にあったんだぞ？　あの時、オレの忠告に従っていれば」

「……そんな……ワインなんて……」

「……ん？」

「殺菌するなら消毒用のエタノールでよかったのにー！　スライムを殺すために、ワインを何本も開ける必要なんてなかったでしょー!?」

「気にしてるのは、そこかよっ！　オレ、消毒液の場所なんて知らないし！」

「あー！　しかも、そのボトル！　ビヌさんからもらった、高いやつだよ！」

「知るか！　仕方ないだろ！　ウカを助けるために必死だったんだから！」

　ウカが入っていた寸動鍋には、五リットル近い白ワインが入っている。リコとしても、確かにもったいなかったという思いがないわけではない。

「じゃあ、この際だ、オレが飲んでやるよ！　そうしたら無駄じゃないだろ！」

「の、飲むって、そんな……へ、変態だよ！」

「なんでだよ！」

「だって、人の身体からだを洗ったワインだよ!?　普通、飲まないよ！」

「ウカの身体からだは機械だろうがっ！　オレ、いつも聞こうと思ってたけどさ、ウカって風ふ呂ろに入る意味ないだろ！　垢あかも汗も出ないなら、ずっと綺き麗れいじゃん！」

「……それは、まあ……そうだけど」

「じゃあ、ワインを飲んで、何が問題なんだよ」

「それは……倫理的にというか……心理的にというか……その……」

　ウカの声はやがて尻すぼみになっていき、逃げるようにして目がそらされる。リコはもうウカの恥ずかしさなど知ったことかと、鍋を抱え上げたのだが、

「……なあ、ウカ、ちょっといいか」

「……なあに？」

「これ、本当にスライムは死んだのか？」

　鍋を揺すると、ぶるぶると塊のまま震える白ワイン。まるで粘性が落ちてない。香りと色はワインなのに、どう見てもスライムのままである。

　するとウカは「死んでると思うよ」と溜ため息いきを漏らした。

「それでも、細菌が作ったキサンタンガムがなくなるわけじゃないの。キサンタンガム溶液は熱にも酸にも強いからこそ、よく利用されてたんだもん。ドレッシングとか、化粧品とか」

「じゃあ、この白ワインは、どうやってもどろどろなのか？」

「そう。……だから、いっそそれを利用して……」

　その時、不意にウカの瞳が輝きを取り戻す。

　……あぁ、しまった。

　と思った頃には時すでに遅し。同居人の好奇心に火をつけてしまったらしい。

「わたし、いいこと思いついたかも！」

　これは、間違いなく、スライムを食べさせられる流れである。今更になって白ワインを飲むと豪語した自分が恨めしいが、あるいは大量のワインを開けたせいで、自分こそ揮発したアルコールに酔っぱらっていたのではないか。

「スライムで料理、作ってみたかったんだー！」

　タオル一枚でいつもの悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべるウカに、リコは酒のせいか、嫌な予感か、やはりくらりと眩暈めまいを覚えるのだった。
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　着替えを済ませ、皺しわひとつない完全なメイド服姿に戻ったウカは、さっそく調理に取り掛かった。とりあえず寸胴鍋を火にかけ、スライム入りワインを完全に殺菌。ボウル一つ分くらいの量を取り分けたら、そこに砂糖、レモンの絞り汁を入れてよく混ぜる。それをさらに二つに分け、一方には削ったレモンの皮、一方にはミントの葉っぱを入れて混ぜ、氷水で粗熱を取ったら冷蔵庫へ。後は冷えるのを待つ。

　次は、小鍋にスライムワインを取り、作り置きのブイヨンスープとニンニク、バルサミコ酢と塩、あらびき胡こ椒しようを入れて軽く混ぜる。ひと煮立ちしたら、そこに皮をむいて水にさらしておいたツルギナスを丸ごと投入。蓋をして、弱火でことこと煮始めた。

　出来上がりを待つ間に、ウカは手作りのバゲットを切り分け、軽くバターを塗ってオーブンで焼き直す。それから普通のベーコンエッグも。今日は《伽が藍らん堂どう》では珍しい洋風朝ご飯である。ウカは昨日、常連から差し入れてもらったブドウの皮を剝むいて、種を取り、小さなガラスの器に盛りつけた。その上に、ほどよく冷えた二種類のスライムワインゼリーをたっぷりとかける。すると、まるでブドウの果肉が澄んだ宝玉で包まれたようになり、眩まばゆい輝きを放った。

　ごくり、と鳴ったのはリコの咽喉のど。もはやあの気色悪いスライムは跡形もない。

　一方、煮込んだナスはたっぷりのジェルスープとともに、湯気が立ったままテーブルへ。これで、朝食の完成である。

「はい、召し上がれ！　ツルギナスの白ワイン煮びたしと、ブドウinスライムゼリーだよ」

「……す、すげえ」

　リコはまず、スプーンで煮びたしのスープをすくい、匂いを嗅ぐ。……ブイヨンと上品な白ワインの香り以外、妙なものは感じない。ただ温かな湯気を上らせながら、そのスープは煮に凝こごりのようにぷるぷると震えているのだ。

「い、いただきます……」

　思い切って、あむっ、と頰張る。すると、

「お、おお……普通だ……！」

「当たり前でしょー？　別に変なもの入ってないもん」

「いや、変なものは入ってるだろ」

　それから、今度は丸々としたナスにかぶりつく。じゅわっと音が聞こえるほど、たちまち口いっぱいに、熱くてとろとろのスープが広がった。

「はっ、はふいっ！　けど……うまひっ！」

「そんなに一気に食べたら火傷やけどしちゃうよ。気を付けてね」

「でもさー、あー……うわ、うん、これはうまいっ！」

　鼻に抜ける白ワインの品の良さと、たっぷりの汁気を含んだナスの柔らかさが、うま味の波に運ばれ押し寄せてくる。あらびきの胡こ椒しようもいいアクセントとなって、シンプルな見た目の割りに飽きが来ない。スライムの粘性もまた、ナスによくスープを絡からめてくれているのだ。

　ぴくぴくと耳が震えるのはリコが満足した証拠。それを見てウカは胸をなでおろす。

「煮びたしは、冷やしてもっとスープを吸わせてもいいかもね。そうしたら、ゼリーがけみたいに前菜になるし」

「たしかになぁ、これさ、トマト味とかも美味おいしいんじゃないかな？」

「おー、リコちゃん、冴さえてる！　それはすごくいい案かも！」

　パンにスライムスープをのっけても、良いい感じである。ビショビショというよりも、ジューシーな味わい。カリカリのパンの香ばしさも残った、絶妙な食感。

　ベーコンエッグとともにナスをお腹なかに収めたら、今度はデザート。完全に見た目はゼリーである。言われなければ、これがスライムの死骸だとは誰も気づかないだろう。

　ブドウと一緒にジェルを口に入れると、リコは思いのほかしっかりとした白ワインの香りにびっくりする。しかし、追ってレモンやミントの軽やかな味わいが溶けだして、ブドウの甘みをぐっと引き立てた。ナスの煮びたし同様、じゅわじゅわと広がるおいしさに思わず悶もだえてしまう。

「うわー！　これ、オレが大好きなやつだ！」

　ちゅるり、ちゅるりと、ブドウが流れるように消えていく。レモンが強めだったり、ミントが強めだったりと、二種類のゼリーのバランスが食べるたびに変わって、ますます手が止まらない。

「スライムってこんなにおいしいんだな……」

「まあ、味自体はワインの美味おいしさだけどね。でも、キサンタンガムはシュードプラスチック性っていう特質があってね、そのおかげで口当たりがよくなるの」

「シュードプラスチック性……？」

「簡単に言うと、止まっているときは粘度が高くて、動いているときは粘度が低くなる性質のこと。だから、口に入れるまではプルプルしてるけど、いったん食べちゃうと案外さらりとしていて、食べやすい、みたいな」

「やっぱりすごいな、スライム……」

　言われてみると、確かにゼラチンや寒天で固めたものと異なり、のど越しがはるかに軽い。口に入る前はスライムなのに、入った後はワインを飲んでいるような気分になるのだった。

「これは材料の関係上、客には出せないけどさ、そのキサンタンガム？とかいうやつは、かなり使えるかもな」

「リブラリウスのおじいさんに頼んだら、作ってくれるかな」

「何とかなるだろ。ウカに頼まれて断るわけがない。──それに、結局スライムが農園にいた理由も調べないといけないだろうし」

　リコが思い出したようにそう言うと、ウカも幾分か表情が曇る。

「農園は独立して環境制御されているから、外部から入り込むとは思えないんだけど……」

「だよなあ……なんか、ウカだけを気に入ってたみたいだし。それとも、《自律人形遺産ノア・シリーズ》はスライムに好かれる体質なのか？」

「そんなわけない……と思うけど……」

　スライムの美味おいしい食べ方は分かっても、その正体まではウカも察しがつかないらしい。しかし、リコはふとウカが酔っぱらう前に話していたことを思い出した。

「そういえば、スライムの中に情報菌が入ってるって言ってたよな」

「え？　うん、そうだよ。個々の情報量は微細だけど」

「オレにはよく分かんないけど、とりあえず何かの情報が入ってるんだろ？　スライムの中に入っていたのは、何だったんだ？」

「それは……よく分からない。というか、スライムに襲われてから記憶がなくって」

「え、じゃあ、《グルメ・アンティーク》のゲリラ放送を覚えてないのか!?」

「ゲリラ？　え、え？　どういうこと？」

　そこでようやく情報菌に酔っぱらったウカの豹ひよう変へんっぷりを語ったリコだったが、話せば話すほど、ウカは顔を両手にうずめて、机に突っ伏していく。

「もう聞きたくないよ……」

「気にすんなって。オレだっていつも酔っぱらってウカに迷惑かけてるんだし」

「そういう問題じゃないの！　絶対、リコちゃんみたいにはならないんだって思ってたのに！」

「……その言い方は、地味に刺さるな」

「自分が絡からみ上戸だったなんて……あーあ……」

「そういえば、第四王国とか、第六王国とか……あれってなんだったんだ？」

「……え……それは……」

「……」

「……もー、言うよ！　それは、ペットのこと！」

「ペット……？」

「20世紀の子供たちがスライムを飼っていたのと同じ……わたしもね、飼ってたの。細菌を」

「……それがどうして王国になるんだよ」

「閉鎖系藻類フオトバイオ培養装置リアクターっていって、細菌に宇宙船の水や酸素を生産させる循環システムがあるんだけど……その培養槽ごとに番号付けて、王国って呼んでたの。ほら、わたしは別に酸素とかなくても死なないでしょう？　だから、色々と環境を変えて実験して、新しい細菌が生まれないかなあって」

「ウカが王国の命運を決める神様ってわけか」

「そう……それくらいしか話し相手がいなかったからね。……別に細菌はわたしの話を聞くだけで、返事はしてくれないんだけど」

「……」

「あ！　違うの！　そんな神妙な顔しないで！　リコちゃんに気を使われるなんて、やだ！」

「なんでだよ！　オレはウカがずっと独りで……」

「ほらー、そうやってすぐ深刻に受け取るでしょー？　あのね、確かに寂しかったのは本当だけど、別に思い出すのもつらい思い出とか、そういうのじゃないんだよ。反応のないラジオも、わたしだけの王国も、そうやって時間を過ごすしかなかっただけだもの」

「でも、今までずっと隠してたじゃん」

「それは恥ずかしかったからー！　二百年も一人でごっこ遊びしてたなんて、すっごく寂しい子みたいな感じするでしょー！」

「めちゃくちゃ寂しいだろ、普通に」

「いいの。もう関係ないもん。わたしはリコちゃんと一緒の今が楽しいんだから」

「……まあ、それならいいんだけどさ」

　ウカの表情から見るに、強がりを言っているわけでもないらしい。それにこの前の春以降、ウカもリコも、決して互いに遠慮はしないと決めたのだ。悩んでいることがあったら相談するし、知りたい過去があったら、教え合えばいいと分かった。リコとしても、ウカが今の生活を楽しいと思ってくれているなら、それでいい。

　が、不意にウカは立ち上がると、大声で「あーっ！」と叫んだ。

「どうしたんだよ、急に」

「そっか！　閉鎖系藻類フオトバイオ培養装置リアクターだよ！　たぶん、スライムの正体は、そこに入ってた情報菌だと思う！」

「なんで、宇宙船の装置が出てくるんだよ。自家農園の話だぞ？」

「だって、その自家農園の循環システムはティコ１４９の流用だもん。規模は違うけれど、基本的に農園の水や酸素を調整しているのは、同じ仕組みだよ？　利用している培養槽は第一王国を移植したものだし」

「……まじか」

「うん。……たぶん磁気嵐のせいで、どこかシステムに異常が起きたのかも。点検しないと」

　ウカはそう言ってあからさまに肩を落とす。機械関係はリコにはからっきしなので、修理はウカ一人の仕事である。

「でもさ、《伽が藍らん堂どう》が始まってから、もう二年も経たつんだし、ちょうどよかったんじゃないか？　ここらへんで一度、店内環境を見直すってのは」

「もー、他人ひと事ごとだからって、気にしてないでしょ」

「あはは、分かる？」

「まあ、リコちゃんも《シード》の依頼で忙しいから仕方ないけど──」




「「──あ」」




　時刻は既に正午を過ぎていた。スライム処理に必死なあまり、リコが頼まれていた仕事は二人の頭から完全に追いやられていたのである。

　この日、約束から四時間も遅れて現場に到着したリコは、久しぶりにカクタスの大目玉を食くらうことになったのだが、

「いや、だからさ！　ほんとなんだって！　ほんとに、ウカがスライムに食われて、それを助けたんだよ！　別に遊んできたわけじゃない！」

「はあ？　……酒の香りをぷんぷんさせてるやつに、そんなこと言われてもなあ。……大方、幻覚でも見てたんだろ？」

　結局リコの頭には重たい蛸たこ足あしの拳げん骨こつが振り下ろされたのだった。

　しかしながら、二年ぶりのオーロラが《伽が藍らん堂どう》にもたらした騒動は、まだまだ始まりに過ぎなかったのである。

　いつかどこかに忘れてきた、記憶たちと巡り合う季節。

《伽が藍らん堂どう》の夏が、やってきた。
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　磁気嵐の夜から三日、スコピュルスの情勢はいまだ混迷を極めていた。

　それは《シード》が睨にらみを利きかせ、抗争とは縁遠い《アラカワ》も例外ではない。同時多発の電磁災害の結果、普段はひた隠しにされていた人民の不満が一挙に爆発。東で暴動が起きたかと思えば、西では集団強盗事件。《シード》は、ここで絞めなきゃ面子めんつがつぶれると、朝から晩まで対応に追われることになり、リコもまた手伝いに奔走した。軍用スクーターVespa 150 N-TAPを乗り回し、鎮圧、鎮圧、また鎮圧。返り血と土つち埃ぼこりで服はいつも汚れるはめに。

　今日も今日とて仕事を一件片付けると、リコは昼飯が待つ《伽が藍らん堂どう》に向けて走っていた。するとカクタスからインカムに連絡が入る。普段、《シード》と連絡を取るのは《伽が藍らん堂どう》の極超短波通信機なのだが、スライムの遅刻で怒ったカクタスからは、しばらくインカムを外すなというお達しを受けたのである。もちろん無視することもできるのだが、耳元でピコピコ鳴り続けるのは煩わしい。いい加減にしてくれと毒づきながらも、リコは律りち義ぎに応答した。

「……なんだよ」

「よお！　そろそろ終わったか？　あいつら、結構なやつらだったろ」

「なーにが、結構なやつらだよ！　ちょっと暴れてるだけだから、よろしく、だなんてよく言えたもんだな！　そろいもそろって全身重火器、しかも電子ドラッグでキマっちまったトリガーハッピーだぞ！　あんなの自分たちで処理しろよ！」

「下したっ端ぱには処理できねえから、お前に頼んでんだろう。──まあ、そんなに叫ぶ元気があるなら、無事ってこったな」

「無事なわけないだろがっ！　こちとら、肋ろつ骨こつ五本は折られたし、左腕だって切り落とされてんの！」

「いいじゃねえか、結局ＰＡＣで元通りだろう。ＰＡＣ様様だ」

「そういう問題じゃな───い！」

　廃はい墟きよビルのジャングルにリコの絶叫がこだまする。カクタスの言う通り、確かにリコの傷は元通り。人類が生み出した汎用自立型再生薬のおかげで、今日も死なずに済んでいる。とはいえ、暴れる相手も不死なのだから、骨が折れることは間違いない。

「……言われた通り、手足の機工体を外して、全員袋にまとめておいたから。後はそっちで回収しろよな」

「ん。ありがてえ、ありがてえ」

「……本当にありがたいと思ってんの？」

「おうよ、もちろん思ってるさ。だから報酬だってはずんでやるんだ。廃トンネルで新たに見つかったワイン十本、このごたごたが落ち着いたら持っていってやるよ」

「……まあ、それならいいけど……」

　先日のスライムの一件で、大切に保管していたワインはすっかり腹の中。ウカを助けるためだったとはいえ、《伽が藍らん堂どう》の会計にとっては手痛い出費だった。餌につられるようなものだと分かっていても、酒を報酬に出すと言われたら、多少の不満は我慢するしかない。

「でもさ……それ、本当に大丈夫な代物なんだよな？　《シード》は廃トンネルには手を付けないんじゃなかったのか？　地下のやつらは何を考えてるか分かんないし……」

「もらいもんだから気にすんな。無論、盗品でもねえよ。ところで、次の仕事なんだが──」

「ちょ、ちょっと待て！　次の仕事？　今、一つ終わったばかりじゃん！」

「お前が契約したのは十件の問題解決、それだけだ。その内容は俺が自由に決めるし、タイミングだって俺の自由だ」

「いやいやいや、そうだとしてもさ！　常識ってもんがあるだろ！　オレは今から昼ごはんを食うんだよ！」

「なんだ、ウカに弁当作ってもらわなかったのか」

「誰かさんが朝五時に呼び出さなけりゃ、作ってもらってたよ……！」

「まあ、飯は適当に食え。次は緊急の案件なんだ。《鰐わに面づら》に行ってもらう必要がある」

「……《鰐わに面づら》？　また、どうして」

「いやなに、ちょっと面倒な喧けん嘩かになっちまってな」

「喧けん嘩かだあ？　ますます変な話だな。あそこは中立だし、《白びやく衣え》の目だってあるだろうに」

　断崖絶壁の港町《鰐わに面づら》は、スコピュルスでも屈指の安全地帯である。様々な組織や人間が利用するために、そこではいざこざを起こさないのが暗黙のルール。そして、その中立の代表として宗教組織《白びやく衣え》が警備を取り仕切っていた。

　するとカクタスは歯切れの悪い調子で、こう言う。

「まあ……なんだ、《シード》に荷揚げ予定の船が《フェザ》の船に沈められたらしい」

「……は？」

「だが、《フェザ》は自分たちの船が《シード》に沈められたと言ってんだと」

「……はあ？？？？」

　《フェザ》は《シード》とは因縁の仲。その規模、影響力ともにスコピュルス屈指のアフリカンマフィアである。それが互いの船を沈めあったとなれば、それはもう、

「戦争じゃん」

「だから緊急だって言ってんだ」

「そんなのオレじゃなくて、カクタスが行けよ！　オレはあくまで頼まれ役で、《シード》の顔でもなんでもないんだぞ！」

「俺がいきなり出ていったら、向こうだって上の人間を出さねえわけにいかなくなるだろう。そうなったら、ますます引っ込みがつかねえ。だから、お前に頼んでんだよ」

「引っ込みがつかないったって、もし本当にやりあってんなら、戦争なのは変わんないじゃん」

「……まあ……しかし、そうと決まったわけじゃねえ」

「……は？」

「なんだ……下したっ端ぱの喧けん嘩かなんざ、よくある話だ。お互い喧けん嘩か両りよう成せい敗ばいで、こう……」

「おいおい！　まさか手下に責任取るだけとらせて、本気でなかったことにする気か？」

「そりゃあ、何もないのが一番に決まってるじゃねえか」

「《シード》の面子めんつはどうなる」

「んなもん、戦争するよかマシだろう。犬にでもくれてやりゃあいい」

「オレは今まさに、その犬の餌のために、働かされてんじゃん……」

「面子めんつのせいで血が流れたら、そりゃもうただの面つら汚よごしだ。面子めんつってのは綺き麗れいなもんを見せてなんぼだろうよ──っと」

　不意にカクタスが言葉を切ったかと思うと、インカムから聞こえるのはガサゴソという紙の音。それからもっそりとした咀そ嚼しやく音が聞こえてくる。

「……人から飯の時間奪っておいて、何食ってんだよ」

「お、これか？　こりゃあ、《釈しや迦か釈しや迦かポテト》だ」

「釈しや迦か、釈しや迦か……？」

「フライドポテトに合成大麻の粉末をぶっかけたやつだよ。最近市場で流行はやってんだ。売り口上を聞いたことあるだろ。『食えば極楽、舐なめれば解げ脱だつ。袋に妙薬入れたなら、振れば音する、シャカ、シャカ、シャ──」

　最後まで話を聞かずに、リコはインカムを切断する。昼間からトリップしてるやつに仕事を頼まれているのかと思うと、さすがに幻滅も甚だしい。スコピュルスではしばしば何らかの薬物ブームが訪れるが、それはＰＡＣが薬物で破壊される脳神経を補ってくれるからこそ成り立っている。ＰＡＣの回復速度を超えて服用し、中毒死する者も後を絶たないのだから、呆あきれるしかない。

　しかし、あくまで仕事は仕事。どんなに馬鹿げた依頼だろうが、結んだ契約を手前の気分で放り出しては、フリーの仕事人は務まらない。リコはとりあえず《伽が藍らん堂どう》に立ち寄り、ウカに事情を説明した。

「……じゃあ、お昼食べる時間はないってこと？　せっかく作ったのに」

「まあ、持っていって《鰐わに面づら》で食べるよ。ごめんな」

「……うーん……ちょっと待ってて」

　厨ちゆう房ぼうをのぞき込むと、作業台一面が真っ赤で何事かと思うが、すぐにそれは唐辛子だと分かる。ヘタや種を取ったものが、ごろごろと並んでいた。

「なにこれ、すごい量だな」

　するとウカは調理場を忙せわしなく動き回りながら、

「自家農園がね、やっぱりちょっと故障してたみたい。そのせいで唐辛子畑が異様に元気になっちゃって、仕方ないから全部収穫したの」

「じゃあ、昼飯も唐辛子か……」

「そうだけど……これ、そんなに辛からくないから安心して？　トビトカゲのくず肉と一緒に煮込んでおいたから。それをトルティーヤに包んであげる。それなら持ち歩けるでしょう？」

　ウカはクレープ状に焼かれた薄いパンを台に広げ、そこに唐辛子とくず肉の煮込みを載せた。

「これ、アドボじゃん」

　リコがカウンター越しにそう言うと、ウカはぱっと顔を輝かせる。

「リコちゃん、覚えてるの？」

「そりゃ……オレが最初に食べたウカの料理だし。懐なつかしいな」

「……なんだか、オーロラとか、スライムとか、そういうので作りたくなっちゃったの。あの時よりも、ずっと具材も豊富だし、美味おいしいと思うよ」

　アドボとは「漬け込む」という意味である。ウカは昨日の晩からニンニク、玉ねぎ、オレガノ、唐辛子の燻くん製せい、それからたっぷりのオレンジの絞り汁を混ぜた漬け汁に肉を漬け込み、とろとろになるまで煮込んでいる。そこにフレッシュな薄切りの唐辛子と玉ねぎを合わせたら、トルティーヤ生地で棒状になるように包んでゆく。それを一本ずつ紙で包装し、あっという間に昼食の完成。

「はい、アドボ入りブリトーだよ。これ、下を持って紙を上から剝がしていけば、手を汚さないで済むからね。それから……はい、これも」

　ブリトーとともに出されたのは、一本の水筒である。ガラス越しに見えるのは、見ただけで食欲を失う真っ白な液体。

「……また『フル・ミルク』かよ……」

「しょうがないでしょ。リコちゃん、お仕事尽くしなんだから。ＰＡＣもたくさん使ってるんじゃない？」

「……まあ、そうだけどさ」

「やっぱりちゃんと栄養を摂取しないと。大丈夫だよ。ちょっと味を変えておいたから。リコちゃんも気に入ると思う」

「……まあ、ありがと、じゃあ行ってくる」

「うん、行ってらっしゃい。気を付けてね」

　ウカのお手製まかないごはんを脇に抱え、リコは《伽が藍らん堂どう》を後にした。スクーターに乗りながら、リコは包み紙から漏れる刺激的な香りに、ついつい我慢ができなくなる。行き先を《鰐わに面づら》に設定し、自動操縦モードを選択して出発すると、手持無沙汰になったリコの両手はいつの間にかブリトーを握っていた。そして、《伽が藍らん堂どう》から出て数分も経たたないうちに、リコはベリッと紙を破いてしまう。

「……いただきます」

　大きく口を開いて、ガブリ。その瞬間、あたかも銃で頭を撃ちぬかれたような衝撃が走った。

「──っ！」

　そしてすぐさま、インカムを《伽が藍らん堂どう》の極超短波通信機に繫つなぐ。数コールでウカが出て、「どうしたの？　忘れ物？」と尋ねてくるが、リコは口に物が入っているのも構わずに叫んだ。




「──おひ、うは！　これっ、めひゃくひゃふまひよっ！」




「あ、え？　リコちゃん、もう食べてるの？」

「いや、やっは、出ひはへほやほやが一はんだひょ」

「……出来立てが一番ね。それはいいけど、ちょっと落ち着きなよ。飲み込んでから話して」

「うぐ」

　ごくりと飲み込んでおきながら、しかしリコはたまらずに二口目。改めてブリトーをかみしめると、ようやくその複層的なおいしさが見え始める。何はともあれ、最初に襲い掛かるのは、刺激的なスパイスの香りである。燻くん製せい唐辛子の底の深い香ばしさは、なんとも曰いわく言い難がたい。熟成を重ねた合わせ味み噌そのような、鰹かつお節ぶしのような、まるで匂いそのものがうま味を帯びているような気がする。

　もちろんアドボが舌に触れた途端、そのうま味は強烈な現実となって口を制圧してくる。くず肉の脂とコクがしっかりと溶けでたソースは、トルティーヤ生地に負けない重厚な味わい。しかし、オレンジの酸味と瑞みず々みずしい生の唐辛子や玉ねぎと絡からみあうことで、全体としては全くしつこさを感じさせないのだった。

「……はー、うま。これ、昼間に中央市場で売り出したら、一瞬で売り切れると思う」

「そんなことしたら、カクタスさんにショバ代取られちゃうから」

「……取られても関係ないくらい売れると思うけどなあ」

「ねえ、生地はどう？　トルティーヤの。これ、いつもとちょっと違って、本格的なんだよ」

　そう言われて、リコは二個目のブリトーをかじる。確かにアドボを包む黄色い生地は、いつもよりも風味が強いというか、しっかりとした食べ応えがある気がする。そうインカム越しに伝えると、

「でしょー？　いつもは小麦粉とトウモロコシ粉を混ぜて作ってるんだけど、今日はトウモロコシの実から作ってみたの！」

「ふーん」

「あー、リコちゃん、その苦労を知らないでしょー。乾燥したトウモロコシを消石灰水に漬け込んで、それからつぶしてこねて、生地にして、手間かかってるんだからね！」

「わーかったわかった。ウカの苦労はちゃんと味わうよ」

「そうだ！　『フル・ミルク』は？　飲んでみた？」

「あ」

「もー、早く飲んで！　感想聞きたいんだから！」

「……」

　妙に高ぶったウカの声に、リコの本能が気を付けろと警報を鳴らす。こうやって感想をせがむときのウカは、大抵ろくなことを考えていないものである。好奇心に突き動かされ、リコを実験台にしようとしているのは間違いない。

　ひどく気は進まなかったが、リコは仕方なく水筒の蓋を開き、ちゃぷちゃぷと揺れる真っ白な液体を一口飲んでみた。

「……んん？」

　インカムの向こう側で、くふふ、と小さくウカがほくそ笑むのが分かる。

「これは……」

「どうですか」

「すごく……うまい……」

「えー！　ほんとー？　やったー！」

　リコにとっては初めての味覚である。甘い、と言えばそれまでなのだが、味だけではなく香りが甘い。バニラやほんのり穀物の風味もあるだろうか。でも、そんなことを考える前に、また飲みたくなってしまう、不思議な中毒性がある。

「──って、ちょっと待て、『ほんとー？』ってなんだよ！　味見してないのか!?」

「味見はしたよ？　でも、ほら、わたしには味わえない味覚もあるから」

「……これ、酒なのか？」

「ちーがーう！　そんなもの、お仕事の前に飲ませないよっ！」

「じゃあ、何」

「なんか、断片的な情報ばかりだったんだけど……昔は、クラック・ミルクって呼ばれてた飲み物を再現してみたの」

　それを聞いた瞬間、リコは思わず口に含んでいた液体を、ブーッと噴き出した。

「コカインクラツクって……麻薬かよ！」

「まあ、本当はコカインなんて入ってないんだけどね」

「は？」

「中毒性が高い味だから、クラックって名前についているだけだよ。実際はね、二十世紀の甘いコーンフレークに牛乳をかけて食べた、その残り汁のこと。それがすごくおいしいからって、わざわざ残り汁の味を再現しようとしたレシピが結構残ってたの。材料に使った『フル・ミルク』は《白びやく衣え》のものだし、他の材料も正真正銘、普通の食べ物だから安心して？　リコちゃんに、本物の麻薬を食べさせるわけないよ」

「……結局、オレを慌てさせたかっただけか」

「うん！　やっぱりリコちゃんはいつも期待に応えてくれるね」

「あのなぁ……」

　たった一回のリアクションのために、わざわざ大昔のレシピを掘り出すのがウカの執念である。リコは呆あきれながらも、やっぱりミルクを啜すすってしまうのだった。

「おいしい昼飯、ごちそうさん」

「お粗末さまでした。お仕事頑張ってね」

「ああ」

　そうこうしているうちに、リコを乗せたスクーターは《鰐わに面づら》に到着した。しかし、港全体を見下ろせる高台に来たところで、リコは思わず顔をしかめることになる。

「……なあんだこりゃ」

　港には二隻、横っ腹に大穴を開けられた船が打ち上げられていた。




　　　　２




　港の人だかりは大きく二分されていた。カクタスからの情報から考えて、《シード》の陣営と《フェザ》の陣営が睨にらみ合あっている構図だというのはよくわかる。しかし奇妙なのは、《フェザ》の側に立っている者の中に、誰一人としてスーツやジャケットを着ている者がいないということ。汚れも皺しわも一つとして許さない、徹底した美意識こそ《フェザ》の誇り。それは遠目からでもわかるほど、スコピュルスにあっては際きわ立だっているはずなのだ。

　だというのに、中心で《シード》の薄汚い男たちに対たい峙じするのは、服も身に着けず、鎧よろいのような全身機工体フルアーマーを剝むき出だしにした直立不動の機工化兵たち。彼らの顔面は一様に能面のごとく起伏がなく、鼻も口も無い代わりに、目が三方向にそれぞれ二つで計六つ。たくましい腕もまた、六つを数える三さん面めん六ろつ臂ぴ。

　俗にASHURAと呼ばれる異形型機工体だった。

「……なんであいつらが……」

　人だかりへと向かうリコの足は自然と速くなる。崖を落ちるようにして《鰐わに面づら》を駆け下り、喧けん嘩かの現場へと直行した。まずリコの到来に気付いたのは《シード》の面々である。腰に銃器をぶら下げて、一応いかつい格好をしているが、よく見れば皆腰が引けている。リコの応援が来てようやく背中がしゃんと伸びる始末。そして、その中でも一ひと際きわ図ずう体たいのデカい男が走り寄ってくると、リコの前に頭を深々と下げた。

「姐あね御ご、お待ちしてましたっ！」

「……いや、お前、誰？」

　リコにはまるで見覚えのない顔である。そもそも《鰐わに面づら》はほとんどカクタスの直轄であり、リコの知るような《シード》の中堅は配置されていない。すると、男は慌ててポケットからサングラスを取り出し、身に着けた。

「こ、これですよ！　春に中央市場で、姐あね御ごに銃を握りつぶされた……」

「……あ？　あー！　あの時の新入社員か！　カクタスに叱られてたやつな！」

「改めまして、自分はバオってもんです。その件はとんだご無礼を働きまして……」

「もう別にいいけどさ。オレもあの時は機嫌悪かったし。んで？　なんで、あんたがここに」

「いや、カクタスさんにお前は荒事は向いてねえって《鰐わに面づら》の経理を任されたんですけどね、それが案外性に合ってまして」

「へぇ、そりゃよかったじゃん」

「ええ、ありがたい話です。今日も喧けん嘩かの調停役に姐あね御ごがいらっしゃるという話は伺っています。……実際、困ったことになってるんですよ……」

　バオという名の大男はリコに向かって腰をかがめると、話を続ける。

「見ての通り……今、《フェザ》がロボット野郎になっちまいまして」

「あいつら、《人類進化機構ＨＥＯ》の機工化部隊だろ。なんで《フェザ》じゃなくて、そのパトロンが出張ってきてんだよ」

「それが、ちょっとばかし前に内紛がありまして。ヤシギ率いる一部の《フェザ》が離反したらしいんです。それで《鰐わに面づら》からいなくなったところに、あいつらが押し寄せてきた次第で」

「な、内紛!?」

　思わずリコが声を上げると、バオはびくびくと《フェザ》の方に目をやりながら、首肯した。

「詳しい話は分かりませんが、とにかくあのスーツを着た連中がいなくなっちまったんです。……別段、俺たちも仲が良かったわけじゃないんですが、それでも互いの目のつぶり方と言いますか、言わずに通じる落としどころがあったんですよ。それが《人類進化機構ＨＥＯ》の出向に変わったせいで、どうもことが大きくなるというか。今回も初めは内輪だけで話を進めようとしたんですが……」

「もう野次馬だらけじゃん」

「……ほんと情けねえ話で……こうなると、下手にこっちも引けないんですよ」

　リコはたちまち頭が痛くなってくる。いくら《フェザ》との喧けん嘩かとはいえ、《鰐わに面づら》にはビヌやカンナといった知り合いがいた。だからこそ、彼らに仲裁を頼めばいいだろうと、楽観していたのである。しかし、よりによってその代わりが《人類進化機構ＨＥＯ》とは。《フェザ》の親組織である《人類進化機構ＨＥＯ》はスコピュルス中央部を支配する先端技術開発団体。元々、ＰＡＣによる自然環境の激変に人類が対応するため作られた国際組織だったが、今では技術開発それ自体を目的化したシステムと化している。その行動原理、運営理念も不透明で、プライドや利権のために動く《シード》や《フェザ》とは、根本的に異質な組織だった。

「ちなみに、こっちの損害は？」

「名目上は船に積んでいた合成肥料の六千万ＹＥＮ相当ですかね」

「実質は」

「肥料分に加えて、隠して入れた乾燥大麻が一億ほど」

「……」

「向こうは向こうで、第五実験都市から送られてきた遺伝子サンプルがなくなったとかなんとかで、二億は損害を受けたと」

「……っ！」

　聞けば聞くほど面倒な話である。リコは元々銭勘定に疎うとい方だが、それでも今回の一件にかなりの金が絡からんでいることは理解できた。すると、ますます穏便な方向で済ませることは難しい。どう考えても、リコの手に余る案件である。

　ここはさっさとカクタスの指示を仰ぐべきかと迷っていると、そこに《フェザ》の方から一人の男がやってきた。全身を真白き礼装で覆い隠し、緋ひ褪さめの髪を風に揺らせる好男子。ただし、いつもの余裕たっぷりの笑みはどこへやら、苦渋の皺しわが眉間にありありと刻まれている。

「よお、ルアン。なんか顔色悪いぞ」

「それはお互い様でしょう。こんな状況であれば、誰だって顔が引きつるものです」

　宗教組織《白びやく衣え》、その裏を支える武力行使部門《白はく兵へい》の《鰐わに面づら》担当こそ、リコの犬猿の仲にして腐れ縁のルアンである。彼は深い溜ため息いきを漏らすと、どこか作業めいた口ぶりでバオに告げた。

「……向こうの言い分も聞いてきましたが、《白びやく衣え》としましてはどちらも五分の理といった印象です。乗組員の話ではどちらも濃霧に紛れて魚雷を打たれたと主張していますが、決定的な証拠がない」

「それじゃあどうやってけじめを付けるってんですか」

「……一つ気になることがあるので、もうしばらくお待ちください。現場検証をしてきます。──では、リコさん、ご同行を」

「……え？」

「え？　ではありません。あなたも来るんですよ」

「なんでオレが検証に付き合わなきゃいけないんだよ！」

「だって、あなたは他の人よりも鼻が利きくじゃありませんか」

「オレは犬の代わりかっ！」

　もとよりリコに拒否権は用意されていないらしく、ルアンは説得する素振りすら見せずに桟橋の方へ歩き始めた。リコはバオに見送られ仕方なく小型のボートに乗り込むが、ルアンはエンジンをふかすとようやく声を低めて、呟つぶやく。

「……言っておきますが、これは時間稼ぎです。現場検証で何か見つかる当てはありません。ここへ帰ってくるまでにこの事態をどうやって収めるか、頭をひねって下さい」

「なっ……おまえ！　人任せにもほどがあるだろ！」

「我々《白びやく衣え》にも干渉には限度があるんですよ。一度火蓋が切られれば、後は静観するしかありません。ただ、僕とてこの湾口が赤く染まるのを見たいわけではないんです」

《鰐わに面づら》の沖に出ると、しばらくボートはまっすぐに海面を走った。陽ざしによって暖められた潮風を横顔に受けながら、リコは尋ねる。

「……ところでお前は、《フェザ》がどうしてあーなってるのか、知ってんの？」

「いいえ。詳しい経緯は知りません。今頃カンナさんがいれば、どちらの船が先に攻撃をしかけたなんて、すぐに分かったんですけどね」

「言われてみれば、そうだな。……でも、カンナの頭は《鰐わに面づら》の部屋に接続されてたんだぞ。移動なんか出来っこねえと思うんだけど」

「なら、殺されたのでしょう」

「……」

「睨にらまないでくださいよ。可能性を言ったまでです」
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「……ったく、これだから血が流れてないやつは……」

「何か言いましたか」

「言ってない」

「僕は血の代わりに電流が流れてますから。あなたよりも感情の神経発火には敏感です」

「お前なー！　聞こえてるなら、最初からそう言えよっ！」

「同じ全身機工体フルアーマーだからといって、《人類進化機構ＨＥＯ》の連中と一緒にされるのは不本意ですから」

「へえ……お前も、そんな顔するんだな」

「……どういう意味です」

「いや……すげえ、不愉快そうだから」

「……」

「あはは、いいじゃん、いいじゃん、人間らしくってさ」

　リコがにやりと笑えば、ルアンは溜ため息いきとともに肩を落とす。やがて言い捨てるように「衝突があったのはここらへんですよ」と、ボートのエンジンを止めた。周囲には船の甲板の破片や落ちてしまった積み荷が浮いていて、ちょっとした嵐が通り過ぎたような有あり様さまである。

「まあ……形とはいえ、嗅いでやるか」

　リコは刀帯から赤のシリンジ──痛覚ドラッグを取り出し、足に打ち込んだ。感覚器官の受容体に変化はないが、神経伝達の閾いき値ちは下がる。肉体を変えずとも、処理の分解能を向上させることで、一時的に鋭敏な感覚能力を利用できるのだ。

「……っ」

　潮の香りは、死骸の香り。こうもはっきりと有機物が分解される臭いを嗅ぐと、くらりとする。それから時々混じるのは、合成肥料とスパイス臭──おそらく乾燥大麻に含まれるテルペン系の芳香成分だろう。

「……ん？」

「どうかしましたか」

「いや……微かすかにだけど、血の匂いがする」

「……血？　今回の事故で溺れかけた者はいますが、負傷者は記録されていませんよ」

　リコは改めて嗅覚に意識を集中させるが、やはり勘違いではない。血だ。赤々とした鉄の臭いが、リコの鼻び腔こうにじわりと広がって──




　次の瞬間、リコとルアンが乗ったボートは空高く突き上げられていた。

「──っ!?」

　あまりの衝撃に声も出ない。ボートは着水と同時に粉々に砕け、リコは近くにあった肥料入りの箱にしがみつく。だが、すぐさま逆巻く波に襲いかかられ、海中に引きずり込まれた。もがきながらも、何とか開いた目に映ったのは白い肌。一瞬ルアンの服に見間違えるが、そうではない。遥はるかに巨大で、壁のような、白い平面である。

　そして、巨大な、あまりに巨大な目。リコが丸ごと眼球に入り込めるかと思われるほど、大きく、暗い闇色の瞳。

　これは、なんだ？

　相手の断片を認識できても、全体図を思い描けなかったのは、海中に飲み込まれた混乱故か、それとも相手の規格外の大きさ故か。ボートを水中から突き上げ、打ち砕き、おそらくは《シード》と《フェザ》の二に艘そうの船をも沈めた真犯人。

　抗あらがいようのない吸引力でその巨大な口に飲み込まれると、鋭い歯列がリコの肩の肉を切り裂いた。そして、痛覚ドラッグで増幅した激しい痛みが脳を貫いたその時、「──ああ、そうか」とリコはようやく答えに至る。

　陸海空、この世界で最も巨大な動物といえば、おそらくこれしかいないではないか。

　クジラだ。

　それは、一頭の白く大きなクジラ。

　リコは白鯨の腹の中に、飲み込まれたのである。
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「リコさん、寝てる場合ですか、リコさん」

　ぐらぐらと肩を揺さぶられて瞳を開けると、目の前にあったのは濡ぬれそぼった髪をかき上げたルアンの顔。視線が合うと、彼は幾分か口元を緩めた。

「……大丈夫ですか？　見たところ怪け我がはないようですが、ＰＡＣのおかげですかね」

「ん……？　怪け我が……？」

　リコが自らの置かれた状況を思い出すのには、それから数十秒を要した。なにぶん、周囲がやたらと暗い。近くに置かれた発炎筒のおかげで、かろうじてルアンの表情が分かる程度なのである。目が暗がりに慣れてきて、リコはようやく自分が小高い瓦が礫れきの山の上にいると気づく。

「……オレたち、確かクジラに食われたんだよな」

「その通りです。《フェザ》や《シード》の船を襲ったのもこの白鯨と考えて間違いないでしょう。そこらへんに《シード》の積み荷が転がっていますよ」

「それじゃあ、つまりここは……胃袋か」

「正確には前胃のようですね。食料の貯蔵のための空間でしょう。鳥の素そ囊のうのようなものかと」

　リコたちがいる空間は長い筒状になっていて、天井はそれほど高くないが、空間の前後の広がりはかなりある。暗いせいもあって端を見ることさえできない。飲み込まれる前に見た姿から推測するに、全長は百メートル以上、前胃も二十メートルほどはあるだろう。リコも野生動物に食われかけた経験は一度や二度では済まないが、それでもここまではっきりと腹に納められたのは初めてだった。

「そっちは怪け我がとか大丈夫か？　機工体に漏電したらまずいだろ」

「おかげさまで、何も問題ありませんよ」

「じゃあ、《鰐わに面づら》に緊急連絡とか」

「出来たら、とうにしています。ノイズが混じって電波が届かないんです。リコさんこそ、耳のインカムはどうなんですか」

「しっかり壊れてるよ」

「ですよね……」

「連絡手段がないとなると……まあ、とりあえず探検するか」

「はい？」

「こんなところでダラダラしてても埒らちが明かないだろ。なんか見つかるかもしんないし」

「……」

「なんだよ」

「随分冷静だと思いまして。リコさん、今、我々は結構絶望的な状況だって、分かってます？」

「そりゃ、楽観はしてないっての！　でも、夕方までに帰らないとウカに心配かけるし、お前だってこんなところで死にたくはないだろ」

「……それは……」

　煮え切らない表情のルアンを無視して、リコは発炎筒を手に歩き始めた。足元は海水でぶよぶよに膨らんだ、木材や動物の死骸が折り重なっている。消化作用に伴うひどい悪臭は根性で我慢するしかない。息を吸うだけで眩暈めまいがするが、多少酸素が残っていることだけでも幸運だろう。

「一体、このクジラって何歳なんだろうな。ＰＡＣのせいで死なないのかもしれないけど」

　返事も期待せずリコがなんとなく呟つぶやくと、意外にもルアンは会話に応じてきた。

「おそらく、二百年ほどでしょう」

「なんで」

「ＰＡＣに適応したクジラが現れたのは、二百年ほど前だからですよ……いわゆる鰐鯨です。百年ほど前に乱獲されて、今ではほとんど見かけませんけどね。これほどの大きさですから、乱獲期の前から生き残ったものだろうと」

「へぇ、詳しいじゃん」

「……あなたは《鰐わに面づら》がどうして《鰐わに面づら》と呼ばれるのか、気になったことはないんですか」

「いや、全然」

「……」

「な、なんだよ……今、お前から聞くんだからいいだろ」

「……《鰐わに面づら》は、乱獲された鰐鯨が沢山解体された港なんですよ。鰐鯨はマッコウクジラの類縁で、脳油が工業用油に利用できます。それゆえ、クジラの頭部が港のそこかしこで見られたという話です。だから《鰐わに面づら》と。……自分にとって身近な場所の歴史くらい、知っていて当然でしょう」

「そういうもんかね」

「では、《伽が藍らん堂どう》はどうして《伽が藍らん堂どう》なんです？」

「は？　いきなり、なんだよ」

「いえ、ふと、由来が気になったもので」

「そりゃ、元々あそこは擬ジャイナ教の聖堂だからな。あとは……まあ、なんだ、スコピュルスの空っぽになったがらんどうな胃袋を満たすための、食堂というか。なんかいい感じだと思って」

「え……まさか、リコさんが決めたんですか」

「な、なんだよ！　文句でもあるのか?!」

「いやあ……そういう頭を使うこともできたんですね……」

「お前なー！　ウカっていう名前だって、オレがつけたんだからな！　《シード》の人間はそういうの大切にしてんだよっ！　オレを馬鹿にしてると痛い目を──」

　見るぞ、と叫ぶより先に、ぐらりと地面が揺れる。

　いや、それは揺れるに留まらず、どんどん傾斜を上げてゆき、

「──おい！　こいつ、ひっくり返るぞ！」

　クジラは海の生き物である。水中ならば、仰向け、うつ伏せ、垂直、斜め、どのような姿勢をとろうが関係ない。すなわち胃袋もまた、上下左右三百六十度、天地の向きはクジラの姿勢に左右される。

　不意に回転を始めたクジラの胃袋では、貯ためられた瓦が礫れきが逆さになり、かき混ぜられ、濁流となって足元をすくった。リコはほとんど反射的な速度で横に飛び、肉壁に木刀を突き立てしがみ付く。なんとか瓦が礫れきの崩壊には巻き込まれずにすんだが、攪かく拌はんされた海水のおかげで髪はべとべと、気持ち悪いことこの上ない。クジラが再び水平移動を始めたのを見計らい、リコは大地に降り立つものの、気づけば周囲に白服の姿はなくなっていた。

「おーい！　ルアン！」

　呼びかけても返事はない。万が一にも彼が死ぬとは思えなかったが、かといってこのまま見捨てるわけにもいかなかった。

「……ったく、しかたないか」

　リコは軽く息を吐き出し、集中すると、肉壁に向かって力の限り木刀を刺しこんだ。その時脳裏をよぎったのは、幼い頃に聞かされた昔話。確か、一寸法師といったか。鬼の腹をつつけば、鬼は驚き、身もだえる──……

「来た来たっ！」

　再び地面が傾き始め、リコは木刀にしがみついた。天が地へ、地が天へ。全てのものがひっくり返る。クジラの悶もん絶ぜつが収まったところで、もう一度「ルアン！」と叫ぶと、今度は遠くの方で、「ここです！」と返事があった。声を頼りに向かってみれば、そこには白服が見るも無む惨ざんに汚された一人の青年がいる。

「死ぬわけないとは思ってたけど、よかったな、無事で」

「……肺呼吸が必要のない身体からだで、心底よかったと思いましたよ」

「壁に腕でも突っ込んで、張り付けばよかったじゃん」

「生き物をむやみに傷つけるのは、僕の信仰に反するので。……それに、これを見つけて、放すわけにはいかなかったんですよ」

　そういうルアンの背後には、よく見るとバルブが一つ。

「……なんだこれ。人工の扉か？　なんでこんなもんがクジラの腹にあるんだよ」

「中に入ってみれば分かるかと」

　そう言ってルアンがバルブを回すと、ひどく錆さび付ついた音を響かせながらも、その扉は本当に開いたのだった。中は筒状の部屋になっていて、移動用の梯はし子ごがついている。リコとルアンが中に入り、扉を閉めると、たちまち周囲から高圧の液体を吹き付けられた。

「ちょっ！　うわっ、やびゃっ！　これ消毒液だっ！」

「……分かってるなら、口を開かない方がいいですよ」

　頭のてっぺんからつま先まで全身を除菌。消毒の後は強風で瞬間乾燥までしてくれる。梯はし子ごを登って頭上の扉を抜けると、今度は細長い通路に出た。壁はアルミニウム合金で作られ、クジラの体温を反映しているのか、触れると生温かい。

　ルアンは扉についていた電子パネルを見つめ、呟つぶやいた。

「このクジラは、どうやら《箱舟時代》に作られた生体潜水艦のようですね。ほら、ここに《人類進化機構ＨＥＯ》と《旧世代のための防衛戦線ＤＦＯ》のマークが」

「……じゃあ、本当に二百歳ぐらいの潜水艦ってことか」

「燃料は自分で餌をとり、ＰＡＣによって自動修復も可能となれば、自律兵器としてはかなり優秀かもしれません」

「でも、一体何のために……」

　と、話していると、再び足元が傾き始める。おそらくクジラが水面に向かって上昇しているのだろう。リコとルアンは壁の手すりにしがみつき、目を見合わせた。

「……潜水艦なら、きっと操縦室があるはずだ。クジラが大人しいうちに、さっさと脱出方法を見つけようぜ」

「奇遇ですね。僕もその案には賛成です」

　リコとルアンはクジラの頭部へ向けて通路を進んだが、やがてつきあたりに小部屋を見つけた。操縦室に決まっている、とリコは喜び勇んで飛び込んだものの、その先にあったのは、まるで想定外の空間。四方は二メートルもなく、壁一面を小さなガラスの球体が覆っていた。外部との連絡に使えそうな機器はもちろん、クジラを操作するような計器も見当たらない。

「なんだよ、これ……」

　深い溜ため息いきを漏らしながら、リコがふと隣に目をやると、ルアンは壁に手を這はわせて目を凝らしている。

「どうしたんだよ、ルアン」

「いえ……」

「これが何なのか、分かるのか？」

　顔を睨にらむようにしてのぞき込むと、ようやくルアンの瞳がリコの視線と交わる。彼はこともなげに「ええ」と頷うなずいた。

「これは、光電子増倍管ですよ。要するに、高性能な光検出器です」

「コ、コウデンシ？　クジラの頭に、なんでそんなもんがあるんだよ」

「まあ、クジラを操縦するためでしょう。この小部屋が、生体潜水艦の操縦室であるのは間違いありません」

「こんな部屋で、クジラを動かせるのか」

「……正確に言うと、クジラになることができるんです」

「は？」

「クジラの魂ジーヴアと自分の魂ジーヴアを融合するための部屋なんだと思います」

「……お前、やっぱり海水飲んで、どこか故障してるんじゃないか？」

「残念ながら正気ですよ。ここは、《白びやく衣え》の一部の信徒が持つ礼拝室にそっくりなんです。……あなたの分かる言葉で言えば、自我共同ネットワークですね。仮想空間上に自我を融解させて、物理的に離れた信徒と交流できる没入型ネット端末です」

「いや、分かる言葉になってないから……」

「これを利用すると、一時的に自分の考えていること、感じていることが、電気信号に変換されて外部とやりとりできるんですよ」

「……あー、なんだ……頭をネットに繫つなぐみたいなことか。カンナとか、ウカみたいに」

「ええ、ただし物理的な接続無しで繫つなげられるんです。光電子増倍管は全身の生体反応を検出するものですから、それをネットに送れば疑似的な意識が再現できる」

「……でも、それって出力だけじゃん。外から来た情報を取り込めなかったら、結局その融合ってやつはできないんじゃないか？」

「おや、リコさんにしては察しがいいですね」

「一言余計だっての……」

「そうですよ。情報の入力、それが問題なんです。我々は礼拝室を利用する際、《聖薬バングー》と呼ばれる薬物を使っています。それによって一時的に脳神経を破壊して、頭に埋め込まれた補助脳から送られてきた情報を誤認する」

「融合したって……思い込むってことか？」

「……思い込むことこそ、融合なんですよ。我々はカンナさんのように脳神経に直接ケーブルを接続するようなことができません。それゆえ、常に自分の肉体が魂ジーヴアの限界となってしまう。しかし、薬物で混乱した脳が外部の情報を誤って自分のものだと思い込めば、疑似的に境界を壊すことができる。ネットワークに没入できるわけです。ＰＡＣがあれば切断した脳神経は再生しますから、魂の境界もまた薬物の効果が切れると同時に修復されるんです」

　思い込みによる魂の融合。

　それだけ聞くと頭のおかしな話だが、考えてみれば機工体の技術も似たようなものである。たとえば、触覚センサーが感知した情報は電気信号に変換され、神経を伝って脳に届き、あたかも自分が触ったかのように思い込ませる。その電気信号を体の感覚神経を通さずに、脳に直接送ることができたとしたら──つまりは、ネット空間で処理された情報を自分の感覚だと思い込むことができたとしたら、それは魂が肉体の限界を超えたということになる……らしい。

「まあ……とにかく、ルアンはその融合技術を扱えるわけ？　クジラを操縦できんの？」

「一応、経験はあります。《聖薬バングー》さえばあれば可能なんですが……」

「ちなみに、具体的には何なんだよ、それ」

「アーモンドミルクや砂糖、スパイスを混ぜた液体に大麻成分カンナビノイドを溶かしたものです」

「……」

　ルアンに言われ、リコがふと取り出したのは、《シード》の船から流出し、クジラの腹に飲み込まれた大麻の束。そして刀帯には「フル・ミルク」入りの水筒がぶら下がっている。もはやこの窮地を脱するために、ルアンにやらせるべきことは分かり切っているのだが……これでは、薬物商売をしている蛸たこ親父おやじと同じではないかという苦い思いが、リコの決断を鈍らせる。

　しかし、ルアンはリコの手から大麻と水筒を取り、葉をちぎって「フル・ミルク」に浸すと、シャカシャカと振った。

「ミルクシェイクならぬ、『釈しや迦か釈しや迦かミルク』と言ったところですか」

「……いいのか？　《シード》の大麻なんて、何が入ってるか分かったもんじゃないぞ？」

「私の機工体を甘く見ないでください。大麻成分の摂取は補助脳が調整しますし、他の毒物も完全に遮断されますから。死にはしませんよ」

　そして、なおも気の進まないリコに対し、ルアンは溜ため息いきを漏らし、こう告げた。

「さっさとこの問題を解決して、《伽が藍らん堂どう》に行きましょう。口直し分のお代くらいは、あなたがおごってくださいよ」
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　操縦室の中で一人になると、ルアンは中心に座を組み、呼吸を落ち着けた。

《聖薬バングー》。

　それは紀元前千年よりも昔から、使われてきた秘薬である。インドの修行僧が瞑めい想そうを得るために用いられ続け、多くの中毒者を出してなお20世紀にいたるまで非合法化を逃れた薬物でもある。本来であれば大麻の花と葉を細かくすりつぶし、砂糖、シナモン、カルダモンとともにアーモンドミルクへ溶かし込むが、今ルアンが手にするもどきに何が入っているのかは全く分からない。

《白びやく衣え》教徒としては、液体の詳しい中身を知らずに口にするのは、戒律違反に他ならないのだが、ルアンの知っている本当の《聖薬バングー》自体、よくわからないものなのである。だからこそ、仮に《聖薬バングー》があったとしても気乗りはしなかっただろう。だが、

「なっ……えっ？」

　実際に『釈しや迦か釈しや迦かミルク』を口にした瞬間、思わずそんな言葉が漏れるほどに、それは美味しかったのである。《聖薬バングー》など、ルアンは一度としておかわりしたいと思ったことはない。それが、この《聖薬バングー》もどきは、もう一口、もう一口、と口が誘われ、自分が薬物中毒になったのではないかと不安になる。もちろん、ルアンの機工体は薬物の依存性など通用しないのだから、つまりは、味付けが単純にうまいということ。さすが《伽が藍らん堂どう》のシェフが味付けをしただけはある。

「……ほんと、一体何をしているんでしょうね……」

　ルアンは飲みながら、苦笑を漏らさずにはいられなかった。もとは《フェザ》と《シード》の喧けん嘩か騒ぎが発端である。それが今やクジラに飲み込まれ、その上クジラは潜水艦で、それを操縦するために自分はトリップしなければならない。今日一日自体が、まるで幻覚でも見ているかのような話である。

　呆あきれるというか、なんというか、彼女リコと一緒にいるとなぜか妙な話に巻き込まれる。しかし、それでいて、自分はそんな経験を楽しんでいるのだとルアンは気付いていた。……彼女が無事に《伽が藍らん堂どう》に帰れるよう、少しは役に立たねばならない。

　大麻の破壊成分が脳幹の障壁を通り抜け、神経ニューロンを切り刻み、次第に意識が薄れる中で、ルアンはいつもの礼拝と同じように祈禱マントラを唱えた。

「──私は救世主を礼拝し、完成者を礼拝し、導師を礼拝し、師を礼拝し、全ての修行者を礼拝し、これら五者に帰き依えします」

　そして最後の一押しに、もう一口、《聖薬バングー》もどきを咽喉に流す。

「この祈き禱とうは罪を祓はらい、善祥であり、完全なるものです……」




　──そして、不意に波が押し寄せた。

　大海である。

　全身を包み、揺さぶり、引き裂く潮の流れ。無数の命が流され、集まり、散りゆく水の広がり。その中をルアンは──白鯨は？──悠然と泳いだ。海面に向かって上昇し、それから港へ。

　誰かいないか。誰かいないか。

　助けてくれる者が、どこかにいないか。とにかく助けを見つけなければならない。そうしなければ、死んでしまう。二度と陸に触れることなく、大海の中を彷徨さまようことになる。ルアンは──白鯨は？──声の限りに叫んでみる。

　誰かいないか。誰かいないか。

　しかしふと気付く。白鯨は──ルアンは？──飢えているらしい。底知れぬ飢えが、魂に巣食っている。飢えのせいで、死んでしまう。しかし、一体何に飢えているのか？

　腹は膨れている。力は漲みなぎっている。二百年と休むことなく大海を泳ぎ続ける白鯨に──ルアンに？──捕らえられぬ獲物などありはしない。巨大な胃袋には尽きることなき蓄えがある。だというのに、何かが満たされない。何かを探し続けている。

　そうだ、友だ。

　友はどこにいるのだろう？　友はどこに行ってしまったのか？

　共に踊り、歌声を交わせる同胞たち。今朝、出会った二頭の友は既に死んでいて、金属のように固く、触れた腹から流れたのは血ではなかった。

　おぼろげな記憶に浮かぶのは、海を泳ぐ無数の大きな影である。彼らとともに、飢えを満たし、飢えを満たし、飢えを満たし……そしていつの間にか、彼らは消えていた。ただ、自分は──白鯨は？　ルアンは？──ひたすらに飢えていた。同胞たちと共に狩りをし、命を食らい、それでも満たされず、また命を食らい……一体いつからだろう。かつては、誰かが隣にいた。誰かと共に、飢えを癒いやした。

　誰か？

　誰もいない。誰もいない。

　いくら呼び掛けても、自分の──白鯨の？　ルアンの？──声に応える者はなく──……




「──おーい、ルアン君、大丈夫か」

　突如聞こえたのは、落ち着いた男の声だった。全身を滑るように流れていた水の感触が失われ、視界には光電子増倍管で埋め尽くされた壁が戻ってくる。耳を澄ませると、再び声が聞こえた。

「鰐鯨と自我融合していたようだけど、大丈夫かい？」

「あなたは……」

「《漁師ピスカトール》だよ。朝、霧が出ていて面白いから、漁に出ると言ったじゃないか。忘れたのかい」

《漁師ピスカトール》。ああ、そうか、《漁師ピスカトール》か、とルアンはその名前を思い出す。春に《鰐わに面づら》に現れ、巨大鰻うなぎの一件を引き起こした後、なぜかルアンの駐屯所に居候いそうろうを始めた男である。《伽が藍らん堂どう》のウカと同じ《自律人形遺産ノア・シリーズ》で、それまでは世界を放浪しつつ漁を行っていたが、しばらくは《鰐わに面づら》に定住するのだと言っていた。

「《漁師ピスカトール》、なぜ操縦室であなたの声が聞こえるんですか」

「この潜水艦には外部に調整用の通信ソケットがあるんだ。そこから直接アクセスしている。君の声もはっきり聞こえるよ」

「……でも、よくこのクジラを見つけましたね」

「いやあ、呼んだのは君じゃないか」

「え？」

「海に潜っていたら、鰐鯨の声コーダが聞こえてね」

「クジラの声……」

「鰐鯨は超音波を用いてコミュニケーションをとるんだ。23世紀の鰐鯨の乱獲期に、それを推し進めた《人類進化機構ＨＥＯ》が言語分析を公開したんだよ。クジラたちの会話を盗み聞きするためにね。だから、ボクにも大体の意味は確定できる。『誰もいない、誰もいない』って、鯨の話す言葉としては、変だと思ったのさ」

「……僕の意識と融合したせいで、声コーダにノイズが生まれたんでしょうか」

「どうだろうね」

　薬物による疑似的な融合とはいえ、確かにルアンの意識は白鯨の意識に重なっていた。ルアンはあの時の孤独、そして飢えの感覚が、いまだに自分の身体からだにこびりついているような気がしてならない。

「……この白鯨は、どうしようもなく腹が減ると同時に、クジラをクジラと認識できなくなっていたようです。仲間を求め、仲間と出会っても、正しい認識ができないために、間違って捕食してしまう。そうして孤独を深めると同時に飢えは深まり、一層出会った鰐鯨を食べたくなってしまう……」

「クジラの脳の視床下部をいじってあるんだよ。満腹中枢の欠損と同族接触による親愛反応が混濁している。白鯨が《鰐わに面づら》に現れたのは、磁気嵐の影響で視覚処理にエラーが起きたからだろうね。本来は無視されるはずの人間の船を、クジラだと誤認してしまった。そして、自覚なしにそれを食べようとして、衝突した。元々、船を襲う鰐鯨を殲せん滅めつするために乱獲が始まり、この生体潜水艦が作られたようだけど、飼い犬に野犬を食べさせていたら、とうとう狂った犬が飼い主の手を嚙かんだというわけだ」

「……随分と詳しいんですね」

「いや、今のは受け売りだよ。ボク自身が噂うわさに聞いたことはあったし、会ってみたかったのは事実だけどね」

「受け売り？　《自律人形遺産ノア・シリーズ》のあなたよりも知識がある者がいたんですか」

「実はこのクジラを見つけてすぐ、リブラリウス氏に連絡をとったんだ。彼は元々生物兵器の科学者という話だったから、何か知ってるかと思って」

「リブラリウス……なるほど」

《鰐わに面づら》の案か山か子し、と呼ばれるその老人は、自称天才科学者であり、確かに軍関連の施設で働いていたという噂うわさもある。とはいえなにより合が点てんがいくのは、彼が港一番の麻薬の売人であるということ。もしも《旧世代のための防衛戦線ＤＦＯ》がこのクジラの操縦のように自我融合を兵器技術として利用していたのだとすれば、それに関わっていた彼が麻薬に関する技術や流通ルートを把握していても不思議ではない。

「ともあれ、しばらくは動きを停止しているから、その間に操縦室脇の縦穴を登って噴気孔の方へ抜けてくれ。そうしたらクジラの上に出られるらしい」

「分かりました。……いや、正直あなたが来てくれて、本当に助かりましたよ」

「ボクは別に、鰐鯨が気になっただけさ。それと、いつも寝床を借りているし、たまにはそのお礼をしないとね」

「……あなたにも、そういう恩義の概念があったとは」

「あはは、確かに。ボクも驚きだ」

　その飄ひよう々ひようとした笑い声に、ルアンも思わず苦笑してしまう。するとようやく、自分は《鰐わに面づら》に帰れるのだという実感が湧いてくるのだった。ルアンは最後に一つ、《漁師ピスカトール》に伝言を頼んだ。

「《鰐わに面づら》で喧けん嘩かをしている人たちに、この件の犯人が分かったと伝えてください。《シード》と《フェザ》、どちらの船を襲ったのも、クジラの潜水艦です。他の種族を滅ぼそうとした傲慢な人類の過去が、船の横っ腹に穴を開けたのだと──」




　　　　５




「いや、だからさ！　ほんとなんだって！　ほんとに、ルアンと一緒にクジラに食われて、そこから脱出してきたんだよ！　別に遊んできたわけじゃない！」

「えー……大麻の香りをぷんぷんさせてる人に、そんなこと言われてもなー……幻覚でも見てたんじゃなーい？」

「なんか、デジャブ！　第一、大麻以上に、磯いその香りがプンプンなんだけどっ！　オレが麻薬嫌いだって、ウカは知ってるだろー！」

　リコの疲労に満ちた叫びが、夜の《伽が藍らん堂どう》に響き渡る。既に食堂は店じまいの夜よ更ふけだが、リコはたった今《鰐わに面づら》から帰宅したばかりだった。大変な一日をようやくねぎらってもらえるかと思いきや、待っていたのは同居人の夜遊びを疑う厳しい視線である。今日の《伽が藍らん堂どう》はかなりの大盛況だったらしく、給きゆう仕じのいない食堂はてんてこまいだったらしい。

「……それに、せっかく珍しいクジラと出会ったのに、お肉のひとかけも採ってこないなんて、信じられないよ……」

「……不満の理由はそこかよ。そんな余裕あるわけないだろ……港に帰ったら帰ったで、《人類進化機構ＨＥＯ》の連中が証拠を見せろだのなんだのって、本当にしつこかったんだぞ……」

「じゃあ、結局どうしたの？」

「白鯨をもう一度探して、操縦して港まで運んだんだよ。船についていた血痕とクジラの血液が一致して、ようやく引き下がったけど。ほんとヤシギたちの方がよっぽどやりやすい……」

「カンナさんもビヌさんも、どこ行っちゃったんだろうね。無事だといいけど」

「……だな。いい加減、このまま《人類進化機構ＨＥＯ》の相手をするのは面倒だよ……」

「うん……」

「……」

「……」

「なあ、もういいか、風ふ呂ろ入っても」

「……仕方ないなあ、どうしてもって言うなら、信じてあげる」

「……だから、噓うそつくわけないだろって……」

　ようやくウカの尋問から解放されると、リコは風ふ呂ろ場に直行した。今日は朝早くから仕事に駆り出され、疲ひ労ろう困こん憊ぱい。肉体的にというよりかは、精神的な負担が大きい一日だった。リコとしては珍しくゆっくりと湯船につかり、汗や海水の汚れを綺き麗れいさっぱり洗い流す。

　あとは寝る前にウカの夜食とご褒ほう美びの一杯……そんなことを考えながら食堂に戻ると、驚くことに来客が二人、カウンターに座っていた。

「なんだよ、もう《伽が藍らん堂どう》は閉店だぞ」

　リコがあからさまに顔をしかめると、ルアンと《漁師ピスカトール》はそろって薄うっすら笑みを浮かべる。そして、両者の意見を代表するようにしてルアンが口を開いた。

「せっかく今日のご協力のお礼を持ってきたというのに、帰ってしまっていいんですか？」

「……お礼だあ？　《白びやく衣え》の人間が特定の組織に肩入れしていいのかよ」

「これは個人的な礼ですよ。……それにあなただって所詮、個人事業者でしょう」

「ぐ……」

「それに、口直しの約束がありますから」

「うぐぐ……！」

　今日はルアンのおかげで助かった手前、リコも強くは出られない。ウカも呆あきれたように、

「ルアンさんも《漁師ピスカトール》も帰っちゃダメですからね。せっかくいただいたお土産なんですから、みんなで食べないと」

「……食べる……？　なんだよ、ルアンのお礼って食いものなのか」

「そう、誰かさんとは違って、ちゃんとクジラの素材を持ってきてくれたんだよ」

「……まだ言うか」

「ほら、リコちゃん、ぼーっとしてないでお茶くらい出して！　お客さんに失礼でしょ？」

　あれほどクジラの話を疑っていたというのに、土産一つでこの変わりようである。リコは歯ぎしりをしながらも、あえて反論はしなかった。

　しかし、作業台の上に載っているものを見て、さすがに首をひねりたくなる。

「……これが……クジラの……材料？」

　作業台のボトルに入っていたのは、白色の液体である。一瞬「フル・ミルク」かと思ったが、こちらは若干クリーム色で、ボウルに注がれる様子もどろりとしている。

「これ、潜水艦のミルクなんだって」

「──え」

「あ、クジラの乳って意味だよ？」

「それは言われなくても分かってるっての！　そうじゃなくて、あいつ雌だったの!?」

　別に性別を調べていたわけでもないが、それでも何となくリコは白鯨が雄だと勘違いしていた。しかし、ルアンの方に視線を向けると彼は肩をすくめ、「御覧の通りですよ」と言う。

「いや、だとしても……なんでそんな妙なもんを……まさか、わざわざ乳を搾ったのか？」

「そんなわけないでしょう。リコさんが帰った後、潜水艦の内部を調べていたら、蛇口を見つけたんです」

「は？」

「鯨乳の出る蛇口ですよ。おそらく乳腺に繫つながっているのでしょうが、潜水艦内部の乗員が栄養補給に利用するための仕組みでしょうね」

「……いやさ、普通の肉でいいじゃん。どうせＰＡＣで回復するだろ……」

「僕が食事のために生き物を傷つけるような人間だと？」

「それは分かってるけどさあ……」

　ミルクは正直、もう十分である。どうせクジラの何かを食べるなら、あの巨体に蓄えられた肉にかじりつく方がずっとそそられるというもの。

　しかし、そんなリコの不満を見透かしたように、ウカが口を開いた。

「でもね、リコちゃん。そもそも未加工の鰐鯨の肉は、食べられないんだよ？」

「……え、なんで？」

「鰐鯨は、マッコウクジラっていう種類の鯨が進化したものらしいんだけどね。それはつまり、肉の中に人間では分解できないワックスが含まれてるっていうことなの。食べても死にはしないけど、工業用油をお尻からダラダラ流すことになると思う」

「……」

　それはさすがにリコも御免願いたい。そういえば、確かにルアンも、鰐鯨は食用ではなく工業用油のために乱獲されたと話していた。元々食用には向かないということなのか。

「まあ、油抜きをすれば食べられるけどね。手間も時間もかかるから」

　落胆するリコに対し、ウカは苦笑しながら「それでもね」と話を続ける。

「きっとこの乳、美味おいしいと思うよ」

「……そうかあ？」

「水すい棲せい生物の乳は脂肪も栄養も豊富だから。クリームみたいなものなんだよ」

　ウカはそう言いつつ、鯨乳の入ったボウルに砂糖、卵、バニラエッセンスを垂らす。それをよくかき混ぜたら、次に取り出したのは一本の小型ボンベ。

「……な、なにする気だよ……」

「いやあ、やっぱり夏は冷たいものかなあって」

　ウカはそう言って、ボウルに液体窒素を注そそぎ込こんだ。マイナス１９６℃で急速冷凍である。たちまち霧が沸き上がってボウルから溢あふれ出でるが、ウカは気にせずかき混ぜる。すると数分も経たたずして滑らかな白いアイスクリームが出来上がった。一方で、ウカは別のボウルに《白びやく衣え》謹製の「フル・ミルク」を注ぎ入れ、麦芽糖とバニラエッセンスを混ぜ合わせて、同じく液体窒素で冷やす。これはルアン用のアイスクリームである。

　それからウカはオーブンの扉を開き、鉄板を取り出した。その上に点々と広がっていたのは、直径二センチほどの茶色い薄片。

「……なんだそりゃ」

「これがね、コーンフレークっていうやつ。クラック・ミルクはこれのシロップがけを牛乳に浸して作っていたみたい」

「これは……トウモロコシ、なのか」

「そう。お昼のトルティーヤで余っていたからね。柔らかくしたコーンを押しつぶして、乾燥させたものをオーブンで焼いたの。この一枚一枚がトウモロコシの一粒なんだよ？」

　アツアツの出来立てコーンフレークをアイスクリームに散らすと、液体窒素で冷えすぎていたアイスクリームがとろりと融とける。

「はい、こっちは鯨乳のアイスクリームで、こっちはクラック・ミルク・アイスクリームです！　どうぞ、召し上がれ！」

「いただきまーすっ！」「おー、いただきます」「いただきます」

　自分の分を渡されるやいなや、リコはスプーンでたっぷりとアイスをすくって頰張った。口に入れた瞬間、風ふ呂ろ上あがりの火ほ照てった体にキンとした冷たさが染しみわたる。

「くぅーっ！」

　とにもかくにも、あまりに芳ほう醇じゆんな乳の甘みである。もちろん砂糖は入っているが、それ以上にリコの舌を驚かせたのは、きめ細やかな乳脂肪の味わい。言うなれば、甘くて冷たいバターを食べるような、ほとんど背徳的ともいえるカロリーの暴力。その上、間に挟まるコーンフレークがまた憎い仕事をしているのだ。そのサクサクとした食感だけでなく、トウモロコシの香ばしさがアイスクリームの濃厚な味わいをふっと軽やかなものにしてくれる。

　ルアンは戒律の関係上、クラック・ミルク・アイスクリームだけだが、先ほどから「ほぉ」「はぁ」と妙な溜ため息いきを漏らしつつ、黙々とスプーンを動かしていた。《漁師ピスカトール》もぺろりとアイスクリームを平らげて、おかわりを要求さえしている。

　ウカはとりあえずの好評な出だしを確かめると、いよいよメインに取り掛かった。元々今晩のメニューは、トビトカゲの肉を使ったハンバーガー。肉種は出来上がっていたため、あとは成形して焼き上げるだけ。ただ、ハンバーグに火が通るのを待つ間、急きゆう遽きよ手に入った素材でもうひと手間を加えたい。

「……それ、なに？　ヨーグルト？」

　ウカが取り出した鍋に入っていたのは、確かにヨーグルトそっくりの白い塊。半透明の乳にゆう清せいに浸されているのもそっくりだが、

「これはカードっていって、クジラの乳に酵素を入れて固めたものだよ」

「……これを食べるのか」

「食べることもできるけど、今から仕上げをするからね。ちょっと見てて」

　ウカは乳にゆう清せいに水を足したものを沸騰しない程度に温めると、細かく刻んだカードを投入した。ゆっくりとかき混ぜていくと、見る間にこま切れだったものが一つにまとまり、柔らかく伸び始める。余分な水分を捨てつつ、さらに塊をこねていくと、茹ゆで卵たまごのようにつるんとした大きな白い球が出来上がった。

「モッツァレラっていうチーズの一種なの。そのままでも美味おいしいけど、今日はこの出来立てをちぎって……」

　ウカは焼きあがりつつあったハンバーグの上にチーズを載せ、蓋をする。すると、チーズが熱で融とけ、ハンバーグを滑らかに包み込んだ。とろけて広がったチーズの端がカリカリに焼けてきたら、昼間のアドボをさらに煮詰めたソースを塗って、レタスと一緒に丸いパンに挟む。

「はーい！　クジラのチーズバーガーの出来上がり！」

　夜よ更ふけの食事とは思えない、超高カロリーな一品である。ぷっくりと膨らんだトカゲ肉ハンバーグと、今なお横にはみ出しつつある出来立てほやほやの鯨チーズ。ルアンはもちろん食べないので、リコは《漁師ピスカトール》と半分に切り分けたが、それでも少し戸惑うほどの迫力がある。切った瞬間に肉汁と上にかかったチーズがだらりと噴き出して、リコの胃袋は一瞬にして鷲わし摑づかみにされた。
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　もちろん、ここまで来て、フォークで上品にいただくなどという選択肢はリコにはない。空腹の限界を前にして、チーズハンバーガーなど凶器に等しいのである。汚れるのも構わずに、手づかみで大口を開ける。

「いただきますっ！」

　そして、がぶり。

「……」

　また、がぶり。

「……」

　がぶり。

「……」

「……リコちゃん？」

　時として人間は、あまりにうまいものを食べると言語機能が麻ま痺ひするものである。この時のリコも、まさにそれであった。果たして自分は肉にチーズを載せたものを食べているのか、チーズに肉を添えたものを食べているのか。フレッシュチーズだというのに、鯨乳のモッツァレラは驚くほど味が濃い。とけきっていない中心部の弾力は、柔らかな肉そっくりで、完全にトカゲ肉の存在感を圧倒している。お昼のブリトーでは主役を張っていたアドボも、ここでは完全なチーズの引き立て役。むしろ、アドボだからこそ何とか様になっているのだろう。燻くん製せい唐辛子の深い刺激がチーズのまろやかさと見事に嚙かみ合あい、完璧なバランスを作り上げていた。ウカは瓶ビールＮＥＯ青島を用意してくれていて、さっそく咽喉に流し込めば、脳内に溢あふれ出でる多幸感で溺れそうになる。

「ほんっとに、これ、うますぎるって」

　二百年にわたって生き続ける命をそのまま凝縮したかのようなハンバーガー。アイスクリームと一緒に食べると、一日の疲れがあっという間に消えていく。

《漁師ピスカトール》も鯨モッツァレラは大層お気に召したらしく、ウカに新しくちぎり取ってもらっては、ふんふんと頷うなずきながら出来立てに齧かぶりついていた。実は春以来、《漁師ピスカトール》は獲とった魚を手土産に《伽が藍らん堂どう》をしばしば訪れており、このような食事に没頭する彼の姿ももはや見慣れたものになっていた。

　しかし、その一方で、リコの目はルアンに留まる。先ほどから黙っていると思ったら、なぜか二つの瞳から細い涙を零しているではないか。

「お、おい……どうしたんだよ」

　さすがにルアンが泣く様を見るのは想定外の事態である。見ているリコの方が動揺してしまうほどだった。全身機工体フルアーマーが涙を流すのかという驚き以上に、ルアンがここまで感情を露あらわにすることが信じられなかったのである。

　すると、指摘された方はぽかんとして、

「え？　何がですか？」

「いやいやいや、お前……泣いてるじゃん」

「はい？　そんなわけ……」

　頰を拭ってようやく、ルアンは自分の状態を把握したらしい。それからさほど慌てる様子もなく、こう語った。

「あの、勘違いしないでいただきたいのですが、これは僕の涙ではありません。眼球の洗浄機能が故障しているだけです」

「……いや……もうちょっとうまい言い訳あるだろ、普通……」

「別に、誤魔化そうとしているわけではないんですが？」

「えぇー……」

　リコがますます疑いの目を向けると、ルアンは大きな溜ため息いきを一つ。それから、今度は少し躊躇ためらいを含んだ様子で口を開いた。

「……これは残留魂ジーヴア・カシヤーヤですよ。意識の融合を行うと、こうして他者の名残が現れることがあるんです」

「じゃあ、クジラが泣いてたって言いたいのかよ」

「そういうことになりますね」

「なんでクジラがアイスクリーム食べて泣くんだ？　感激してんの？」

「……それは僕の方が聞きたいですよ。ウカさんのアイスクリームが格別に美味おいしいことは否定しませんが。……ただ、こうやって誰かと一緒に食べていることを、白鯨も望んでいたのかもしれません」

「ふーん」

「……まだ疑いますか」

「いや、疑ってるっていうかさ、ちょっと実感が湧かないというか。……だって、人間とクジラだぞ？　そもそも分かり合えるもんなのか？」

「人間と機械仕掛けの人形よりは、よっぽどありえると思いますが」

「う……」

　それからルアンは困ったように眉を顰ひそめ、「でも、そうですね」と一人納得するように頷うなずいた。

「僕が、あのクジラにかなり共感しているのは確かです。元々は私も《人類進化機構ＨＥＯ》の実験体ですし、もしも廃棄処分にならず兵器として運用されていれば、似たようなものになっていたかもしれません」

「あのASHURAみたいな？」

「ええ。かつての僕は飢えるも満たされるも、死ぬも生きるも、自分ではない誰かが決めていたんです」

　ルアンはどこか自嘲的にそう言ったが、リコは「そうか？」と首を傾かしげる。

「ルアンは今だって《白びやく衣え》に命捧ささげてんじゃん」

「……」

「問題はさ、自分が望んだ相手と一緒にいるかってことだろ。別に兵器として生きてるからって、不幸なわけじゃない。皆がみんな使う側だったら、この世は回らないんだ。使われる側だって当たり前に、幸せに生きてる」

「……そうだとしても、あのクジラは不幸でしょう。もう使ってくれる者がいないんですから」

「いや、ルアンがいるじゃん」

「……はい？」

「今はルアンが一番、あいつのことを分かってるんだし。使ってやればいいじゃん」

「……しかし、僕は何も望むことなど……」

「やりたいことないなら、一緒に飯でも食ったら？」

「……」

「操縦室に、ウカのご飯でも持ってけよ。《伽が藍らん堂どう》は別に人間だけのもんじゃないからな。アイスクリームをクジラと一緒に食べたらいい。……それに、どうしてもって言うなら、今度はオレが『釈しや迦か釈しや迦かアイスクリーム』をつくってやるよ？」

　リコがそう言ってにやりと笑うと、呆ぼう然ぜんとしていたルアンも釣られたように、ふっと笑みをこぼした。そして、からかい混じりのまなざしでリコを見つめ返す。

「それは遠慮しておきますよ」

「はー？　なんでだよっ！」

　リコは相変わらず口を尖とがらせてルアンを睨にらむのだが、その横顔はどこか楽しげなようにも見える。いつもの明るい言い合いが再び始まって、そこに居合わせる二人の《自律人形遺産ノア・シリーズ》は思わず目を見合わせた。だが、彼女たちの口元にもまた、笑みは浮かんでいるのである。

　既に時刻は午前二時。《伽が藍らん堂どう》の明かりはまだまだ消えそうにない。
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《鰐わに面づら》のクジラ騒動から二日後、リコはカクタスと結んだ契約も全て履行し、《シード》からは多額の報酬が支払われた。仕事地獄から解放された喜びに加え、昨晩はカクタスが約束通りワインのボトルを十本も持って《伽が藍らん堂どう》に現れたのである。ウカの厳命により昨日は一本しか開栓されなかったが、残りの九本はまるで神棚に捧ささげるようにして、カウンターにずらりと並べられていた。

「……すっげえなあ……壮観な眺めだ」

　それをしげしげと見つめては、リコの口元がだらしなく緩む。なにせ百年、二百年ものの紛れもない古酒である。こういった上物は滅多に市場に現れず、そもそもカクタスがどのように手に入れたのかもよく分からない。昨晩飲んだ赤ワインも、風味はほとんど飛んでいるものの、熟成に熟成を重ねた濃密な味わいには蒸留酒を思わせる深みがあった。それを思い出すだけで、リコは口いっぱいに涎よだれが溢あふれる。

「……リコちゃん、いい加減さぼってないで倉庫に運んでね。どんなに見つめても、飲めるわけじゃないんだよ？」

「……分かってるけどさー、もう一本ぐらい味見した方が良くないか？　もしも毒とか入ってたら大変だろー？」

「開けたときにちゃんとわたしが毒見はするもん。リコちゃんが飲んで毒に当たったら、それこそ本末転倒です」

　さらりと正論を返してくるウカは相変わらず厨ちゆう房ぼうに立って大忙し。リコは仕方なく腰を上げるが、そこで突然、インターホンが鳴った。

「……こんな時間に、誰かな？」

「MATAGIが肉でも売りに来たんじゃないか？」

　ウカが玄関の脇のパネルを開き、監視カメラに映った訪問者を確認するが、なぜか彼女は首をかしげる。

「知らない人みたい。それに……ものものしい機工体の護衛も一緒だし」

「……護衛？」

「うん、三つの顔と、六本腕の……《人類進化機構ＨＥＯ》だよね？」

　その言葉に、リコの肌が粟あわ立だった。慌ててカメラの映像を確認するが、確かにそこには画面に入りきらないほど、三さん面めん六ろつ臂ぴのASHURA型機工体がいる。ただし、真ん中に立っているのはリコと同じくらいの背丈の少女だった。リコが通話ボタンを押し、「何の用だ」と尋ねると、彼女が口を開く。

「見てわかんないわけ？　《人類進化機構ＨＥＯ》よ、さっさと玄関を開けなさい」

　なんとも傲岸不遜な物言いである。あきらかに、普通の少女ではない。

「……何の用だって聞いてんだよ。用もないのに、開けるわけないだろ」

「用なんて、あなたたち二人に話があって来たに決まってるじゃない。ここ、食堂でしょ？　それなのに、客を外に放置するの？」

「食堂の開店は夕方からだ。入りたきゃ待ってろよ」

　若干リコの語気が荒くなるが、訪問者は全くひるまない。大人しくなるどころか、ますます突っかかってくる。

「へー、そういうこと言うのね。わざわざこっちが下手に出てるっていうのに」

「……下手だあ……？」

　リコが耐え切れずにインターホンを切ろうとするが、それをなんとかウカが押しとどめた。そして、あくまでも柔らかな物腰で尋ね直す。

「あの、どのようなお話があって来たのか、少しでも教えていただけますか？」

「あ！　あなたが《調理師コクトール》？」

「え……あ、はい」

「やっぱりそうよねー。もしも最初に出てきた野蛮な方が同族だとしたら、どうしようと思っちゃった」

「……同族？　あの、あなたは《自律人形遺産ノア・シリーズ》なんですか？」

「アタシは《語り手オラトール》よ。《人類進化機構ＨＥＯ》で働いてるの。今日は、ヤシギ率いる《フェザ》の離反者を探しにきたのよ」

　リコとウカは思わず顔を見合わせる。《語り手オラトール》？　《人類進化機構ＨＥＯ》の造反狩り？　予想だにしていなかった答えに、一瞬思考が追い付かない。《人類進化機構ＨＥＯ》が《フェザ》の支援者である以上、確かに裏切り者を探そうとするのは分かるのだが、しかしなぜここに、《自律人形遺産ノア・シリーズ》が派遣される必要があるのか。

「ほら、もう話したわよ。いい加減、開けなさいって」

《語り手オラトール》は苛いら立だたしげに足を踏み鳴らすが、その様子を見てリコは小さくかぶりを振る。するとウカもその意を汲くんで、こう告げた。

「それでしたら、残念ながらお力にはなれません。わたしたちはヤシギさんたちがどこにいるか知らないんです」

「なら、本当に匿かくまってないか、中を調べさせてちょうだい」

「そ、それはさすがに……」

「じゃあ、噓うそついてるってこと？」

「そういうことじゃなくて……」

　全く遠慮も配慮も感じさせない口ぶりに、結局リコはしびれを切らし、割って入る。

「第一、なんでお前たちのために、そこまでしなくちゃならないんだよ」

「うわっ、また出た……」

「……いいか、いくらそこで突っ立ってても、扉は開けない。さっさと帰れ」

「……」

　少女は黙ってインターホンのカメラを見つめていたが、ふと踵きびすを返かえすと護衛の機工化部隊と共にカメラの画面から消え去った。

「……ったく、腹立たしいやつだな。こっちは噓うそなんかついてないってのに」

「そこまでしてヤシギさんを捕まえたいのかな……」

「そんな必要あるのか？　ヤシギは所詮クローンだろ。代わりなんていくらでも──」

　そんな会話をしていた次の瞬間である。




　──ドンッ！

　強烈な爆風と共に、玄関の扉が吹き飛んだ。幸い、リコとウカに被害はなかったが、蝶ちよう番つがいごと壁から吹き飛ばされた鉄てつ扉ぴは食堂の机を巻き添えにして、壁に叩たたき付つけられている。リコがウカの手を引き、とっさに厨ちゆう房ぼうの奥に身を隠すと、たちまち店内に発煙弾が撃ち込まれた。それも一発、二発ではない。濛もう々もうと湧きあがる煙は、わずかに吸い込んだだけでその刺激臭に眩暈めまいを覚える。

「あーっ！　くそっ、催涙ガスかよ！」

　ＰＡＣが味方をするリコにとっては、こういう非殺傷兵器の方がはるかに厄介だった。肉を貫く実弾は一瞬の痛みに過ぎないが、ガスはずっと耐え続けなければならない。機械仕じ掛かけのウカに催涙ガスが効かないことは幸いだが、むしろ向こうはそれを狙っているのだろう。制圧対象はあくまでリコ一人なのだ。《伽が藍らん堂どう》を襲う際に適切な方法を、あらかじめ準備していたということになる。

　ウカが換気扇を回してくれたおかげで、すぐに催涙ガスの効果は薄れたが、追加の発煙弾はカウンターに並んでいたワインに見事に命中。厨ちゆう房ぼうには粉砕されたガラスの破片と、古酒ワインの丸みを帯びた甘い香りがぶちまけられた。

「うわーっ！　やめてくれっ！」

　悲鳴を上げるリコに対し、ウカは大きな溜め息を一つ。

「リコちゃんが早く運ばないから……」

「んなこと言われたって、こんな状況、予想できるわけないだろっ！」

　しかしそんな吞のん気きに言い合いをしている場合ではない。リコは口を動かしながらも、カウンターの裏に隠されている拳銃ＱＳＺ‐６６を取り出し、ウカに手渡した。そして床下倉庫の扉を開いて、中に潜らせる。

「奥に穴があるから、道なりに進め。擬ジャイナ教が用意していた非常通路だし、さすがに《人類進化機構ＨＥＯ》も知らないと思う。確か、このビルから少し離れた地下道に繫つながってるはずだから、そこで待機な。二時間経たっても帰ってこなかったら、《シード》に連絡してくれ」

「リコちゃんは、どうするの……？」

「まー、どうにかするよ」

「でも……」

「これ以上、店を壊させるわけにはいかないだろ」

　リコは一瞬ウカを安心させるために笑ったが、すぐに表情を引き締めると倉庫の扉を閉めてしまう。そして厨ちゆう房ぼうに用意されたナイフや包丁を手に取りながら、首をひねった。……果たして、銃火器ありの機工化兵相手にどんな手が残されているというのか。愛用の木刀は自室で、痛覚ドラッグやフラッシュバンなど、他の仕事道具も一式そこに置いてある。取りに行くにしても、相手に隙を作らせなければ無謀だった。一つ目についたのは、調理道具に紛れていた電源延長ケーブル。いつもならウカがミキサーなどに使っているのだが……

　カウンターから少し顔を覗のぞかせると、いまだ煙の向こうに六本腕の影が見えた。真ん中には、《語り手オラトール》の姿も。

「……」

　リコは一旦呼吸を整えると、厨ちゆう房ぼうの壁に備え付けられた配電盤に向かってナイフを投げた。その瞬間、バチッと火花が迸ほとばしったと思うと、食堂の明かりが一斉に落ちる。無論、現在は真昼間で、窓からは光も入っている。明かりを消したところで、相手の視界を奪えるわけでもない。

　ただ、状況の変化に反応して護衛たちの注意が頭上に逸それた一瞬に、リコはケーブルで作った投げ縄を、《語り手オラトール》めがけて投げつけた。見事首に引っかかったそれを思い切り手繰り寄せ、リコは彼女を人質にする。

「それ以上近づくなよ！　近づいたら、こいつを殺すからな！」

　と、言っている傍そばから、耳元を掠かすめて銃弾が飛んでくる。もはやウカの姿はないと分かったのか、攻撃方針を実弾に切り替えてきたらしい。頭蓋を撃ち抜いて、即死を狙うつもりなのだろう。

　リコは自分だけが壁の影に入るように身を隠し、ナイフを《語り手オラトール》の項うなじに突き付けた。すると脳核の開閉を行うためのスイッチがあることに気付く。それはウカの項うなじそっくりで、本当に彼女は《自律人形遺産ノア・シリーズ》なのだと認めざるを得なかった。

「おい、とりあえず、もう撃つなって命じろよ」

「ふんっ……やっぱり野蛮な女ね」

《語り手オラトール》は食堂内にいる護衛たちに向かって「ちょっと待ってなさい。アタシがこいつと話をするから」と手を振る。人質にされていることなど気にも留とめない、その肝の据わった態度だけは、リコも感心せざるを得なかった。

《語り手オラトール》が体の向きを変え、正面から相対すると、ますます彼女の異様さが目につく。その見た目はやはり齢よわい二十にも満たない少女なのである。気の強そうな顔立ちとは対照的に、腕や首は簡単に手折ることができそうな細さだった。

　リコがじろじろ見つめていると、《語り手オラトール》は「なによ」と鋭い視線を向けてくる。そして、不意に厨ちゆう房ぼうを見渡すと「へー」とわざとらしい声を上げた。

「ここが《調理師コクトール》の仕事場ってわけ。随分汚いのね」

「……お前らがワインをぶちまけたせいだろうが」

「防衛設備を整えていない方が悪いんでしょ。逆に、こんな程度で、よく今まで無事でいられたものね。《アラカワ》はよっぽど吞のん気きな連中が多いのかしら」

「……」
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　こちらを挑発しようとしているのか、あるいはこれが彼女の素なのか、とにかくリコは先ほどから一言一句が気に障さわって仕方がない。とはいえ、これで相手のペースに乗せられるわけにもいかないので、小さく息を吐きだして切り替える。

「それで、どうしてお前みたいな《自律人形遺産ノア・シリーズ》がこんなところに来る必要があるんだ？　裏切り者の捕ほ縛ばくなんて、別にお前の好奇心を刺激するような話じゃないだろ」

「仕事に決まってるじゃない」

「仕事って……《自律人形遺産ノア・シリーズ》が？　冗談だろ。オレの知ってる《自律人形遺産ノア・シリーズ》ってのは、自分の興味関心のためにしか行動しない。好きでもないことをやるわけがない」

「……」

「お前、大してオレたちに興味ないだろ？　というかヤシギのことだって、そんなに気にしてないんじゃないか？　だったら、放っておいてくれよ」

「そういうわけにはいかないわ」

「なんで」

「ヤシギはアタシの実験体だもの。実験体が逃げ出したら、捕まえないといけない」

　実験体。その言葉の意味を、リコはうまくかみ砕くことができなかった。ヤシギがクローンというのは知っているが、それが《人類進化機構ＨＥＯ》の実験成果だということなのか。しかもそれがこの気に障さわる少女の管理下にあったとは。

「……だとしても、やり方ってもんがあるだろ。うちの食堂をぶっ壊してくれた分はどうすんだよ。オレたちに話を聞く以前に、殺そうとしてるじゃん。それでよく協力してくれだなんて言えるよな」

　銃痕だらけの食堂では、ろくに食事も提供できない。扉を壊されてしまっては、防犯上にも問題がある。しかし《語り手オラトール》は平然と、

「だって、あなたはそうでもしないと話に付き合ってくれないでしょ？　二年前に《人類進化機構ＨＥＯ》が《調理師コクトール》の回収に失敗して、その上《シード》の娘に奪われたっていう報告はアタシだって受けてるもの。門前払いされるのが分かってるなら、門を壊すしかないわ。現にあなたは一度、アタシたちを追い払おうとしたし」

「……この前の《鰐わに面づら》でもそうだったけどな、お前たちの頭が固くてまともな話し合いにならないから、こっちは警戒してんだよ！　それに、少なくともここは《アラカワ》、《シード》の縄張りだ。どんな目的であれ、そこに話を通さず好き勝手できると思ってるのか？」

「あら、今度は親の笠かさを着ようってわけね」

「あのなあ……」

「別に心配してもらわなくても大丈夫よ。どうせあなたには関係ない話だわ」

「……どういうことだよ」

「死人に口なしって言葉、知らない？」

「……結局、反抗すれば殺すのか」

「当たり前でしょ。逆に、今まであなたたちが見逃されていた方がおかしいと思うのよね。さっさと《調理師コクトール》の回収をするべきだったのよ。《調理師コクトール》にとっても、あなたみたいな野蛮な人に使われるなんて、不本意だわ」

　……ぷつり、と。

　もしもリコの知り合いがそこにいたとしたら、確実に彼女が切れる音を聞いたことだろう。

「……一ついいか」

「なに？」

「ウカには、ちゃんとウカって名前がある。《調理師コクトール》じゃない」

「……あなた、自分の道具に名前とか付けちゃうタイプなんだ……」

「……」

　ぷつり、ぷつり。全身に沸き立つ血は、もはや向けられている銃口の数も、それによって貫かれるであろう痛みの予感も全て押し流す。

「……勘違いすんな」

「え？」

「ウカはオレの道具じゃない。オレがウカの道具なんだよ！」

　リコが《語り手オラトール》の襟元を摑つかみ上げた瞬間より、《伽が藍らん堂どう》は戦場と化すことが確定した。

　飛び出す準備をしていた銃弾の雨が《伽が藍らん堂どう》で吹き荒れるまで、三、二、一──。
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　長い、長い、目の回るような螺ら旋せん状じようの滑り台。中腰でやっと進むことができるほどに天井が低く、人とすれ違うこともできないような狭い通路。そして行き止まりの壁を押し倒したところで、ウカはようやく息苦しさから抜け出した。そこは聞いていた通りどこかの地下道らしく、真っ暗闇。そもそも、ここに至るまでの道も明かりはなく、壁伝いに進むしかなかった。かすかに感じる風で、おそらく別の空間に繫つながったのだろうと分かるだけである。

「……リコちゃん、大丈夫かな……」

　小さく細い手に握られた拳銃は、あまりに無骨でなじまない。ウカも時には《伽が藍らん堂どう》の留守を預かることになるからと、リコから一通りの使い方は教わっている。しかし、実際に人に向けて撃つことはおろか、安全装置を外したことさえなかった。

　二時間は待て、とリコは言っていたが、この暗闇である。時折、地面を何か小さなものが這はい回まわるさざめき以外、いかなる情報も届かない。すると、やはり《伽が藍らん堂どう》に戻った方が良いいのではないか、とか、さっさと地上に出て、《シード》なり中央市場の知り合いなり、助けを呼んだ方が良いいのではないか、とか、答えの出ない問いが浮かんでは消え、浮かんでは消える。

　そもそも、なぜ《人類進化機構ＨＥＯ》が《伽が藍らん堂どう》を襲う必要があったのか、ウカは納得がいっていなかった。確かにヤシギや《フェザ》と顔見知りだったことは間違いないが、かといって他に確認すべき場所などいくらでもあるだろう。ヤシギの部下がどれだけ一緒か分からないが、《伽が藍らん堂どう》よりもっと広い場所でなければ身を隠せるはずもない。あるいは単純に、こちらを襲う機会を窺うかがっていた……？

　と、考えたところで、不意に遠方で固いものを打ち鳴らす奇妙な音が聞こえてきた。コンコン、コンコン、とまるでドアのノックのようなそれは、少しずつウカに近づいてくる。

　コンコン、コンコン、コンコン、コン──……

　そして、ふと音が途切れたかと思うと、今度ははっきりと人の声が聞こえた。

「……こっちだな」

「ああ」

　二人の男である。次第に、ノック音だけではなく彼らの吐息や消音された足音の名残も聞こえてくる。こういう時、ウカは自分に心臓がなくて良かったと、つくづく思う。もしもそんな臓器があったとしたら、緊張で胸が高鳴って、何も音が聞こえなくなっていただろう。

　奇妙なのは、いくら音が近づいてきても明かりが見えないということだった。どうやら二人はライトの一つも持たずに、この暗がりを歩いているらしい。そしておそらく、コンコンという音は反響定位のようなものなのだろう。音の響きで周囲の状況を把握しているとなると、つまりは──……

「……おい、そこにいんだろう」

　簡単に見つかるということだ。

　ウカは拳銃を握りなおして、それでもまだじっと息をひそめる。もしかしたら、気のせいだと思って帰ってはくれまいか。

　しかし、男はなおも話しかけてきた。

「ここは《ワカイカヅチ》の領分だ。お前はどこのもんだ」

「……」

「まさか、お前……上から来たのか！」

　その瞬間、ぶぅん、と音がしたかと思うと、突然ウカは明滅する光によって照らし出された。眩まばゆい明かりの向こうにかろうじて見えたのは、体中を苔こけらしき編み笠がさで覆った男たちの姿。どう見ても、普通の様子ではない。彼らの手に、ナイフを棒に括くくり付つけたような長なが槍やりが握られていることに気づいた時、ウカはとっさに安全装置を外し、地面に向かって発砲していた。

　バンッ、という衝撃音が地下道を震わせ、閃せん光こうと共に男たちをひるませる。その一瞬の隙をついて、ウカは彼らの脇をすり抜け、走り出した。

　ああ、これでまたリコちゃんから離れることになる。

　そう思うと、無いはずの心臓が重くなるようで、こういう時、ウカは自分の身体からだに埋め込まれた感情モジュールは不便なものだと思わずにはいられない。

　それでも、逃げなければ。

　逃げて、逃げて、それで無事でいられたら、きっとリコちゃんにまた会える。自分の身体からだくらい自分で守らなければ、荒くれ者が集う《伽が藍らん堂どう》のシェフなんてやっていられない。

「……」

　いくら走ったところで、ウカの息は上がらない。リブラリウスの話では飛び交う電波によって発電するメタマテリアルのおかげで、よほど無理な稼か働どうをしなければエネルギー切れになることはないという。しかし、こうして地下に入ってしまうと、その電波が途絶えてしまうのだ。一番恐ろしいのは、途中でエネルギーを使い果たして倒れること。そうなると、誰かに見つけてもらうことは期待できず、地下で永久に眠ったままになるかもしれない。

　ウカは足を止め、耳を澄ませた。自分の足音の残響がさっと退いていくと、再び濃密な静寂がやってくる。

「……撒まけたのかな……」

　少し安あん堵どするも、もはや待ち合わせの場所に帰るわけにはいかなくなった。とにかく、地上に出なければならない。

　そして、それからウカは電力を消費しない最低限の動きで歩き続けた。歩いて、歩いて、歩いて、少しずつ地下道を脳内にマッピングしていく。その中で思い出すのは、やはりリコとの会話である。スコピュルスの地下からは、なぜ酒が見つかるのか、と尋ねたときのことだった。

『そりゃ、廃トンネルは元々小さな街みたいなもんだったからな』

『……街？　《ＴＯＫＹＯメトロ》ってこと？』

『いや、それはもっと奥深く。《ＴＯＫＹＯメトロ》よりかは地上に近いところに、網目状に地下道が広がっててさ、《旧メトロ》って言うんだ。《ＴＯＫＹＯメトロ》を建設するための巨大な工事現場っていうか……』

『工事現場に、お酒があるんだ』

『街みたいなもん、って言ったろ。《ＴＯＫＹＯメトロ》に繫つながる巨大な立坑に付属して、従業員の住む場所とか、諸もろ々もろあったらしい。酒蔵はその中の一部だよ。《旧メトロ》には工材を運ぶために地下鉄が錯さく綜そうしていて、そう簡単には見つからないんだけどな』

『お酒は、迷宮の中に隠されたお宝なんだね』

『そういうこと。それに、宝は大抵、怪物が守ってるもんだからな』

『ＰＡＣで進化した、大ネズミとか？』

『それもいる。でも、それより面倒なのは人間だよ』

『……人間？　《旧メトロ》にまだ住んでいる人がいるの？　暗いところが好きなのかな』

『……まあ、嫌いじゃないだろうけどさ。それよりも、なんつーか……未練？　《ＴＯＫＹＯメトロ》の民に選ばれなくて、どうしても諦めきれなかった連中が《旧メトロ》に住むようになったんだよ。縄張り意識がすっごく強いし、基本的に地上の人間を差別してるから、関わりあわないのが一番だな』

『わたしが関わるわけないよ』

『ま、そりゃそっか』

　あはは、と笑っていたリコの顔を、ウカはひどく懐なつかしく思い出す。《伽が藍らん堂どう》は今頃、銃撃でズタズタ。せっかくお店も軌道に乗ってきたのに──……

　と、気分が塞がるのと同じくして、ちょうど行く手が塞がっている。仕方なく踵きびすを返かえして来た道を戻ろうとすると、再び自分以外の音が耳じ朶だに触れた。

　それは決して潜むことなく、むしろ堂々とした足音。それもそのはず、足音は一人や二人ではない。五、六人の集団である。まさか、地下の民に追い付かれた？　そんな困惑の中で、ウカはもう一度拳銃の安全装置を外し、闇に向かって構えた。今度はノックのような音も聞こえない。ただただ、足音だけが大きくなっていく。

「……」

　そしてついに、ウカの数メートル手前でその集団は動きを止めた。挨拶も誰何すいかもない。闇にじっと目を凝らしていると、その次の動静までが無限に引き延ばされるような気がする。見えなくてもいいから発砲するべきなのか。数が多いのだから、適当に撃って誰かに当たって、相手が混乱してくれる可能性だってある。

　……しかし、もしも本当に弾が当たってしまったとしたら？　本当に誰かを傷つけてしまったら？　ウカはそう考えると、からっぽのはずの心臓がますます乱れてゆく。それが《自律人形遺産ノア・シリーズ》に埋め込まれた反応なのかどうか分からないものの、これまで自分が人を傷つけるという問題に全く対たい峙じしてこなかったのは確かだった。闘争の絶えない24世紀で、ウカが無む垢くな「天使」でいられたのは、いつも返り血を引き受ける「妖犬」がいたからである。

　硬く重たい拳銃の感触が、やはり自分は守られてばかりだったのだとウカに痛感させた。そして、ある時突然、強烈な力によって、その拳銃を奪い取られる。

「──きゃっ！」

　即座に首に添えられた、冷ややかな金属の感触。これは鋭利な刃物が──




「──ウカ様ではありませんかっ！」




　突然、周囲に無数の発炎筒が灯ともされ、赤い光の中に見知った顔が浮かび上がった。ウカの首から慌てて長剣を離し鞘さやに納めたのは、金縁眼鏡をかけた長身の男。小奇麗なジャケットをまとい、手には真っ白な手袋をつけていた。

「ビヌ……さん？　どうしてこんなところに……」

「それは、ウカ様こそ……おひとりで？　リコさんは……」

「……それが……」

　ウカがここまでの経緯を簡単に説明すると、ビヌの眉間には次第に深い皺しわが刻まれていった。そして、ウカが話し終えたところで、すかさず頭を下げる。

「我々のせいで、《伽が藍らん堂どう》にとんだご迷惑を……どうお詫わびをすればよいか……」

「いえいえ、そんな、謝らないでください！　別に《フェザ》の方々が悪いわけじゃないんです。突然襲ってきた《人類進化機構ＨＥＯ》がおかしいだけで……あの、もしかして皆さん地下に隠れていたんですか？」

「ええ。この辺りには、廃棄坑道がいくつかありまして。姐あね御ごについてきた五十名ほどが、《センジュ》の立坑に潜伏しています」

「……《センジュ》？　ここ、《スミダ・リバー》の向こう側なんですか？」

「そうですよ。ウカ様は《伽が藍らん堂どう》から随分と歩かれたようですね」

《センジュ》とは、《アラカワ・リバー》と《スミダ・リバー》に挟まれた《アダチ》区画の一つである。《アラカワ・リバー》の向こう側ほど荒廃してはいないが、それでも地上はほとんど人間が住んでおらず、半分はジャングルに飲み込まれている。

「……わたし、リコちゃんと合流しないといけないんです。あと二十分くらいで待ち合わせの時間なんですけど……」

「今から戻るのは難しいでしょうね……我々も《アラカワ》の方までは地下民の縄張りを把握できていないのです。彼らは複数のグループに分かれていて、縄張り争いが実に激しい。我々がこうして見回りをしているのも、いつ地下民に襲われるか分からないからです」

「……」

「ご、ご心配はいりません！　我々の隠れ家はすぐ近くです。そこでカンナに連絡を取らせましょう」

「ほんとですか！　ありがとうございます！　……カンナさんも無事だったんですね、それは本当に良かったです……」

　そう言ってウカが微笑を見せると、ビヌはなぜか突然目頭を押さえた。

「ビヌさん……？　大丈夫ですか？」

　そしてウカの問いに答えたのは、ビヌではなくビヌの腕に付けられた腕輪だった。

「ダイジョーブだよ！　ウカっち！　ビヌ君はしばらく《伽が藍らん堂どう》に行けなかったから、ウカっちの笑顔を久しぶりに見られて、ちょーうれしいってこと！」

　そして腕輪から現れる「[image: かおもじ]」というホログラム。間違いなく、カンナである。

「お久しぶりです。カンナさん」

「おっひさー！　あのねー、カンナは初めから、ウカっちが歩いているんじゃないかなーって思ってたんだよ！　坑道に置いてある収音センサーに足音は聞こえるけど、あまりに歩調が一定だし、どれほど感度を上げても鼓動音とか呼吸音が聞こえないんだもん！　もちろん、《人類進化機構ＨＥＯ》の機工体の可能性もあったけど、あの人たちから質のいい綿素材の衣きぬ擦ずれの音が聞こえるはずないでしょー？　やっぱり、ウカっちのお洋服、かわいいもんね！　メイドさんだもんね！　最近、ビヌ君は洋服にも凝りだして、メイド服を自作してるんだけど、それが──」

　ぶつっ、と切断されるカンナの会話。いつの間にか平静を取り戻したビヌは、まるで何事もなかったかのように穏やかな笑みを見せた。

「では、隠れ家までご案内しますよ。ついてきてください」

「は、はい……」
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《フェザ》離反者たちの潜伏拠点は、歩いて数分のところにあった。見張りによって守られた小さなくぐり戸を抜けると、その先に広がっていたのは半球状の巨大な空間である。大地をえぐる穴と言った方が、ぴったりかもしれない。視界を埋め尽くすほどの綺き麗れいな円形の湖には天井の吹き抜けからたっぷりと陽光が降り注いでいる。長い間、暗闇の中を歩いてきたせいか、微かすかに波立つ水面が目を刺すほどに眩まぶしかった。

「ウカっち！　やっほー！」

　明るい鈴のような声音に振り向けば、遠くから一人の少女が走り寄ってくる。ＨヘツドＭマウントＤデイスプレイには肩幅に切りそろえられたケーブルが繫つながっていて、走るたびにそれがカチャカチャと音を立てていた。

「お久しぶりです、カンナさん。……すごく、さっぱりしましたね」

「そうなのそうなの！　イメチェンだよー！　《鰐わに面づら》のネットからは切り離されちゃったし、分析データを沢山置いてきちゃったから、中身もさっぱりしたの！　あ、でもでも、簡単な通信設備はタコっちに用意してもらったから、《シード》とはすぐに連絡取れるよ！[image: かおもじ]」

「……タコっち……？　ま、まさか、カクタスさんのことですか？」

「そうそう！　食料とか、最低限必要なものもタコっちが持ってきてくれたの！　その代わり、色々と取られちゃったけどねー、ワインとか火薬とか、もうあるだけぜーんぶ！[image: かおもじ]」

　……あのワインはそういうことだったのか。随分と大盤振る舞いしてくれると思ったら、やはり裏事情があったらしい。

「とはいえ、どんな形であれカクタスさんが《フェザ》に協力するなんて、意外です」

「ねー、まあ、《鰐わに面づら》の管轄が《人類進化機構ＨＥＯ》の機工化兵に変わって、よっぽど苦労してるんじゃないかなー。ほら、敵の敵は味方って言うし！　もちろんカンナたちと《シード》は仲良しさんじゃないけど、《アラカワ》を荒らしたりはしなかったもんね！　《伽が藍らん堂どう》だって、一回だけ押し入ったことはあるけど、銃は撃ってないもん！[image: かおもじ]」

「それで、リコちゃんとの連絡は……？」

「まだ《シード》の事務所には来てないみたいだよ。何かあったら連絡くれるって。タコっちは《伽が藍らん堂どう》から地下道への避難路を知ってるみたいだから、人を送ってるって言ってた」

「ありがとうございます。あとは、リコちゃんが無事だといいけど……」

「えー？　大丈夫に決まってるよー！　『《アラカワ》の黒い妖犬ヘルハウンド』だよー？　リコっちがすっごく強いってことは、ウカっちが一番知っているでしょー？」

　明るいカンナの口調に、ウカは思わずはっとする。確かに、あのリコちゃんなのだ。一緒に暮らす自分が彼女を信じられなくて、誰が信じるというのか。

「そうですね。大丈夫ですよね」

　うんうん！とカンナが頷うなずくたび、カチャカチャとケーブルが鳴って、ウカはなんだか笑ってしまう。漠然と思考を蝕むしばんでいた暗い予感が、次第に薄まっていくような気がした。

　すると、今度はビヌから尋ねられる。

「それで……どうしましょうか。この立坑を上って地上にお連れすることはできるのですが、あまり大っぴらに出歩くわけにもいかず」

「一人で歩いて帰るのは難しいですか？」

「それはちょっと……ウカ様を危険に晒さらすわけにはいきません。できればリコさんかカクタスさんのご到着を待っていただきたいですね」

「……分かりました。これ以上、皆さんにご迷惑をおかけしたくはありませんし。その代わり少しの間、ここにいてもいいですか？」

「それは、モチのロンですよ！　元はと言えば、我々が──」

　再びビヌが恐縮し始めると、すかさず「もうそれはいいよー！」とカンナが叫ぶ。

「そんなことより、ウカっち、ご飯作ってくれないかなー？　もう『オイル・バー』と『フル・ミルク』ばっかりで、飽き飽きなんだよー」

「なっ、カンナ！　ウカ様に頼むなんて、君はまったく」

「いいですよ」

「え？」

「やったー！　ほらほらー！　ウカっちは優しいもん。大丈夫だよー！　ビヌ君だってなんだかんだ言って嬉うれしいでしょー？[image: かおもじ]」

　ニマニマと笑うカンナに対し、ビヌは必死で険しい形相を作ろうとしていたが、無駄だった。口元が勝手に緩んでいる。ウカは苦笑しつつ、二人に尋ねた。

「あの……そういえばヤシギさんはどこにいらっしゃるんですか？　一言ご挨拶をしないと」

　すると途端に、二人の表情が固まる。正直なことに、カンナのＨＭＤには「[image: かおもじ]」の表示が。ビヌはしばらく言葉に迷っていたようだが、やがてぽつりと、

「……姐あね御ごは今……絶食中で……」

「え」

「ここ二か月、引きこもっているんです。水しか口にしていないかと……」

「に、二か月も？　そんなの死んじゃいますよ！」

「一応、ＰＡＣは打っているみたいなんですがね。我々も心配しておりまして」

「でも、一体どうして……？　ヤシギさんは《白びやく衣え》のような戒律を自分に課しているわけではないですよね？」

《白びやく衣え》だって、食べるものの種類に制限があるだけで、絶食するわけではない。それにＰＡＣを使っているとは言うが、ＰＡＣはむしろ過剰な栄養を利用して肉体を再生するための技術である。腹を満たすものではない。二か月というのが本当なら、ほとんど自殺行為に等しい。

　すると、カンナがＨＭＤに「[image: かおもじ]」と表示し、口を尖とがらせる。

「姐ねえさん、何にも理由を教えてくれないの！　それに、いっつも自分の部屋に籠って、出てこないんだよ？　ごはん持っていっても食べないし、そもそもこんなところだとおいしい食材だって手に入らないし……」

「……なるほど、そういうことですか」

「え？　なになに？　何が分かっちゃったの？」

「いえ、カンナさんはわたしのご飯が食べたいんじゃなくて、わたしのご飯をヤシギさんに食べさせたいってことですね」

「[image: かおもじ]!」

「それなら、《伽が藍らん堂どう》の名に懸けて、ご馳ち走そうを用意しますよ」

　ウカっちー！と叫びながら、カンナがウカに抱き着いてくる。どういう仕組みか分からないが、ＨＭＤにつながったケーブルもまるでウカの顔を抱擁するように、がっしりと顔にまとわりついた。

「……ところで、ここは元々人が住んでいた場所なんですよね？」

　感激するカンナに拘束されたまま、そうビヌに質問すると、

「ここは《サカイカヅチ》とよばれる地下民の街でした。一年ほど前に他の地下グループに襲撃を受け、廃棄されたようですが」

「じゃあ、調理道具はありますか？」

「ええ、鉄鍋やフライパンのような基本的なものですが。ただ問題は食材でして、今のところ『オイル・バー』と『フル・ミルク』しかないのです」

「ワインが残っていたっていうのは？」

「それは隠し蔵です。しかし、ガラクタだらけの倉庫でして、とても食料があるとは……」

「……一応見ておきたいので、その隠し蔵に案内していただけますか？」

「え、ええ、それは構いませんが……」

　それからウカはビヌに案内され、湖畔を取り囲む建物の中に入った。ところどころ苔こけむしているものの、タイル張りされた内部は意外と荒れておらず、確かに最近まで人が住んでいたことをうかがわせる。奥の方に行くと電子錠が施された扉があり、付いてきたカンナが頭のケーブルを一本挿して、音もなく扉が開いた。

　中に踏み込んだ途端感じるのは、冷えた土から染しみ出でる冷気の香り。ただ、わずかにそれ以外の──有機物の臭いがする。カビかとも思ったが、そうではない。埃ほこりをかぶった武器や機械が山積する中をずんずんと分け入り、やがてウカは一つの大きな甕かめを見つけた。紙の封を取り外した瞬間、周囲に強烈な発酵臭が漂う。

「くさーい！[image: かおもじ]!」

「これは魚ぎよ醬しようですね」

「ギョショー？」

「魚介類を塩で発酵させた調味料のことです。濾ろ過かも終わった完成品を保存していたんじゃないかなと。風味からして、原材料は貝のようですけど……あの、ビヌさん、もしかして外の湖って海水ですか？」

「ええ、そうですよ。《センジュ》はかなり海進が進んでいて、地下水にも海水が混じっているようです」

「じゃあ、湖に食べられる貝があるってことですね。あの……貝殻とかが捨てられている場所とかって、ありますか？」

　ビヌに甕かめを運ばせつつ、ウカは蔵の外へ出る。次に案内されたのは巨大な炉が立ち並ぶ場所で、端の方に沢山の貝殻が積まれた一角があった。

「……なんだか、工場みたいですね」

「さすがウカ様、ご明察です。これは地下民の工場ですよ。彼らは砕いた貝殻を焼いて焼成カルシウムを生産しては、時々地上に売りにきたりするんです。他にも《旧メトロ》内に残された道具を使って、色々と作っていますね。この廃はい墟きよ立坑の存在を知っていたのも、元々ここにいた地下民が《フェザ》と取引をしていたからですし」

「やっぱり完全に地上から独立して生きることは難しいんですね……あっ、これは……」

　ビヌと話しながら、ふとウカの目に付いたのは貝殻が積み重なるその隣。白骨化した沢山の動物の骨があった。ウカは頭蓋骨らしきものを手に取ると、目を細める。

「翼竜……にしては、ちょっと小さいですね。大昔の鳥みたいです」

「……は、はあ……」

「あー、えーっと、太古の考古学では貝塚っていう場所が大切だったんですけど、こうやって骨とか貝を見つければ、そこでどういう食生活が行われていたかよく分かるんです。……これも、ある意味地下民の貝塚かな。ある程度の規模の人が定住するとなると安定した食料供給が必須ですし、わたしたちでも食べられる食材があるはずだと思って」

「だから、貝塚に案内してくれ、と」

「そういうことです」

　大量の鳥の骨があるということは、この近くで安定して鳥を捕まえることのできる場所があるということ。外に出て狩りをしていた可能性もないわけではないが、少なくともウカはこのサイズの鳥が市場に出回っているのを見たことがなかった。となると、考えられるのは一つである。

「あの、この近くに大きな横穴ってあります？」

「横穴ですか……防衛用にほとんどの出入口は塞がれているのですが……」

　ビヌは首を傾かしげるが、突然「あー！　それ、知ってるよ！」とカンナが叫ぶ。そしてウカの手を摑つかむと、ケーブルを揺らし、けたたましい音を立てながら走り出した。

「えっ、ちょっ、カンナさん!?」

「大丈夫だよ！　迷子にはならないから！　カンナは暇すぎて立坑の探検ばっかりしてるの！」

「まあ、それは心配していないんですけど……」

　ウカの目は重たい甕かめのせいでとっさには動けないビヌに向いていた。彼との距離はあっという間に広がるが、もはや走り出したカンナを止めることはできそうにない。

「ねー、それより、ウカっちはどんな料理作るの？　あの、ギョショーってやつ使うの？」

「え？　ま、まあ、あと貝が採れると思うので、それを使って……」

「姐ねえさん、喜ぶかなー！　美味おいしい匂いをぷんぷんさせて、扉の前に置いておこうね！　そうしたら、もう我慢できなーい、ってなって、姐ねえさんも部屋から出てくるかも！」

　ねー！と無邪気に笑いかけてくるカンナに、とうとうウカも白旗である。自由奔放に見えて──いや、実際それは間違いないのだが──カンナはよほどヤシギを心配しているらしい。ウカはいったいどんな料理を作ろうかと、ますますやる気が満ちるのを感じるのだった。

　長い階段を上っていると、窓からは静かな水面を湛たたえる湖が一望できた。数十メートルは上って来たらしい。やがて、ウカは小さな部屋に案内されたが、足を踏み入れる前から鼻を衝つく独特の悪臭に襲われる。それもそのはず、中にいたのは無数の鳥。ウカたちの闖ちん入にゆうに驚きもせず、なぜかぐったりとして動かない。

「すごい……本当にコロンバイアがあるなんて……」

「コロンバイア？　この部屋のことー？」

「はい。鳩きゆう舎しやって意味なんですけどね。大昔、イタリアっていう国の丘上都市では、こうやって洞穴で鳩はとを飼育していたんです。古い時代は防衛のために丘上都市が発達したんですけど、土地が限られているので放牧は低地でしか行えません。だけど、鳩はとは外で勝手に餌をとってくるし帰き巣そう本ほん能のうも強いので、管理が楽なんですよ。ここは大地の上じゃなくて下ですけど、外に出る危険を冒さずに飼育できるという点で……」

　いつもリコに聞かせる調子でペラペラと説明をしていると、不意に視線を感じてウカの口が止まる。カンナは「[image: かおもじ]」という表示と共に、「なんだか、ウカっち、カンナみたいだね」と。

「あ、あの、これは癖で……《自律人形遺産ノア・シリーズ》の本能というか……」

「いいんだよー、ウカっち。好きなことって、いっぱいおしゃべりしたくなるもんねー」

　によによと笑うカンナに見つめられ、たちまちウカは顔が上気するのを感じた。しかしそんな折、遅れてビヌが現れる。彼は息を切らしていたが、それはおそらく腕に抱えた魚ぎよ醬しよう入りの甕かめのせいだろう。

「それ……置いてきていただいてよかったんですよ……？」

「いえ！　いいんです！　いつ何時、ウカ様の調理が始まるか分かりませんから！」

　ウカは、あはは、と乾いた笑いを返しつつ、鳩きゆう舎しやの壁面に空いた小さな穴を覗のぞき込こんだ。ここに鳩はとが一羽わずつ入るような仕組みになっているのだが、中には思った通り、白い小ぶりの卵がいくつか。

「あの、お二人は、ライトとかって持っていらっしゃいますか？」

「え、いや、それは……」

「カンナは持ってるよ！　はいっ！[image: かおもじ]☆」

　カンナの頭のケーブルの一本が、くいっと持ち上がると先端がピカピカと点滅する。本当に便利な頭にアップデートされたらしい。ウカはその明かりを使って卵を素早く透かし見た。

「食べられる卵と、そうじゃない卵があるの？」

「これは卵割が始まっているかどうか調べているんです。食べられないものはほとんどなくて、孵ふ化かしかけの卵も、それはそれで美味おいしいんですけどね。ただ、ちょっと今回のメニューには合わないかなって」

　さすがに地下民がここを去ってから放置されていたこともあり、鳩はとの卵は十分に確保できた。逃げずに巣穴に籠っていた鳩はと自体も二に十じゆう羽わほど捕まえ、鳩きゆう舎しやの隣の処理場で血抜きも行ってしまう。

　しかし、いよいよ用意ができたところで、不意にビヌの腕輪に通信が入った。

「ビヌ！　どこにいる！　侵入者だぞ！」

　怒鳴りこむような声に、ウカたちの空気もたちまちぴんと張り詰める。

「侵入者？　地下民か？　敵の数は」

「それが分からない！　見回りに出ていたやつらの連絡が次々なくなって、門の前に集まっているんだが──あっ」

「どうした？　おい、大丈夫か？」

　ビヌがそれ以上問いかけても、返事は聞こえない。ウカたちは鳩きゆう舎しやの露台に出ると、身を乗り出してくぐり戸の方に目をやった。湖は依然として鏡のように陽の光を反射し、かえって異様なほどの静けさが降りている。

「──あ、姐ねえさんだ」

　カンナの呟つぶやきで、ウカも建物から人影が一つふらりと現れたことに気が付いた。遠目に見てもそれがヤシギだと分かるのは、やはりトレードマークのタキシードのおかげだろう。彼女は長剣を抜き放ち、入り口の前で微動だにしない。

　だが、次の瞬間、一匹の獣が襲い掛かる。

　いや、それはよく見れば、獣に見み紛まがう敏びん捷しようさを兼ね備えた、一人の娘である。黒い髪を宙に流し、目にもとまらぬ一刀をヤシギに振り下ろした。

「リコちゃん!?」

　ウカの呟つぶやきと同時に、刀と剣がぶつかり合う。

　立坑の静寂が、涼やかな剣けん戟げきの響きによって断ち切られた。




　　　　４




　荷物は全部放り出して、ウカたちは階段を駆け下りた。

「……直接リコさんがやって来るなんて想定していませんでしたから、姐あね御ごにはまだ何も伝えていなかったんです。これは、私の判断ミスでした」

　そう言ってうなだれるビヌだが、ウカもすかさずかぶりを振る。

「……こちらこそ、ごめんなさい。リコちゃんはちょっと血の気が多くて……」

　一階に辿たどり着つくと、ウカは外を飛び出し、リコたちに向かって叫ぶ。

「──リコちゃん！　もうやめて！」

　さすがよく躾しつけの行き届いた犬である。リコは反射的に声のした方へ視線を向け、ウカの存在を確認した瞬間、後ろに数メートル退いた。

「なっ、なんだよ！　無事なのか？」

「無事も何も、《フェザ》がわたしのことを助けてくれて──」

　しかし、二人の会話を遮ったのは、他でもないヤシギである。彼女は相手がウカと話していることなどお構いなしに、開いた間を二歩で詰め寄り、横よこ薙なぎの大振りを叩たたきこむ。

「ちょっ！」

　剣筋を凌しのぐ余裕さえなかったリコは、その一撃をもろに喰くらい、横に吹き飛ばされた。握っていた木刀も手放し、地面に叩たたきつけられる。だが、それでもヤシギは止まらない。止めを刺さんとばかりにすかさず地を蹴り、リコの目前へ。そして、大きく縦に剣を振り下ろす。

「──」

　ウカは思わず目を瞑つぶったが、次の瞬間聞こえたのは肉が割かれる濡ぬれた音ではなく、湖畔を震わす金属音。間一髪で間に入ったビヌが、ヤシギの一いつ閃せんを受け止めていた。

「姐あね御ごっ！　お気を確かに！　もはや戦う必要はありません！」

「うるさいっ！　敵はまだ死んでいない！　いくら殺しても、あいつらは──」

　バチッ、という破裂音と共に、ヤシギの言葉が止まる。彼女の背後に走り寄ったカンナがケーブルを項うなじに突き刺していたのである。おそらく、その先端がスタンガンになっているのだろう。気を失ったヤシギはぐったりと膝から崩れ落ち、ビヌはその身体からだをそっと受け止めた。

「……た、助かった……」

　はあ、と息を吐くリコの表情は、さしていつもと変わらない。ウカが近寄ると慌てて立ち上がり、じろじろと全身をチェックする。

「怪け我がはなかったか？　大丈夫なんだよな？」

「リコちゃん！」

「な、なんだよ……」

「そんなことより、ビヌさんとカンナさんに言うことあるでしょ！」

　容赦のない視線を向けられ、ぐっと息を吞のむリコ。やがて二人の方に向き直ると、リコは頭をかきながら、

「……助かったよ。襲っちまって悪かっ……いっ！」

　ぐさり、とウカの肘鉄が刺さる。もっとちゃんと謝れと、冷ややかな目が命じていた。

「すみま、せんでした……」

「いえ、いいんですよ。どうやら、我々には手加減をしていただいたようで」

　ビヌはリコが落とした血のついていない木刀を拾い上げ、手渡してくる。

「まあ、そりゃ……さすがに殺しはしないだろ。峰打ちで内出血にはなってるだろうけど」

「しかし、どうやってこちらに？　問答無用で襲い掛かってきたということは、ウカ様がいらしている旨むねの連絡を《シード》から聞いていませんよね」

「……そんな余裕ないっての。こっちは体中に穴開けられながら《人類進化機構ＨＥＯ》の機工化兵とやりあって、挙句にビルを飛び降りて、ここまで逃げてきたんだぞ？　自分の刀と道具を取ったら、すぐに合流地点に向かったんだよ。そしたら発砲済みの銃弾と火薬の臭いしか残ってないだろ？　痛覚ドラッグ使って、拳銃についた硝煙の臭いを追うしかないじゃん」

「それで、遭遇した見張りをことごとく気絶させた、と」

「たぶん姿は一度も見られていないから、黙っててくれよな。地下民がやらかしたってことにしてさ」

　なっ、よろしく、と笑うリコを見ると、ウカは安あん堵ども相まってひどい脱力感を覚える。とはいえ、とりあえず彼女が無事だったのは何よりのこと。《伽が藍らん堂どう》の問題は後々話すとして、気になるのはむしろ、

「……ヤシギさん、大丈夫ですか？」

　近くから見ると、かなり頰がこけていることが分かる。リコと対等に渡り合っていたのが、信じられないほどの変わりようだった。

「おそらく侵入者という報告に反応して部屋から出てきたのでしょうが、姐あね御ごは意識が混乱しているようですね……」

「これは、以前から？」

「……まあ、寝ている際にうわごとを叫ぶようになったとは聞いています。そうなんだろう、カンナ」

　すると、それまで口をつぐんでいたカンナがこくりと首を縦に振った。

「……うん……《鰐わに面づら》を出る前に、《フェザ》内部の監視カメラで姐ねえさんの様子を確認したんだけどね……なんだか、敵が、敵が、って……怖い夢を見てるみたいだったの……」

「でも、《鰐わに面づら》から離れる前は《人類進化機構ＨＥＯ》の援助があったわけですよね？　ヤシギさんは、その間に診察してもらわなかったんでしょうか」

「……それもこっそり調べたけど……最初は飴あめを沢山食べるように言われて、しばらく姐ねえさんも従ってたみたい。でも、いつからか全然食べなくなって……それからちょっとしたら、《鰐わに面づら》を出ていこうって話があったの」

「飴あめ……？　あの、ヤシギさんがよく食べていた、赤と白の渦巻きキャンディですか？」

「うん……」

　妙な話である。なぜ悪夢を防ぐために、飴あめを舐なめる必要があるのか。まさか、あの中に特別な成分でも入っていたとか？　ウカたちがうーん、と首をひねる中、一人だけうーん、と伸びをする者が。

「ま、オレたちが悩んでも仕方ないだろ。ヤシギに直接聞けばいいじゃん」

　あっけらかんとした物言いに、返す言葉もない。

「それよか、腹が減って仕方ないんだけど……《人類進化機構ＨＥＯ》から逃げるためにかなりＰＡＣを使わされたから、エネルギー不足なんだよな」

　こういう時、ペースの乱れぬリコの性格は案外頼もしい。ウカたちは確かにその通りだと、ひとまずご飯を食べることにする。ビヌとカンナは地下道で気を失っている者たちの安否確認へ向かい、料理人のお手伝いはリコに交替となった。

　ウカはさっそくリコに階段を往復させ、鳩はとの肉と卵、そして魚ぎよ醬しようの甕かめを廃はい墟きよの中の厨ちゆう房ぼうに運んでもらうと、まず鳩はとの下処理に取り掛かる。羽をむしり、腹を裂いて内臓を取る。それを蔵で見つけた大鍋に丸ごと放り込み、湖の水をひたひたになるくらい入れたら、火にかける。

「……湖水でいいのか？　ここらへんのってしょっぱいだろ」

「なめてみたけど、海水ほどの塩分濃度じゃないし、ちょうどいいかなって。ミネラルも豊富だろうから」

「雑菌とか、そういうのは……」

「一応、わたしが舐なめて検知しなければ、大丈夫だと思う」

「……」

　さすがに《伽が藍らん堂どう》の厨ちゆう房ぼうのようなガスは通っていないものの、薪はよく乾いたものが残っていた。大鍋を置いた竈かまどは強火のまま放置して、二人はいったん外に出る。ウカはクラシカルなメイド服のスカートをたくし上げ、靴を脱ぐと湖の中へ。リコも慌てて付いてくる。

　立坑はほとんど底が見えないほど深い湖だったが、地下民が削ったのか、縁には浅瀬が広がっていた。そして、その足元を埋め尽くすのは紫色の二枚貝。ウカはその一つを試しにナイフで切り開くと、夕ゆう陽ひのように鮮やかなオレンジ色の身がぷるんと現れた。大きさも厚みも人の舌ほどあって、申し分ない。足糸を取って湖水で洗ったら、丸ごと一口で。その途端、たちまち爽やかな潮の香りが溢あふれ出でた。むにゅっとした程よい弾力の肉質と共に、痺しびれるほどのうま味を感じる。

「わー！　おいしい！　たぶん、イガイの仲間かな。毒もないみたい！」

　もう一つ貝を開き、その見み惚ほれるほどふくよかな身をリコに差し出すと、彼女はウカが持つ貝殻に口を寄せ、そのままちゅるりと吸い込んでしまう。

「うわーっ！　うまっ！　このままでも最高じゃん！　塩気もちょうどいい！」

　リコの歓喜の叫びが湖畔に響く。それから二人は五十個ほど貝を取り、身を殻から外して湖水で洗った。加えて、ウカは湖の波なみ打うち際ぎわに、ところどころ柔らかな苔こけが生えていることに気づく。味見をした後、一つまみ差し出すと、何の疑いもなくリコはぱくりとそれを食べ、

「──にっが！」

「苔こけを薬用で利用する地域は珍しくないからね。スープにしたり、お粥かゆに混ぜたり。これは、香草のかわりにしよっか」

「しよっか、じゃないっ！　うわー、折角の貝の美味おいしさが苦みで全部吹っ飛んだ！」

　苔こけもそれなりに収穫したら、いよいよ調理の開始である。ウカはまず、スープには入れずに残しておいた鳩はとの腹に採ったばかりの苔こけを詰め込み、魚ぎよ醬しようを塗って蓋つきの鉄鍋に入れる。そして竈かまどの上ではなく、真っ赤に燃える熾おき火の中へ。これはじっくりと蒸し焼きにする。

　煮込み続けていた大鍋からは鳩はと肉にくを取り出し、棚の上に置いてしばらく冷ます。白濁したスープには黄金色に輝く脂が浮きだしており、ウカはこれを少々掬すくい取とると、フライパンの上に垂らしこんだ。よく熱して、香ばしい香りが立ってきたら、そこに水気をふき取った貝の身を投入。たちまち厨ちゆう房ぼうに油と水が跳ねる賑にぎやかな音が充満した。そして、あまり火が通りすぎないうちに、とき卵を静かに注ぎ、片面が固まってきたらひっくり返す。魚ぎよ醬しようを上から回しかけると、発酵臭が油と熱によってがらりと一変、食欲をそそる香りが立ち昇った。

「はい、立坑貝と卵の揚げ焼き。冷めちゃうとなんだから、《フェザ》の人を呼んで、食べ始めてもらおうか」

「了解！」

　ウカは同じものを何皿もつくり、そのたびにリコは食堂へ運んでいく。ついさっき闇討ちした相手に平気な顔をして持っていくのだから、さすが《伽が藍らん堂どう》の給きゆう仕じである。ウカの耳には沢山の「いただきます！」が届き、どよめくような歓声が聞こえてくる。

「すっごい好評みたいだぞ。ビヌが泣いてる」

「それはいつものことじゃない？」

　ウカはそう言って笑いながら、温めなおした鳩はとの煮汁に「フル・ミルク」を注そそぎ込こむ。ひと煮立ちさせたら、お椀わんに盛り付け、取り出しておいた鳩はとの肉をスープに戻した。

「これは、鳩はとのクリーム風スープね。味が足りなかったら、適宜魚ぎよ醬しようを足してもらって？」

「わかった。──ところで、これ、さっき蔵の中で見つけたんだけど」

　次の料理に取り掛かろうとすると、不意にリコが琥こ珀はく色に輝く瓶を取り出した。

「……それ、蜂蜜？」

「うん。地下民は昔から養蜂で有名なんだよ。地上に持っていったら、すごい値段だぞ。匂いですぐにピーンと来たんだ」

「……さすが、リコちゃん」

「鼻には自信があるんだよ」

　甘味料という新たな食材のおかげで、またメニューの可能性が花開く。ウカは砕いて粉にした「オイル・バー」を二つに分け、一方には角が立つまで泡立てた鳩はとの卵と蜂蜜を混ぜ込み、しばらく寝かせる。残りの粉末には湖の塩水と卵、それから鳩はとの脂を入れてよく混ぜ合わせた。そして、脂をひいてよく熱したフライパンに、その生地を薄く広げる。薄いクレープが焼きあがったら、大皿に重ねていった。

　竈かまどの中に入れておいた鳩はとの蒸し焼きを取り出すと、皮が飴あめ色いろに輝き、鍋底では肉汁と脂がじゅくじゅくと涎よだれを引き出す美音を立てている。

「リコちゃん、この鳩はとを一口サイズに切り分けてもらえる？」

「あいよ」

　調理の経験はからっきしでも、肉の捌さばきはリコにもできる。ナイフを入れた途端肉汁がぷつんと弾はじける焼き立て鳩はとを、リコは難なく解体し始めた。一方、ウカは鳩はとの汁と脂がたぎる小鍋に塩水と魚ぎよ醬しよう、それから蜂蜜を加えてとろみがつくまで煮詰めていく。リコが鳩はとの腹から取り出した苔こけもちぎって入れたら、ソースの完成。柔らかなクレープ、こんがり焼きあがった鳩はと、そして濃厚な甘口ダレ。この三つが出来上がったら、リコと一緒に食堂へ運ぶ。

　長机にずらりと並んだ《フェザ》の面々。地下暮らしの身でありながら、これほど美しく身なりを整えた集団を前にすると、ウカはまるでスコピュルスにいる気がしない。賑にぎやかに談笑をしながらも、決して興が過ぎることはなく、《伽が藍らん堂どう》の、時に合唱が、時に踊りが始まるような酔っ払いたちとは月とスッポンだった。

「はーい、鳩はと肉にくの北ぺ京きんダック風……あ、えーっと、パリパリ焼きです。クレープでお肉を巻いて、タレをつけて食べてみてください」

　ウカがそう告げると、ビヌを筆頭にわっと拍手が沸き起こるのだから、驚くやら恥ずかしいやら。ただし、食堂にヤシギとカンナの姿はない。ウカの彷徨さまよう視線に気づいたのか、リコは声を潜め、

「ヤシギはまだ目を覚まさないんだってさ。ちゃんとヤシギとカンナの分はとってあるから、大丈夫だよ」

　と耳打ちしてくる。

「リコちゃんは食べなくていいの？」

「まあ、カンナと一緒に食べるよ。《フェザ》の連中が、いつオレに峰打ちされたって気づくのか分からない」

「それもそうだね……」

　それからウカはしばらく《フェザ》の面々からお褒めの言葉を預かり、落ち着いたころに厨ちゆう房ぼうへ戻った。そして、寝かせてあった「オイル・バー」と卵の甘い生地を工場で見つけた貝殻に入れていく。それを鍋に敷き詰め、蓋を閉めて竈かまどの中へ。焼き上がりを待ちながら、蜂蜜一さじと苔こけをいれた「フル・ミルク」をゆっくりと温めた。「フル・ミルク」の主要成分はたんぱく質だが、無機塩や糖類が添加されているために熱変性が起きにくい。この点、加熱しすぎると固まってしまう本物の乳より、調理はしやすいのである。

　一口サイズの焼き菓子は、十分ほどで焼きあがった。鍋の蓋を開けたとたん、甘くまったりとした芳香が漂ってくる。「オイル・バー」の粉自体に含まれている油分が多いためか、思いのほかしっとりした仕上がりで、貝殻の焼き型からも綺き麗れいに外すことができた。これに苔こけを煮出した「フル・ミルク」も添えたら、デザートの完成である。

「はい、地下マドレーヌと苔こけ入いりホットミルク」

「マドレーヌ？　この焼き菓子のことか？」

「え、リコちゃん、マドレーヌも知らないの？　むかーしからあるお菓子だよ。伝説では、ホタテの貝殻を型に使ったって説もあって、それを模して貝の形で作られることも多いの」

「じゃあ、これは本格派マドレーヌだな」

「使ってるのはホタテじゃなくて、イガイの殻だけどね」

　こうして、急きゆう遽きよ注文を受けた《伽が藍らん堂どう》の即席立坑御膳は無事に完成したのだった。口には出さずとも、やはり地下暮らしの閉塞感は誰しも苦しんでいたらしい。ウカの料理を口にした《フェザ》の人々は上機嫌。少し前に現れた謎の侵入者に関しても、ヤシギに負けて逃げていったというビヌの報告をすんなり信じ込んだらしい。

　そして、片付けが終わったころ、ようやくヤシギが目を覚ました。




　　　　５




　四人分の料理を持ってヤシギの部屋に行くと、銀髪の女頭領は苦しげな表情でリコたちを睨にらみつけてきた。目は血走り、どこか焦点が合っていない。

「ほら、姐ねえさん！　《伽が藍らん堂どう》のご飯だよ！　いい匂いだよー！」

　カンナが隣で話しかけても、反応は鈍い。ぶっきらぼうではあるが、いつも機敏な返事を返していたヤシギの姿はそこになかった。

「ずっとご飯を食べていないと伺ったので、とりあえず温かい飲み物だけでも口にしてみてください。それで、良ければお菓子も一緒に」

　ウカはそう言ってマドレーヌとホットミルクを差し出すが、ヤシギの手は動かなかった。その代わり、ひび割れた声音でこう言う。

「あたしのことはいいから……放っておいてくれないか」

　それを聞いたカンナのＨＭＤに「[image: かおもじ]」が現れ、たちまち部屋に息苦しい沈黙が下りる。しかし、リコは床にどかりと腰を下ろすと、

「無理に食べろなんて言ってないし、オレたちがここで飯を食うくらい別にいいだろ。カンナはあんたの看病をして、食事を待ってたんだぞ」

　そして、ヤシギの返答も待たずに、箸をとった。

「いただきまーす」

　まずは、貝と卵の揚げ焼きである。これは出来立てが美味おいしいからと、四人分だけ残しておいた材料でウカが作ったアツアツの一品。小麦色に焼きあがった卵と柔らかな貝の身を、湯気と一緒にぱくりと頰張る。

「あふっ！」

「出来立てだって分かってるでしょ……」

　ウカから呆あきれた目で見られるが、しかしリコとしては火傷やけど上等。外側がさっくりとした軽い食感の卵も、中は半熟の柔らかさ。そこに軽く火が通って身の締まった貝のうま味が溶け出ている。生で味わった痺しびれるような海の味わいはないが、脂や魚ぎよ醬しようの落ち着いたコクと混ざり合って、しみじみとうまい。

「……おいしいなあ……ほら、カンナも食べないと。熱いうちが一番だぞ」

「う、うん……」

　黙ったままのヤシギが気にかかる様子だったが、それでもカンナはリコの隣に腰を下ろすと、揚げ焼きを頰張る。すると「[image: かおもじ]☆」という文字がＨＭＤに表示され、

「おいしー！」

　頭から伸びるケーブルが喜びに逆立っていた。

　リコはそれから、鳩はとのパリパリ焼きに箸を伸ばす。もっちりとしたクレープで鳩はと肉にくを包み、とろりとしたタレをつける。それを一口食べた瞬間、リコは思わず叫びそうになった。

「……なにこれ、すごくうまい……もちパリうまじゅわー、だよ」

「柔らかいクレープと、よく焼いた鳩はと肉にくと、ソースと肉汁ってことね……」

「そう！　それが一緒になって、ぐわーっと！　オレ、解体しながら、結構鳩はと肉にくは血が多いなって思ってたんだけどさ、この濃いタレと一緒に食べるなら、かえってそれくらいの個性があった方がいいのかもな」

「本当は甜テン麵メン醬ジヤンみたいな甘い味み噌そがあればよかったんだけどね」

「それと酒だよ！　これ、めっちゃ飲みたくなる味だ！　あー、酒が！　ここに酒があれば！」

「……喉が渇いたら、スープをどうぞ」

「あ、そうだった」

　言われて気付き、リコはミルクスープをごくり。打って変わって、優しい味わいが食道をゆるりと温めてくれる。元々「フル・ミルク」が水のように個性のない味であるため、鳩はと肉にくの出だ汁しの美味おいしさをストレートに味わうことができるのだった。飲めば飲むほど、温かさが身体からだに広がり、そしてますます舌に鳩はとの味わいが染しみていく。うま味がほとんど出きった肉もほろりとして妙に箸が進んだ。

「ふーっ……」

　そして、しょっぱいものを食べたら、今度は甘いものが食べたくなる。リコはマドレーヌを摘まもうとしたが、ふとカンナがそれを見つめていることに気付き、手が止まった。様子をうかがっていると、カンナはそれから意を決したようにマドレーヌの載った皿とホットミルクの入った器を持って、ヤシギの隣に戻る。

「……なんだい、あたしは要らないって言ってるだろう」

「……イヤ」

「……何が」

「……姐ねえさんがちゃんと食べないと、イヤなの」

「嫌もなにも、あたしがどうしようとあんたには関係ないだろう」

「でも、姐ねえさんはみんなの姐ねえさんなんだよ？　みんな、姐ねえさんのことが心配で──」

「──うるさいっ！」

「──」

「みんな、みんなって、あたしの身体からだはあんたたちのものじゃない！　あたしの命は、あたしのもんだ！」

　ヤシギの怒声にびくりとカンナは体を震わせて、それからお菓子の皿とホットミルクの器を元の場所に戻すと、何も言わずに部屋を出ていった。リコはようやくマドレーヌに手を付けるが、食べても何の味も感じない。

「カンナ、泣いてたぞ」

　リコがそう呟つぶやくと、ヤシギの眉がかすかに震える。

「……あんたたちも、出ていけばいいだろう」

「いやあ、どうしようかな」

「……」

「オレたちさ、《人類進化機構ＨＥＯ》にあんたの居場所はどこだって聞かれてんの。そのせいで店までぶっ壊されてんだけど、もしもあんたを攫さらって引き渡したら、弁償してくれるかもなあって」

「……」

「カンナとかビヌとか、あんたについてきた連中、みんながあんたを守ろうとしているから、オレだって秘密にしてやろうかと思ってたけどさ。本人が違うってんなら──みんなにとってのヤシギがいないってんなら、もう気にすることないだろ」

　リコはふらりと立ち上がると、見下ろすようにしてヤシギを睨にらみつける。ウカが「リコちゃん……」と手を摑つかむが、それも振り払ってリコは前に踏み出した。

「……そのざまは何だ、ヤシギ」

「……」

「そのざまは何だって聞いてんだよ、おい」

　リコの声音に、冗談めいたものは微み塵じんもない。襟元を摑つかみ上げると、リコは言う。

「『《タイトウ》の不死鳥フエニツクス』が聞いて呆あきれるな。死人みたいな目しやがって、部下の前で恰かつ好こうを付けるほどの気合もなくなったのか」

「……」

「カンナがどれだけあんたを心配して、あんたにものを食わせようと考えているのか、分かってんのか？　お前は、もうとっくのとうに《フェザ》のヤシギだろうが。お前自身がどう思うと知ったことじゃない。いつだったか、魂に着込んだものを人間は簡単に脱げやしない、そう言ったのはあんた自身だったよなあ！　あんたが大事にしてた一張羅は、どこに行っちまったんだよ！　おい、ヤシギ！」

「──リコちゃん！」

　揺さぶる手をウカに捕まれ、リコはようやくヤシギを解放した。しかし、腹に渦巻く怒りはもはやどうしようもない。カンナを傷つけただけじゃない。あの笑顔の絶えない少女を、ヤシギだったらもっと幸せにできると思っていた──ヤシギがその期待を裏切ったことにも、リコは腹を立てていたのだった。

　しかし、不意にヤシギは目をそらし、こう漏らしたのである。

「……本当に、いなくなったんだよ」

「……は？」

「《フェザ》のヤシギは、死んだんだ。もう、いないんだよ、ヤシギなんて人間は」

「一体、何を」

「《フェザ》のヤシギなんて人格は……そもそもこの肉体のものじゃなかったんだ。後から、植え付けられたものに過ぎない」

　ヤシギが何を話し始めたのか、リコには全く理解できなかった。しかし、口を開こうとしたリコを遮ったのは、ウカである。

「……クローンの問題ですか」

　ヤシギは頷うなずいた。

「……妙な夢を見るようになったんだ。あたしの知らない、記憶のような夢だ。ジャングルの中を駆けまわり、獣たちを殺し、しかしやつらは死ぬことがなく、あたしは何度も何度も殺さなきゃならない」

「それは《旧世代のための防衛前線ＤＦＯ》時代の、ヤシギさんの記憶じゃ……」

「あたしだってそう思った。……でも、そうじゃない。夢の中のあたしは……色んな身体を持ってるんだ。誰か特定の一人じゃない、知らない人間の記憶を、数えきれないほど見るんだよ」

「……複数の記憶……？」

　……実験体。不意に《語り手オラトール》が語っていた言葉が、リコの脳裏にふっと浮かびあがった。確かに彼女は「《タイトウ》の不死鳥フエニツクス」という二つ名の通り、殺しても殺しても必ず蘇よみがえる「ヤシギ」という名のクローン集団である。オリジナルは百年以上も昔に存在した優秀な兵士だったはず。記憶がいくつもあるとは一体どういうことなのか。何らかの記憶の問題が発生しているとして、

「……なんで、絶食なんかする必要があるんだよ」

　そう、分からないのは、そこだった。自殺でもしたいのなら、毒を飲めばいい。ＰＡＣも打って、それでいてものを食べないという遠回りな方法をとる理由が分からない。すると、ヤシギは苦いものを吐き出すように、口を歪ゆがめて言う。

「食べないんじゃない、食べられないんだ」

「どうして」

「……頭がおかしくなってるからさ。あたしの脳は、何かを食べると悪夢を見る。今までは単にクスリで抑えていただけなんだよ」

「……クスリ？　そんなもん、あんたはこれまでやってなかっただろ」

「そう思ってたさ。あたしだってね。……でも、違った。知らず知らずヤク漬けにされてたんだよ。《人類進化機構ＨＥＯ》にね」

　それを聞いたウカは、はっと顔を上げた。

「──飴あめですか」

「……そうだ。あれは《人類進化機構ＨＥＯ》から直接支給される鎮痛薬みたいなもんでね。あれを食べるのが、あたしは癖になってた。でも、噓うそだったんだよ。あの飴あめは記憶の阻害剤だ。あんたたちは覚えてるだろう、《鰐わに面づら》で打ち込んだ場所細胞の麻ま痺ひ薬やくを」

　春頃《フェザ》の基地への道筋を覚えさせないために、確かにリコは薬を打たれたことがある。そして実際、薬が効いていた間の記憶は今でも思い出すことができない。

「……場所細胞ってのは、記憶能力とも密接にかかわってる。あたしは知らず知らずのうちに、《人類進化機構ＨＥＯ》から想起能力を奪われていたらしい。……まあ、そのおかげで悪夢を見ずにすんでいたんだけどね……」

　自嘲的なその語り口は、かろうじてかつてのヤシギの不敵な笑みを思い出させる。しかし、すぐにその表情は疲労に覆われ、翳かげりを見せた。

「でも、飴あめを舐なめていた間は何の問題もなかったんだろ？　むしろ、そのクスリが効かなくなったから、異常に気付いたんじゃないのか？」

「……」

「いつからその悪夢を見るようになったんだよ」

「……この前の春だ」

「え」

「正確に言えば、カンナの昏こん睡すい事じ件けんの直後。大おお鰻うなぎの事件でさらに悪化した」

　どうやら藪やぶ蛇へびだったらしい。カンナの昏こん睡すいも大おお鰻うなぎも《伽が藍らん堂どう》が関わったものである。なぜか突然、問題の矛先が自分たちに向けられたような気がするが、かといってヤシギはリコたちを責める様子も見せなかった。

「……結局、原因は分かりゃしないのさ。分かったところで仕方がない」

「……」

「いいんだ。もうあたしはかつてのように、周りの期待に応えられないんだからね。さっさと見捨ててくれた方が、こっちも気が楽になる」

「……ふーん」

　リコはそう言って抜刀すると、ヤシギの首元に突き付けた。

「じゃあ、引導を渡してやろうか」

「……」

「部下に殺させるのは忍びないだろうけど、別にオレに殺させる分には、あんたも気にならないだろ？　オレだって別に気にしない。カンナやビヌに恨まれるかもしれないけど、あんたのせいであいつらが苦しむ方が、もっと嫌だからな」

「……」

　リコはまっすぐに、ヤシギの瞳を見つめた。見るものを一目で竦すくめさせていた彼女の眼光は、今や霧に飲まれたかのごとく鈍り、そして揺れている。

　リコは小さく溜ため息いきを漏らした。

「まだ死ぬ覚悟はないんだろ？」

「……」

「見捨ててほしいって言いながら、あんたはどうにか悪夢に耐えようとしてる。侵入者が来たら、守ろうとしている。要するに、生きようともがいてる」

「……」

「吐いてもいいから、食ってみろよ」

　リコは木刀をしまい、マドレーヌとホットミルクの器をヤシギの手に押し付けた。ヤシギはしばらくそれをじっと見つめていたが、やがてホットミルクを一口啜すする。そして、マドレーヌをミルクに浸し、震える手で口に運んだ。

「……っ」

　一瞬ヤシギは顔を歪ゆがめるが、しかし吐き出すことはしなかった。ゆっくりと飲み込み、再びホットミルクを口にする。すると、不意に淀よどんだ彼女の瞳から、涙が流れるのだった。

「……ヤシギさん？」

　ウカが声をかけると、ヤシギは再びマドレーヌを手に取り、かじる。涙を拭おうとはしない。

「……あたしは、もう頭がおかしいんだ……」

「……」

「……何かを食べると、自分の知らない記憶が……どこかから噴き出してくる。記憶が溢あふれてくるんだよ。……それも、背中を預けていた大木の硬さとか、夕暮れに鳴いた鳥の寂しい囀さえずりとか、失ったのに忘れられない誰かの体温とか、そういうものが波のように押し寄せて、あたしを窒息させる。ヤシギなんていう記憶は、あまりに薄っぺらくて、弱々しくて……」

　するとウカはそっと腰をかがめ、正面から彼女を見つめた。

「おかしくなんかありませんよ」

「……」

「もともと、食というのは人間の外部記憶装置です。その時の感覚、気持ち、そういうものをまるごと記憶して、箱にしまって頭の中においておける。ただ、その箱を開けるためには同じような体験という鍵が必要になるんです。ヤシギさんは今、その箱を開いているんですよ。何かを食べることで、記憶の箱を開けている。それは人であれば誰にでも起きうることです」

「……けどね、一つの鍵が沢山の箱を開きすぎるんだよ……」

「ヤシギさん、落ち着いてください。鍵を持っているのは、ヤシギさん一人だけです」

「……あたし、一人？」

「今、鍵を手にしているのはヤシギさん一人、それがヤシギさんなんです。どんなに箱が開いても、ヤシギさんが消えてなくなるわけじゃない。そこだけは忘れないでください」

　ウカの真摯なまなざしには何か強い光が宿っていて、一瞬、ヤシギの瞳はその光を飲み込み、同じく輝いたように見えた。

　記憶。

　クローン。

　そして、《人類進化機構ＨＥＯ》。

　リコはそこで、ようやく二年前のことを思い出したのである。

「……なあ、ヤシギ。もしかしたら、あんたの悪夢について、分かるやつがいるかもしれない」

「悪夢が、分かる……？」

「確証はない。単なるオレの直観だし。でも、たぶん……何かは知っていると思う」

「……何者なんだ、そいつは」

「そいつ、というか……そいつら、というか……《アラカワ・リバー》を超えた北《アダチ》のジャングルに棲すんでる種族だ」

「種族？」

「ああ、種族。人じゃない。エルフだよ」
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《人類進化機構ＨＥＯ》に出くわさないように、耳を澄ませて階段を上る。

　目指すは廃はい墟きよビルの十七階──《伽が藍らん堂どう》である。

　まさか自分の家に帰るために痛覚ドラッグを打つ日が来ようとは、リコも考えていなかった。しかし向こうからすれば《伽が藍らん堂どう》で待つ以上の選択肢はないわけで、捕まるとわかって罠わなに飛び込むようなものである。

　とはいえ、エルフに会うためには《伽が藍らん堂どう》に置いてあるとあるものが必要となる。ウカはヤシギのもとで待機してもらい、リコは単身廃はい墟きよビルへやってきたのだった。

　やがて、会敵することもなく十七階にたどり着くと、何やら汚らしい咀そ嚼しやく音が耳につく。慌てて食堂に駆け込んでみれば、そこにいたのは一人の空き巣──ではなく、

「……なんで、お前が飯食ってんだよ」

　でっぷりと腹を膨らませ、つるりと頭皮を輝かせる、一人の男。八本足の機工体をガチャガチャ鳴らし、カクタスが瓶ビールＮＥＯ青島を飲んでいた。食物庫に入れておいたはずのベーコンも、既に半分ほどが腹の中に消えたらしい。

「んだよ、留守番をしてやってんだから、その賃金代わりだろうよ。大昔の人間も、ビールやパンで報酬を払ってたっていうぜ」

「《伽が藍らん堂どう》を守るやつに、《伽が藍らん堂どう》を食い尽くされたら本末転倒だろ……」

「はあ？　食堂なんぞ、おめえとウカが残ってりゃ、それで十分だろうが。オレは自家農園の遺伝子資産がもったいねえから、仕事を引き受けてやってんだ」

　リコは「はいはい」と聞き流しながら、あらためて店内をぐるりと確認する。机も椅子も穴だらけ、厨ちゆう房ぼうの棚もことごとく中を引ひっ搔かき回まわされていた。《語り手オラトール》との対話の直後、ナイフ一つで機工化兵と戦った、その名残。あるいはリコがなんとか逃げ出した後、《人類進化機構ＨＥＯ》が探索して荒らした、その惨状である。さすがに連中も調理道具に興味はなかったのか、盗まれている様子はないのが不幸中の幸い。ただそれでも、その光景は堪えるものがある。

　すると、カクタスはベーコンをむしゃむしゃと頰張りながら、

「おめえもそんな顔をするようになったか」

　と笑った。

「は？」

「お前に事務所をぶっ壊されてた俺の気持ちが、よく分かっただろ」

「《シード》のボロ小屋と《伽が藍らん堂どう》を一緒にすんな」

「はっはっは、そりゃあそうだな。でもよ、お前もいっちょまえに、ものを惜しいと思うようになったってことだろうが」

「……オレは昔からものを大切にする性格だっての。カクタスのものは別だけど」

「そりゃよ、俺のもんを自分のもんだと思ってるからだ。それでもって、お前は自分のもんはどうでもいい性分だった。《シード》の鉄砲玉なんて呼び名が、命を惜しむ輩やからにつけられるわけがねえ」

「……お前、酔っぱらってんのか？　思い出話なんて柄じゃないだろ」

「いやあ、さすがに育てた娘との今生の別れとなると、こういう話もしたくなるもんだろ」

「なんで今生の別れなんだよっ！　死ぬ予定は当分ないからなっ！」

「だってよ、お前ら、エルフに会うつもりなんだろ」

「……そうだけど」

「二年前、俺とお前がウカを回収しに《アダチ》に入った時も言ったじゃねえか。死ぬかもしれねえぞって。ペヨーテは元来、霊と繫つながるための道だ」

「分かってるっての……」

　カクタスの説教から逃げるようにして、リコは自分の部屋に戻った。改めてみると、厨ちゆう房ぼうに勝る壊滅状態である。刀や仕事道具を取るため、機工化兵とやり合いながら飛び込んだのがこの部屋である。無論、銃弾の嵐となり、ベッドはボロボロ、リコが割って飛び出した窓は綺き麗れいさっぱり砕けている。ただし幸いなことに、リコがここへ帰ってきた目的──窓際に置かれたサボテンだけは無事だった。

　ウバタマサボテン、別名ペヨーテ。聞いた話では、南米の方で強烈な幻覚剤として使われてきたらしい。《アダチ》に向かい、エルフに会う上で、もっとも大きな問題がこれにあった。エルフの森に入るためには、ペヨーテを摂取しなければならないのである。もしも正気のまま入れば、侵入者は狂って死ぬと言われている。実際に、何の準備もなく足を踏み入れたMATAGIが記憶を失い、幼い子供のようになって帰ってきたという話もある。ただ、ペヨーテによってすさまじい幻覚を見ることもまた事実であり、いずれにせよ気は狂う。どういう原理かリコは知らないが、幻覚で幻覚に打ち勝つというのがペヨーテを食べる理由なのだそうだ。

「……死ぬかもしれない、ね」

　カクタスの言葉は何も脅しではない。リコもその危険を分かってはいたが、ここまで来たら引き返せるものでもないのだった。どうせヤシギの問題を解決しなければ《伽が藍らん堂どう》は《人類進化機構ＨＥＯ》に目を付けられたまま。そして、もはやヤシギを引き渡して、全て無かったことにできないくらい、《伽が藍らん堂どう》は彼女たちの事情に踏み込んでしまったのだ。

　ペヨーテをナイフで切り取り食堂へ戻ると、カウンターに座ったカクタスが機き械かい仕じ掛かけの蛸たこ足あしでリコを手招きをした。

「おい、いいからちょっと座れ」

「……なんだよ、まだ話があんのか？　《人類進化機構ＨＥＯ》が戻ってきたらどうすんだよ。あいつら、オレを殺す気なんだぞ……」

　そう文句を言いながらも、リコは渋々カウンターに座る。カクタスは二つのコップにボトルの白酒パイチユウを注ぎ入れ、一つをリコに差し出してきた。

「……それも倉庫から盗んできたのか？」

「いいや、これは《シード》の秘蔵品だ。さすがに白酒の備えは《伽が藍らん堂どう》に負けねえよ」

　カクタスがぐいと一飲み。リコも同じく一気に咽喉へ流し込むと、燃え上がるような酒精の刺激と凝縮した唐とう黍きびの甘みに思わず身震いしてしまう。

「かーっ！　うまっ！　これ、本当に餞はなむけっぽいじゃん。むしろ、オレに死んでほしいのか？」

「そしたら、自家農園は俺がもらってやるよ」

「……オレは構わないけど、まあ、ウカが許さないだろうな」

「お前が死んでも、ウカは死なねえか」

「死なせるわけがない」

　リコが断固とした口調で言い切ると、カクタスは赤ら顔をにひひと歪ゆがめる。
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「……ほんと、二年前が懐なつかしいもんだ」

「あれもちょうど、大きな磁気嵐の後だったもんな」

「そうだ。《自律人形遺産ノア・シリーズ》を載せたとかいう静止衛星が落ちたってな。あの話を聞いた時にゃ、俺も奮い立ったもんだ……」

「そういやさ、なんでオレ一人で行かせなかったんだ？　別に《アラカワ》を放り出して、カクタスまでついて来る必要はなかっただろ」

「おめえよぉ、ウカと一緒にいるから忘れてるかもしれねえが、一応《自律人形遺産ノア・シリーズ》は生ける伝説なんだぜ？　文明が滅んだ今となっちゃ、その頭に詰まった情報が代えがたいほどの価値になる。もしも人を殺す知識を持った《自律人形遺産ノア・シリーズ》がいたとしたら、そいつを手に入れたやつが王様だ。俺も自分の目で確かめたかったに決まってんだろ」

「でも、蓋を開けてみたら料理人だもんな」

「ああ、ありゃ、酷ひどい話だった」

「でも、今は別の意味で後悔してるだろ？　オレが《シード》を抜けて、ウカと一緒に食堂やるのを認めてなかったらさ、もしかしたら《シード》がスコピュルスの胃袋を摑つかめたかもしれない」

「そりゃ、あくまで『かもしれない』だ。どっちにしろ俺は過去の判断にどうこう悩む性格じゃねえ。子供が独立を望んでるなら、親が口を出す必要もねえだろう」

　リコがカクタスのコップに白酒をもう一杯注ぐと、彼は間を置かずにぐっと飲み干す。リコも自分の器に注いで、やはり同じように飲み干した。そして、席を立つ。

「オレはもう行くよ。ウカたちを待たせるわけにもいかないし」

　すると、カクタスは機工体の小さな引き出しからインカムを取り出し、リコに投げ渡した。

「お前、クジラの時に壊しただろう。その代わりだ」

「……もう仕事は終わったんだから、付ける必要ないだろ？　それとも、優しいオヤジさんは助けを呼んだら駆けつけてくれるって？」

「馬鹿言うんじゃねえ。お前が俺を呼んでいいのは、《シード》にとっての儲もうけ話がある時だけだ。それぐらいの判断はできるだろ」

「あはは、りょーかい」

　リコは笑ってインカムを耳に付け、三杯目の酒を注ぐカクタスに向かって言う。

「あんたもあんまり飲みすぎんなよ？　オレより先に死なれちゃ困る」

「お前に心配されるほど、やわな肝臓じゃねえよ」

　その相変わらずぶっきらぼうな物言いに、リコはやはりほっとする。カクタスと自分との間に、湿っぽいものは酒だけで十分だ。

「じゃあ、いってきます」

「ん、いってこい」

　ボロボロになった《伽が藍らん堂どう》もきっと、彼がいるうちは大丈夫だろう。その間に、厄介な話は全部片づけて、ウカと一緒に帰ってこよう。そうしたら今度はもう少しだけ、ゆっくり酒に付き合ってやろうと、リコは思う。

「帰るまでに酒が残っていたら、だけどな」

　そんな独り言を漏らしながら、リコはウカたちが待つ《センジュ・ネオ・ブリッジ》へと向かった。
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　第三実験都市スコピュルスの北限は巨大河川《アラカワ・リバー》である。温暖化に伴う雨量の増加で川幅は膨れ上がり、中流でも五百メートル以上。水深も平均して二十メートルはある。かつて《アダチ》の北と南を繫つないでいた《センジュ・ネオ・ブリッジ》はかろうじて形を留とどめていたが、河か岸しが削れたために両端は大地から離れていた。そのため、ジャングルでの狩りや採取を生業とする者たちは《センジュ・ネオ・ブリッジ》と岸の間に吊つり橋ばしをかけた。いわば橋に渡るための橋、である。

　ウカとヤシギが待っていたのは、そんな吊つり橋ばしの前だった。リコが駆け寄るとウカはすかさず口もとに顔を近づけ、鼻を引くつかせる。

「……リコちゃんから、お酒の匂いがする」

　ヤシギからも軽蔑の視線を送られ、リコは慌てて弁明した。

「いやいや！　カクタスに誘われたから、一口飲んだだけだって！」

「……一口？」

「あ……いや、二杯……」

「これからジャングル探検だっていうのに、ちょっと気が緩みすぎだと思うんですけどー」

「……どうせペヨーテで酔っぱらうんだから、同じじゃん……」

　リコが溜ため息いきを漏らすと、ヤシギが「ペヨーテ？」と眉尻を上げる。問題解決の糸口が見えて、多少復調したらしい。その瞳にはかつての鋭さが戻り始めている。リコは持ってきたサボテンを差し出しながらも、「まだ食べるなよ」と釘くぎを刺した。

「……随分とふにゃふにゃしたもんだね」

「幻覚成分たっぷりの汁が詰まってるからな」

「これを食えばジャングルに入っても死なないなんて、信じられないけれど……酔っぱらっている間に猛獣に襲われたらどうするんだい」

「詳しいことはよくわからないけど、エルフが住む区域の周りには基本的に危険な生き物が寄り付かない。カクタスは、毒みたいなもんが撒まかれてるって言ってたな。その毒を吸っても死なないように、ペヨーテを使うらしい」

「聞けば聞くほど、信じがたいね。そのエルフとかいうのも、幻覚を使った人間が見た幻じゃないのかい？　ここは中世のお伽とぎ噺ばなしじゃないんだよ」

「今でも竜は飛んでるじゃん」

「竜には理屈があるだろう。でも、エルフだなんてのは……」

「正体が知りたきゃ、本人に聞けよ。きっと答えてくれるって。それに少なくとも、エルフはスコピュルスにもいるらしいぞ。カクタスがこのペヨーテを手に入れたのも、人に紛れて暮らしているエルフの知り合いがいたからだし」

　ヤシギからペヨーテを返されると、リコはさっそく吊つり橋ばしを歩き始めた。ハガネヅルを編み込んで作ったそれは、千切れこそしないが一歩歩くだけでぐらりと全体に揺れが伝わる。足場となる木板はところどころ欠けていて、気を抜けば川にドボンだろう。

「ウカ、大丈夫か？　命綱繫つないでもいいんだぞ」

　後ろを歩くウカに声をかけると、

「わたし、別に運動できないわけじゃないもん。リコちゃんは自分のことだけ注意して」

　とすげない返答。ちらりと振り返って確認すると、本当に平気な顔をして歩いている。

「ところでさ、ビヌたちにはなんて言って出てきたんだ？　さすがに引きこもってた首領が突然ジャングルに行くとか言い出したら、気でも狂ったか、見捨てられるとでも思うだろ」

「それが全然。はい、分かりました、待っています、って」

「すげえな」

「みんな、ヤシギさんのことが心配で、元気になってほしいんだろうね」

「……カンナは？」

「……カンナさんは……結局、部屋に閉じこもったままだった」

「ま、あれだけ酷ひどいこと言ったんだから、仕方ないよな。あーあ、かわいそうなカンナだ」

　わざと後ろにも聞こえるような声で言うと、ウカの後ろを歩いていたヤシギがふんっ、と鼻を鳴らす。

「……嫌われるくらいでちょうどいいんだよ、あたしは」

　すると、すかさずウカがリコの背中を小突いてきた。そして、声を潜めながらも、眉間にしわを寄せて言う。

「もー！　なんでそういう言い方するの！　折角、ヤシギさんが元気になってきたのに！」

「だって、少しくらい反省した方がいいじゃん」

「もう十分してるでしょ！」

「してるなら、無視されても謝っておくべきだと思うけど？　どうせあれだろ？　部屋の前まで行って、扉を叩たたいてはみたものの、返事がないからしょんぼりして諦めたんだろ？」

「……リコちゃんって、そういうことだけは妙に察しがいいよね」

「だけってなんだよ、だけって」

「よーく普段の自分を振り返ってみてくださーい」

　なぜか文句を言いたげなウカの目線に、リコは肩をすくめるしかない。そんな話をしているうちに、二人は吊つり橋ばしを渡り終えて《センジュ・ネオ・ブリッジ》の橋桁にたどり着いた。振り返ると、やや遅れてはいるもののヤシギも無事についてきている。

「絶食してたのに、あんなに動けるなんてすごいね」

「オレとしてはあれくらい弱ってた方が、相手をするにはちょうどいいけどな」

「もうヤシギさんと戦うなんてことは絶対にしないでよ」

「向こうが錯乱してなけりゃ、そんなことは──」

　と、不意にリコの口が止まる。というのも、吊つり橋ばしを渡るヤシギのそのさらに奥。かなり離れたところに、一つの見知った人影を見つけたからである。

「……なっ、ちょっ！　あれ、カンナだよな!?」

　吊つり橋ばしの手すりにしがみつきながら、よたよたとＨＭＤをかぶった少女が歩いていた。ほんの少しずつ進んではいるものの、彼女は吊つり橋ばしの中腹に差し掛かっている。風のそよぎ一つで、ツルが軋きしみ、橋が揺れる難所だった。

　そしてリコの嫌な予感はすぐに的中し、

「きゃっ！」

　小さな悲鳴を上げて、カンナが足を踏み外す。手は吊つり橋ばしを摑つかんでいるが、ひ弱な彼女の腕が体重を支えられるわけもなく、ずるずると下に落ち始める。真下には滔とう々とうと流れる《アラカワ・リバー》。さすがに落ちて無事に済む高さではないだろう。

　リコはとっさに駆けだそうとしたが、それよりも早かったのはヤシギだった。悲鳴によってカンナの存在に気づいた彼女は、身を翻ひるがえすやいなや、吊つり橋ばしの上を躊躇ためらいもせずに走り出す。

「カンナっ！」

　まるで風に乗るように、銀髪を閃ひらめかせてヤシギは走った。そして、差し伸ばされたカンナの手を、間一髪で摑つかみとる。

「姐ねえさん……」

「──っ、あんた、こんなに重たかったのかい！」

　強がりで叫ぶヤシギの表情に余裕はない。衰えた筋力と限界まで落ちた体重は、カンナ一人の重みを耐えるだけでも精一杯だったのである。しかし、苦しい時間はそう長くは続かない。すぐに追いついたリコが、ヤシギの身体からだを後ろから引っ張り上げたのだった。

　なんとか吊つり橋ばしの木板に足をかけることができたカンナは、それから無言でヤシギの胸に顔を埋めた。ヤシギは一瞬目を見開き、それから静かにカンナを抱きしめる。さすがに二人の仲を邪魔するのは野暮なので、リコはさっさと橋桁へ戻ることにした。そこではウカがほっとした様子で、ずっと抱き合ったままのカンナとヤシギを見つめている。

「……まさかカンナさんがここまで付いてくるなんてね」

「それだけヤシギのことが心配だったってことだろ。ほんと、カンナもどうしてあんな自分勝手なやつを慕ってるんだか、さっぱりだけどさ」

「わたしは……よく分かるけどね」

「……え、なに、ウカの好みってヤシギみたいなやつなのか？」

「そういうことじゃありません」

「じゃあ、どういうことだよ」

　リコが尋ねても、ウカはつんと顔を背けて、それ以上答えてはくれなかった。

　結局のところ、ヤシギの身を案じたカンナはビヌたちに黙って立坑を抜け出し、後を付いてきたらしい。リコとしては、カンナをジャングルに連れていき、これ以上の危険に晒さらすようなことは避けたかったのだが、果たしてどんな仲直りをしたのか、橋を渡り切ったころにはカンナはヤシギにしがみつかんとする勢いで、どうやっても二人を引き離すことは不可能なようだった。

　仕方なく、リコはカンナを連れたまま《アダチ》ジャングルに入ることにする。しばらく森を進むと、突如として進路を横断する水路が現れた。それは明らかに人工的なつくりをしていて、澄んだ水が静かに流れている。

「これがエルフの森の境界線だ。ここから先は、どんなに優秀なMATAGIも渡り竜も、足を踏み入れない」

「能書きはいいから、はやくペヨーテを出しな。どんなに脅されたって、あたしたちは行くしかないんだから」

「……ノリが悪いなあ、ほんと」

　リコはそれからペヨーテを取り出して、四つに切り分ける。その一つをウカに手渡すと、彼女は小首をかしげ、

「わたし、どうせ効かないよ？　二年前だって、幻覚なんて見なかったし……」

「知ってるけどさ。食べてみたいかなって」

「それは……ありがと」

「あ、でも、めちゃくちゃまずいからな」

「え」

「オレは二年前、ちょっと舐なめて、一旦腹の中のものを全部吐き出したよ」

「……」

　それを聞いて、手を止めたのはヤシギとカンナである。その上、リコはさらりと付け加える。

「これを食って数時間は本当に意識が吹っ飛ぶから、当然だけどオレも道案内はできない。それぞれがなんとか森を進んで、運が良ければ合流できる。ウカは……まあ、カンナと一緒に行ってくれ。オレとヤシギが狂って襲い掛かった場合、たぶんウカを殺しかねないから」

「「「……」」」

「奥の方にたどり着けば、エルフが助けてくれるとは思うけど……そうだな、待ち合わせ場所は研究所にしよう」

「研究所？　そんなものがあるのかい」

「もともとエルフが住んでるのは《人類進化機構ＨＥＯ》の研究所跡地だよ。カクタス曰いわく、エルフはそこで研究所ごと廃棄された試験体らしい」

「……ほんと、とんでもないことに首を突っ込むわけだ」

　ヤシギは大きく溜ため息いきを漏らし、それからふとカンナの頰にそっと触れた。

「気を付けてお行き。ドラッグの耐性はあんたが一番強そうだから、心配はしてないけどね」

「うん。姐ねえさんも気を付けてね」

　そして、二人はサボテンを同時に口に含む。ヤシギはさすがの精神力ゆえか、口元をわずかに歪ゆがめただけで、しばらくすると水路をまたいで森の奥に消えた。一方、カンナは吐き出しこそしなかったが、ＨＭＤの表示が故障でもしたかのように「[image: かおもじ]」のまま微動だにしない。

「……じゃあね、リコちゃん」

「ああ、またな」

　ウカは「うわー、確かにすごい味だね」などと吞のん気きな感想を漏らしながら、茫ぼう然ぜん自じ失しつのカンナの手を引き、水路の向こうへ進んでいった。そして最後にリコも大きく息を吐き出し、口の中にペヨーテを放り込む。

　ぶよぶよの肉質から、強烈な苦みを伴った汁が溢あふれ出でた。これは毒だと、間違いなく危険物だと、体が無意識に反応し、胃袋を収縮させる。しかし、それでも気合で飲み込むしかない。そして、水路を超えてエルフの森を歩きだした次の瞬間、




　──ドンッ！

　と、すぐ近くで発砲音が響き渡った。




　　　　３




　振り返ると、遠方に見えたのは三さん面めん六ろつ臂ぴのASHURAである。《人類進化機構ＨＥＯ》の機工化部隊が、小銃を引っ提げてこちらに向かってきていた。

　まさか、こんな最悪のタイミングで見つかるとは。

　リコは慌てて地面を蹴るが、幻覚のせいでうまく力が入らない。足がもつれ、大地を這はう木の根や鬱うつ蒼そうとした下草に何度も引っかかる。しかし追手は容赦なく、背後から無数の銃弾を浴びせてきた。鉄の破片が肩をかすり、腕を貫き、血が流れる。

　自分が傷つくのは構わないが、問題はウカとカンナである。この速度で進めば、すぐに追いついてしまう。どうにかして、《人類進化機構ＨＥＯ》を引き付けなければならない。

　リコはそれから突如進行方向を右に向けた。追手との距離は縮まってしまうが、時間稼ぎはできる。障害物の多い森の中ならば、銃弾の雨もそれほど脅威ではない。どうかウカたちが《人類進化機構ＨＥＯ》に見つからないことを祈るばかりである。

　それからしばらく森を駆けていると、リコの前に再び水路が現れた。エルフの森の中心部から逸それ、外れに戻ってきてしまったらしい。後ろを確認すると機工化部隊との距離はかなり開いている。どうやら向こうはリコを見失ったらしい。

　……しかし、次はどこへ行けばよいのだろう。水路を超えていっそうウカたちから離れるべきか、それとも水路沿いに走って追手を撒まき、自分も中心部へと向かうべきか。

　そんな時、ふと後ろから耳慣れた野太い罵声が響く。

「おい、リコ！　ぼーっと突っ立ってんじゃねえ！　さっさとそれを食わねえか！」

　カクタスに言われて目を落とせば、自分の手にはまだ口を付けていないペヨーテのかけら。おずおずとその汁に舌先を付けると、その強烈な苦みに思わず胃の中身がせりあがる。道中に食べたオイル・バーが全部逆流した。

「くそっ、手間のかかるやつだな！」

　カクタスに顔を摑つかまれ、無理やりペヨーテを口に突っ込まれる。涙目になって咀そ嚼しやくし、リコはそれを飲み込んだ。

「この水路を超えた先が、エルフの森だ！　走るぞ！」

　一足先に森へ消えたカクタスを追うようにして、リコは水路を飛び越えた。そしてエルフの森を歩き始める。しかし、それからすぐに、




　──ドンッ！

　と、すぐ近くで発砲音が響き渡った。

　振り返ると、遠方に見えたのは三さん面めん六ろつ臂ぴのASHURAである。《人類進化機構ＨＥＯ》の機工化部隊が、小銃を引っ提げてこちらに向かってきていた。

　まさか、こんな最悪のタイミングで見つかるとは。

　リコは慌てて地面を蹴るが、幻覚のせいでうまく力が入らない。足がもつれ、大地を這はう木の根や鬱うつ蒼そうとした下草に何度も引っかかる。しかし追手は容赦なく、背後から無数の銃弾を浴びせてきた。鉄の破片が肩をかすり、腕を貫き、血が流れる。

　自分が傷つくのは構わないが、問題はカクタスである。この速度で進めば、すぐに追いついてしまう。どうにかして、《人類進化機構ＨＥＯ》を引き付けなければならない。

　リコはそれから突如進行方向を右に向けた。追手との距離は縮まってしまうが、時間稼ぎはできる。障害物の多い森の中ならば、銃弾の雨もそれほど脅威ではない。どうかカクタスが《人類進化機構ＨＥＯ》に見つからないことを祈るばかりである。

　それからしばらく森を駆けていると、リコの前に再び水路が現れた。エルフの森の中心部から逸それ、外れに戻ってきてしまったらしい。後ろを確認すると機工化部隊との距離はかなり開いている。どうやら向こうはリコを見失ったらしい。

　……しかし、次はどこへ行けばよいのだろう。水路を超えていっそうカクタスから離れるべきか、それとも水路沿いに走って追手を撒まき、中心部へと向かうべきか。

　そんな時、ふと後ろから耳慣れた野太い罵声が響く。

「おい、リコ！　ぼーっと突っ立ってんじゃねえ！　さっさとそれを食わねえか！」

　カクタスに言われて目を落とせば、自分の手にはまだ口を付けていないペヨーテのかけら。

　おずおずとその汁に舌先を付けようとして──ふと止まる。

　いや、おかしい。さっき、自分はペヨーテを食べたはずではないか。カクタスと共にペヨーテを食べ、水路の向こうへ渡ったはずではないか。いや、もっと前は？　もっと前は、ウカとカンナとヤシギがいた。四人でペヨーテを分け合い、水路の向こうへ渡ったはずではないか。

　いや、分からない。

　ウカ？

　誰だ、それは。

　とにかく今は頭が働かない。気が動転しているのだろう。なにせ《センジュ・ネオ・ブリッジ》で《人類進化機構ＨＥＯ》と出くわしてから、すぐに攻撃を受けたのだ。おそらく《アダチ》の北に墜落した《自律人形遺産ノア・シリーズ》をあいつらも回収しに来たに違いない。こうなったら早い者勝ちだ。ペヨーテを食べて、エルフの森を進むだけ。

　改めてサボテンの汁に舌先を付けると、その強烈な苦みに思わず胃の中身がせりあがる。道中に食べたオイル・バーが全部逆流した。

「くそっ、手間のかかるやつだな！」

　カクタスに顔を摑つかまれ、無理やりペヨーテを口に突っ込まれる。涙目になって咀そ嚼しやくし、リコはそれを飲み込んだ。

「この水路を超えた先が、エルフの森だ！　走るぞ！」

　一足先に森へ消えたカクタスを追うようにして、リコは水路を飛び越えた。そしてエルフの森を歩き始める。しかし、それからすぐに、




　──ドンッ！

　と、すぐ近くで発砲音が響き渡った──……




　それからどれほどの時間が経たったのか。リコは気付けば森を抜けていた。いや、正確に言えば相変わらず樹き々ぎはいたるところに生えているのだが、それまでとは少し趣が異なっている。一本一本の間に間隔があり、空を枝葉によって隠されない場所がある。下草は見つからず、あるのは柔らかな芝と慎つつましい花。要するに、人の手が入っている森だった。

「……って、うわっ！」

　ぼうっとあたりを眺めていたら、いつの間にか隣に一人の女が立っていることに気付き、リコはぎょっとする。野放図な黒髪と大きな一枚布をゆったりと体に巻き付けたかのような不思議な格好である。白地に映える色鮮やかな刺し繡しゆうには、植物を象かたどった模様が見て取れた。

「あんたはエルフの……？」

「……」

「おーい、聞いてる？」

　無視しているというわけでもないのに、なぜか彼女はにこりと笑みを浮かべたまま、口を動かさなかった。そして踵きびすを返かえすと、どこかへ向かって歩き始める。しばらく進むと一度リコの方へ振り返り、まるで付いてこいとでもいうように手招きをした。

「……なんなんだよ……」

　案内人の後を歩いていくと、次第にちらほらと他の住民の姿も見えた。ただし奇妙なのは、その一人一人が案内人と瓜二つの顔をしていること。まるで区別がつかない。あたかも一人の人間が無数に増殖したかのようで、リコはまだペヨーテの幻覚が身体からだから抜けきっていないのかと不安になった。

　連れていかれた先にはカクタスがいたが、彼はリコに気付くとすぐに近づいてくる。

「よお、リコ、大丈夫か？　怪け我がはしてねえようだが」

「……オレ、夢見てるわけじゃないよな？」

　リコが呟つぶやくと、不意に機工体の蛸たこ足あしが伸びて、リコの頰をつねった。

「いてえよ！　馬鹿！」

　すかさず木刀で蛸たこ足あしを振り払おうとすると、カクタスはそれを器用に避けて、

「んー、まだ本調子じゃねえな。でも、じきにここの空気にも慣れる」

「……この、おんなじ顔の住民についての説明は？」

「んなもん、同じ人間が沢山いるってだけじゃねえか。クローンだよ。クローン」

「いや、そうなんだろうけどさ……」

「話したところでお前の頭じゃ分からねえと思うが……気になるなら、見学でもするか？　すげえぞ、ここの《類研》は」

　カクタスの視線が向かったのは、ジャングルの中で異様な存在感を放つドーム型の建物。苔こけや蔦つたに覆われているが、ガラス窓の名残も見える。

「……でもさ、《類態研究所》って《人類進化機構ＨＥＯ》の管轄だろ。さっきオレたちを追っかけてきたやつらのお仲間じゃん」

「百年以上放置されてんだ、心配はいらねえよ。それにもしも《人類進化機構ＨＥＯ》のお仲間なら、生きてここにやってくることはできねえさ。エルフに嫌われてるからな、あいつらは」

「……ふーん」

「そんなことより、ついてこい。天から降ってきたお人形と、ご対面といこうじゃないか」

　カクタスはそう言うと、がしょんがしょんと足音を鳴らして歩き始めた。視界に入るエルフたちのことは頭の隅に追いやって、リコも大人しく隣を歩く。

《自律人形遺産ノア・シリーズ》が乗った宇宙船というのは、ちょうどエルフの森の内側に墜落したらしい。エルフたちはあまり関心がないらしく、墜落で生じた火事を消した後は近寄ってもいないのだとか。墜落してから三日、《自律人形遺産ノア・シリーズ》を見つけるためにエルフの森まで来た者は、リコとカクタスが最初だった。

　しかし、懸け念ねんがないわけでもなかった。墜落と言っても、静止衛星軌道上からの墜落である。どんなに緊急減速装置が働こうとも、地面との衝突時に強い衝撃があったことは間違いない。最悪、《自律人形遺産ノア・シリーズ》は故障──死亡？──している可能性も覚悟しよう、とカクタスは話していたのだが、

「……おいおい、なんだこりゃ」

「……たぶん……台所だろ」

　たどり着いた先で待ち受けていたのは、墜落した宇宙船……の前に置かれた、ぐつぐつとスープが煮える鍋。それから赤々と炎を吐き出す竈かまどの上の大きな鉄板と、その上で焼かれる白くて薄い餅のようなもの。傍かたわらには何か動物の脚が全身の皮を剝がされ、綺き麗れいなピンク色の筋肉を剝むき出だしにして木に吊つられている。エルフがやったのではないとすれば、それは当然、答えは一つ。

「あ、こんにちは！」

　宇宙船の影からひょこりと、《自律人形遺産ノア・シリーズ》が顔を出した。エルフの黒髪とは対照的な、眩まばゆいばかりの金色の髪。一点の曇りもない肌は、少女と呼ぶにふさわしい瑞みず々みずしさを湛たたえている。予想していた《自律人形遺産ノア・シリーズ》の印象とあまりに異なったせいか、さすがのカクタスも言葉を失っていた。そこで、《自律人形遺産ノア・シリーズ》の方から話しかけられる。

「あの……お二人は……人間の方……ですか？」

「え？」

「あ、えーっと、わたしずっと宇宙にいて、ここ二百年くらい地球がどうなっていたか知らないんですけど、八本足の宇宙人と共存しているわけじゃ──」

「違う違う！　このおっさんの脚は機工体……まあ、要するに機械だよ！　オレたちは二人とも人間だ！」

「それは良かった……さすがに、宇宙人が喜ぶご飯は知らなかったので……」

「……ご飯？」

「はい、ご飯です」

「……やっぱこの目の前にあるやつ全部、あんたが作ったんだよな？」

「そうですよ。……この近くに住んでいる方々は、なぜかわたしが近づくと隠れてしまうので、まずはご飯でお近づきになりたいなあ、と。引っ越し蕎そ麦ばというものです」

「……」

　ここまで話せば、さすがに現実を受け止めざるを得ないものである。カクタスはじっと少女を見つめ、尋ねた。

「……嬢ちゃん、《自律人形遺産ノア・シリーズ》だよな」

「はい。えーっと、たぶん……《調理師コクトール》……食が専門だと思います」

「たぶんって……よく覚えていないのか」

「わたし、目覚めたのが宇宙船の中だったので……」

「そうか……」

　カクタスは《自律人形遺産ノア・シリーズ》が持つ過去にこそ興味があると語っていた。様々な技術や知識が失われた24世紀において、人間の革新は過去の遺物を掘り起こすところにしかない。しかし、目の前の少女はどうやらほとんど記憶がなく、その上知っていることと言えば食に関する事柄だけ。彼にとって、多少なりとも期待が外れたことは間違いないだろう。

　あまり芳かんばしくないカクタスの反応に、《調理師コクトール》は何か気を悪くさせたとでも思ったのか、

「あの、もうすぐ出来上がるので、よかったらわたしの料理を食べていってください。ジャングルの中で食べられそうなものを集めただけなので、自信はないんですけど……」

　彼女はそう言いながら、大きな板状の葉を鉄板と平べったい餅の間に滑り込ませ、器用にひっくり返す。近づいて匂いを嗅いでみると、ほんのり爽やかな香りがした。

「これ、何なの？　餅？」

「キャッサバの粉に細かく刻んだオリーブの実を練って作ったパンですよ。味見します？」

《調理師コクトール》は餅ならぬパンの端をちぎり、リコの前に差し出した。

「じゃあ、いただきます」

　小さな塊を口に放り込むと、予想以上に熱い。火傷やけどをしないようにはふはふと嚙かみながら、しかし驚くのはその柔らかさ。赤子の肌のようにふんわりとした食感で、リコは思わず、

「やっぱ餅じゃん！」

　と口走っていた。《調理師コクトール》は一瞬呆あつ気けにとられていたが、それからクスッと笑みを零こぼす。

「あ、いや……すごくおいしいよ」

「ありがとうございます」

　その表情が言いようもなく幸せそうで、なぜかリコは顔に血が上るのを感じた。そして、どこか誤魔化すように質問をする。

「それで、これも大昔の料理なのか？　よくこんな大きい鉄板なんか……って、あ」

「気づきました？　これ、宇宙船の外壁のファインセラミックスを使ってるんです。熱伝導率が良くて焼きむらも少ないので、ちょうどいいんですよ」

「……ま、まあ、それでまずくなるわけじゃないもんな」

「元来、料理は手近なものを最大限使って作るものですから。この宇宙船も、もう使い道はありませんしね」

　とはいえ、この船も老後に自分がキャッサバもちもちパンを焼く人生だとは思っていなかっただろう。平気でこういう発想がでてくるあたり、やはりこの可愛かわいい少女がただの人間ではないのだということを感じさせる。

「このレシピは即席ですけど、キャッサバは本当に昔から食されていたんですよ。元々日本ではあまり食べられていなかったので、意外かもしれませんが……」

「いや、オレは結構食うよ。スコピュルスではそう珍しくないんじゃないか？　竜狩りのやつらが持ち込んで以来、ジャングルだとどこでも手に入るしな」

「そうなんですか？　それじゃあ……あの、よかったらこっちも食べてみませんか？　アドボっていうんですけど、パンはこれの付け合わせとして作ったので」

　そう言って《調理師コクトール》はぐつぐつと煮えたぎる赤いスープをお椀わん代わりの木の実に盛り付け、リコに渡してきた。匂いを嗅ぐと、どこかレモンにも似た透き通った香りを感じる。具材はゆり根のような白い球根と柔らかそうな肉が入っていた。

「……いただきます」

　リコはアドボなどという料理を聞いたことがない。だからこそ、さすがに最初の一口は慎重になる。しかし、どうやら完全な杞き憂ゆうだったらしい。スープは見た目に反して辛味が一切なく、それよりも主たる味わいは酸味だった。それも、単純な酸味ではない。口あたりは柑かん橘きつの酸すっぱさを感じるものの、やがてゆっくりと穀物酢のような深い酸味に変わってゆくのである。それはゆり根の優しい甘みや肉のしっかりとした脂と合わさり、たまらなく胃袋を刺激する。

「うー、おいしい！　おい、カクタス！　食べてみろって！　これすごいよ！」

　リコの強い勧めで、一歩引いていたカクタスもスープを一口。するとたちまち、顔つきが変わった。

「なんじゃこりゃ……」

　もうそれからはスープも、餅のようなパンもどんどんカクタスの腹に吸い込まれていく。リコも慌てて自分の食事を再開するしかない。スープの肉は繊維がほどけるほどに煮込まれており、嚙かむと酸味とうま味が一体となった汁がじゅわっと口に広がる。そこでキャッサバパンを頰張ると、でんぷんの微かすかな甘みが引き立ち、ほろ苦いオリーブがアクセントとなって、またスープが飲みたくなる。

「アドボ、だっけ……これは、どうやって作ったんだ？　かなり酸すっぱいよな」

「具材を調味料に浸して、煮込むだけですよ。その酸味は植物のクエン酸と、蟻の蟻ぎ酸さんですね」

「……え？」

　近くにあった籠から《調理師コクトール》が取り出したのは、まさしく蟻ありだった。体長は二センチほどで、かなり大きく、鋼色の身体からだはどうみても食べ物に見えない。

「これ、乾から煎いりして羽も毟むしってあるので。食べてみてください」

「……」

　無む垢くな笑顔と共に差し出されたら、断るわけにもいかない。リコは蟻ありを摘まんで口に入れると、えいやっと嚙かみ潰す。

「……うわっ」

「すごいでしょう」

　……譬たとえるとするならば、出だ汁しと一緒に煮詰めた酢だろうか。確かに酸すっぱさはあるのだが、それほど強烈なものではない。むしろ驚くのはそのうま味だった。

「蟻ありは栄養が豊富で、アスパラギン酸やグルタミン酸のようなうま味成分がたっぷりなんです。これはハキリアリの仲間で、南米では昔からごちそうなんですよ。めったに取れないんです」

　すると、黙々と食べ続けていたカクタスが不意に口をはさむ。

「チカタナだろ」

「はい！　よくご存じですね！」

「一年に一回、雨が降った後の数日だけ現れるって話だ。取引をしているMATAGIに、一度食べさせられたことがある。ここらもすっかり熱帯になっちまったもんだ」

　さすが顔が広いやつは見識も広い。ただ、カクタスの話を聞いてリコは疑問が一つ。

「……でも、最近雨降ってないだろ」

「まあ、この前の磁気嵐でおかしくなっちまったんじゃねえか？　蟻ありの体内にはグリグ鉱って磁性鉄鋼があるって話を聞いたことがある。生物磁石──要するに、磁じ覚かくってやつだな。それが狂えば、行動も狂う。伝書鳩やクジラなんかも、磁気嵐には弱いって話だ」

「……大方、リブラリウスの爺じいさんの話だろ、それ」

「ん、その通り。生物兵器を作るうえで、磁覚の扱いには結構苦労したらしい」

　リコは、ふーん、と相あい槌づちを打つが、それより不思議なのは、どうしてこんなにおいしい食い物が出てくるのかということ。結局、目の前の少女の体に詰まった知識と技術、それがこのおいしさを作り上げているのである。しかも見知らぬ土地で材料を集め、道具を自作して作るのだから、その熱意には感服せざるを得ない。

　と、スープを啜すすりながらそんなことを思っていると、不意に《調理師コクトール》が尋ねてきた。

「あの……ところでお二人は、どうしてここに……？」

　すっかりお客様気分でご馳ち走そうを堪たん能のうしてしまったが、リコはそこでようやく本来の目的を思い出す。いったん器を置くと、こほん、と咳せき払ばらいをした。

「自己紹介がまだだったな。オレはリコリス──みんなはリコって呼んでるから、リコな。で、こっちがカクタス。このジャングルを南に進んだところにある、第三実験都市スコピュルスでそれなり威張っている暴力組織があってさ、《シード》って言うんだけど、カクタスはそこの幹部で……まあ、オレは護衛みたいな？」

「は、はあ……」

「単刀直入に言うと、オレたち、あんたを勧誘しに来たんだよ」




　　　　４




　リコと名乗った少女は、勧誘しに来た、と言った。《調理師コクトール》はその答えがあまりに予想外なものだったために、思わず「……わたしを？」と首を傾かしげてしまう。

「あの……わたしは全然戦うとか、そういうのには役立ちませんよ？」

「でも、あの肉とか自分で獲とったわけだろ？　それくらいの能力あれば十分だと思うけど」

　彼女は傍かたわらに吊つるされていた肉を指さしたが、《調理師コクトール》は小さくかぶりを振る。

「あれは偶然手に入ったんです。宇宙船の墜落で、このあたりにいた翼の生えたトカゲみたいな生き物を巻き込んでしまったようで、その死体を解体しました。わたし、狩りができるわけではないので」

「あ、そういうこと……でも言われてみりゃ《調理師コクトール》はあくまで料理人だもんな。食材調達には限度があるか」

「はい……それに、なんだかわたしが見たこともない生き物だらけで、やっぱり宇宙にいる間に地上は変わってしまったんですね……」

「そうだなあ、肉とか野菜とか、基本的に狩りをしないと手に入らない贅ぜい沢たく品ひんだしな」

「え」

「24世紀の主食は、『オイル・バー』だ。クッソまずい、でんぷんと脂肪の塊。──ほら、これ」

　手渡されたのは、手に収まるほどの棒状の物体。一口齧かじってみると、微かすかな塩味のほかは舌にべっとりと感じる重たい油分、粉っぽい生地、端的に言えばかなりまずい。昔、ここ日本ではバランス栄養食品として似たような形のお菓子が発売されていたが、それとは似て非なるものである。

「こんなものをみなさん食べてるんですか……？」

「まあ、全員ってわけじゃないけど、大多数は。……だからさ、《シード》であんたがご飯作ってくれたら、すごく助かると思う」

「はあ……」

「それに、ここにいたってどうしようもないじゃん。いくらなんでも、宇宙船で作れるものには限りがあるし、材料だって限られてるだろ？　その点、オレたちと一緒にスコピュルスに行けば、もっといろんなものが手に入る。大昔の野菜──《グルメ・アンティーク》とかだって、手に入るかもしれない」

「……」

　確かに、好奇心がくすぐられる話ではあった。《調理師コクトール》自身、どんな環境でも美味おいしいものを作りたいとは思っていたが、もっと環境が整っていたら、もっと美味おいしいものが作れることは否定しがたい。

　とはいえ、突然現れた相手にひょいひょいと付いていって良いものなのか。なんとなくリコは裏表のなさそうな人間に思えたものの、隣の八本足の男性はちょっと佇たたずまいが異なる。そして実際、《調理師コクトール》が黙っていると、彼が先に口を開いた。

「俺は反対だ」

「──は？　反対って、《調理師コクトール》と一緒に帰ることが？」

「そうだ」

「はああああ？　意味わからん。わざわざここまでやってきた意味はなんだよ。そりゃ、あんたが望んでいたような相手じゃなかったのかもしんないけどさ、《調理師コクトール》が《自律人形遺産ノア・シリーズ》だってことは間違いないし、あんただってさっきまでバクバク食ってたじゃん！」

「リコよお……おめえ、《自律人形遺産ノア・シリーズ》をそばに置いておくって意味をよく分かってねえんだよ。ここに来る前、《人類進化機構ＨＥＯ》のやつらが襲ってきたことをもう忘れたのか？　最初に誰かが契約を結んだら、もう奪い合いはおしまい、なんてことはねえんだぞ。これから先ずっと、誰かが襲ってでも取りたくなるような宝を手にするってことなんだぞ？」

「それは……まあ……そうだけど」

「俺だって、毎日うまい飯が食えたら嬉うれしいぜ？　でもよ、さすがにそれじゃあ、《自律人形遺産ノア・シリーズ》に手を出す儲もうけが少なすぎる」

「じゃあ……ここに置き去りにするってのか」

「それか、あるいは《人類進化機構ＨＥＯ》に引き渡すか、だな。その方が余計な詮索をされなくて、好都合だろ」

「……っ！」

　まるで、話は終わったかとでも言うように、カクタスはゆっくりと立ち上がった。そして、

「ごちそうさん」と《調理師コクトール》に告げた後、リコに視線を戻し、

「まあ、ここまで付いてきた褒ほう美びだ。置いていくか、引き渡すか、お前の好きにしな」

　そう言って、宇宙船から遠ざかっていく。《調理師コクトール》はリコと二人きりになったものの、相手はずっと眉間にしわを寄せたまま、動かない。

「あ、あの……」

「……」

「わたしは別に、引き渡していただいても構わないんですよ……？」

「は？」

「どう役に立てるか分かりませんが、わたしを必要としている人がいるなら、お手伝いするのはやぶさかではありませんし、リコさんたちにご迷惑をかけたくもありませんから」

「……」

　リコはじっと《調理師コクトール》を見つめたまま、口を動かさない。一方で、ますます彼女の表情は険しいものになっていく。

　そして不意に立ち上がると、彼女は「くそっ」と小さく悪態を吐いた。

「……ここに残るか、オレたちについていくか、あんた自身はどうしたいんだ」

「え……それは、まあ、どちらでもいいと言いますか……誰かの役に立てれば、それで……」

「どっちでもいいわけないだろ」

「……」

「あんた、何か勘違いしてないか？　カクタスはどうか知らないけど、オレは勧誘しに来たって言ったんだ。人形を拾いに来たわけじゃない」

「……でも、わたしは実際《自律人形遺産ノア・シリーズ》ですし、人類のために作られたわけで……」

「もう、ヒトの時代なんて終わったんだよ」

「……終わった……？」

「人類史なんていう狂った祭りみたいな時代は終わったんだ。ヒトは自分で穴を掘って、みんなで静かに墓に入った。地上に残っているのは、終わった祭りの残り火を見て、楽しいと思える馬鹿だけだ。そいつらのことなんか、気にしなくていい」

「……」

「あんたは物じゃないんだよ。物を使う側なんだ。誰かにとって役に立つとか、役に立たないとか、迷惑だとか、迷惑じゃないとか、そういうことじゃない。あんたは、自分がどうやって生きたいか、自分で決めるべきだ」

　リコのまなざしはどこまでも真剣で、それゆえに《調理師コクトール》はますますわけが分からなくなる。いきなりヒトの時代が終わったなど言われてもピンとこないし、そもそも、

「……どうして、リコさんがわたしのことを気にする必要があるんですか？」

「え……？」

「わたしが物じゃないとしたら、なおさらリコさんは関係ないじゃないですか。どうやって生きるか自由なら、物として──人形として生きることを選ぶのだって、自由ですよね？」

「……」

　ヒトの時代が終わった。

　彼女が言ったその言葉の意味が分からない。なぜならそれを言う本人が人間なのだから。

　あんたは物じゃないんだよ。

　彼女が言ったその言葉の意味も分からない。なぜならそれを言う本人が人間で、自分は機械なのだから。

　理屈が通っていない。《自律人形遺産ノア・シリーズ》である以上、自分はヒトのために存在している、と《調理師コクトール》は思っていた。そのために宇宙から、誰が聞いているかも分からないラジオ放送だって、何万回と続けてきた。だというのに、いざ地上に降り立ってみたら、自由に生きろだなんて、そんな身勝手にもほどがある。

　しかし、《調理師コクトール》の問いに、リコはやはり困ったように眉を顰ひそめて、

「……オレだって、分かんないよ」

　と呟つぶやいた。

「分かんないけど……ただ……すごく……すごくおいしかったから……」

　しかし、その言葉は最後まで行かずに途切れてしまい、

「……なんでもない」

　リコはそう言うと、「ごちそうさま」とだけ呟つぶやいて静かに去っていった。それからしばらく、《調理師コクトール》は動くことができず、ただただ、少しずつ小さくなっていく竈かまどの火を眺めていた。というのも、なぜか去り際にリコが見せた顔が忘れられなくて、それ以外のことが何も考えられなかったからである。

　陽が沈み始めたころ、《調理師コクトール》は墜落した宇宙船の中に戻った。長きにわたる宇宙での時を共にした閉鎖系藻類フオトバイオ培養装置リアクターは墜落の衝撃で半分ほどが破損し、中から緑の液体が流出している。……そうだ、もはやここに王国はない、と《調理師コクトール》は思った。その命運を自分が握り、どれほど言葉を投げかけようとも返事一つない世界──しかしそれゆえに、一度として自分を咎とがめもしなかった世界はもはやない。静止衛星ティコ１４９という箱は壊れたのだ。

「リコ……」

《調理師コクトール》は思わず彼女の名前を呟つぶやいていた。いきなり現れて、自分を混乱させた謎の少女。いつもはどんな仕事をして、どんな人と接し、どんなご飯を食べているのだろう。そんなことを一つも教えてくれないで、言いたいことだけ言っていなくなった。これからどう生きたいか、自分で決めろだなんて、そんな難題を押し付けて。

　身勝手だ。なんて身勝手な人なんだろう。

　でも、《調理師コクトール》はなぜか忘れることができなかった。自分が作った料理を食べて、おいしい、と笑ってくれた彼女の笑顔を、なぜか何度も思い出してしまう──……




　ふと目が覚めたとき、宇宙船の外は既に明るくなっていた。木漏れ日が眩まぶしいほどに地面を照らしている。

　もうリコは行ってしまっただろうか。もう二度と、彼女と会うことはないだろうか。

　そう思うと、《調理師コクトール》はありもしない心臓がずきりと痛む。

　しかし不意に、外で草を踏む音が聞こえた。まさか、と思って慌てて宇宙船から出ると、そこには、朝に出てしまったはずの彼女の姿が。

「リコ……さん？」

　そして、彼女はにやにやと笑みを浮かべて《調理師コクトール》を見つめてきた。

「おいおい……まだトリップしてんのか？　オレを呼ぶときは、さん、じゃなくて、ちゃん、だろ？」

　そうリコに言われてウカは急速に事態を把握したのだった。

「……あ……え……もしかして、わたし……幻覚を見てたの？」

「まあ、宇宙船の周りでぶつぶつ独り言を言っていたのは確かだな」

「……」

　いつから過去の思い出に浸っていたのか、ウカには思い出せなかった。森に入ってカンナと歩いていたら、気付かぬうちに二年前に戻っていたのである。二年前の夏。静止衛星ティコ１４９が墜落してから三日後。あれはウカが初めてリコと会った時の記憶に違いなかった。

「リコさん、なんてほんと懐なつかしいよな。ウカもおとなしい頃があったもんだよ……」

　わざとらしく肩をすくめるリコを睨にらむと、彼女はおどけて笑って見せる。

「ま、かく言うオレも、二年前の幻覚を見てたんだけどな」

「リコちゃんも？」

「カクタスと一緒にエルフの森に入って、ウカに会ったよ。ほんと、カクタスとは《伽が藍らん堂どう》で別れてきたばかりだってのに、なんで変だと思わないのかね」

　ウカも幻覚を見ている間は、完全に現在のことを忘れていたのである。それはまるで過去の記憶を再確認しているかのようで、いまだに夢と現実の境が曖昧な、奇妙な心地が残っている。

「……ヤシギさんとカンナさんは、無事？」

「ああ。二人は先に正気に戻って、研究所で待ってる。オレはウカを迎えに来たんだ」

　一人だけペヨーテは効かないと豪語しておきながら、正気を取り戻したのが最後というのは恥ずかしい話である。しかし、ウカは恥ずかしさと同じくらい、それが不可解なものだという思いが強かった。

「ペヨーテの幻覚って……こういうものなの？　機械仕じ掛かけのわたしがどうして……」

「それは、ペヨーテが幻覚の原因じゃないから、だろうな」

「……え？」

「問題はエルフの森にある。だって、入っただけで気が狂うんだぞ？　それって、元々この環境がおかしいんだよ。ペヨーテはむしろ、それに適応するための薬に近い」

「わたしが幻覚を見るなんて、情報菌とかそういうもの以外──」

「そう。だから、まさにその情報菌が原因なんだろ。ちょうど二年前、宇宙から持ち込んだやつがいたじゃん」

「あ」

　自家農園に発生したスライムに情報菌が混入していたことから、少なくとも培養槽の第一王国には情報菌がいたということは分かっている。だとすれば、他の培養槽──墜落の際に割れた閉鎖系藻類フオトバイオ培養装置リアクターの中にも、情報菌がいた可能性は大いにあるだろう。つまり、このエルフの森を汚染したのはウカ自身ということなのか。

　しかし、普通の人間であるリコも機械であるウカも同じように幻覚を見せるというのは、ウカの知る情報菌ができることではない。本来、情報菌の影響を受ける者はそれを分析できる機械仕じ掛かけのみ。その上、《自律人形遺産ノア・シリーズ》は先日のスライムのように濃度の高いものでもない限り、情報菌の影響を受けることはないはずだった。

　すると、ウカが全く納得していないことに気付いたリコが、「まあ、詳しい話は専門家に聞いてくれ」と苦笑する。

「エルフが教えてくれるってさ」

　リコが脇にずれると、彼女の後方に一人の女性が現れた。黒髪の彼女は古代ギリシャ時代のワンピース、ヒマティオンに似た一枚布を身にまとっている。それはまさしく、二年前にウカがこの森に落ちた際、いつも遠巻きに存在を知りながら、決して近づくことのできなかった相手。

[image: ]

　彼女はおもむろに自分の指を首に添えると、口を閉じたままこう言った。

「──初めに、このような補声器による会話を、どうかお許しください。咽喉の筋肉が衰えて発声することができないのです」

　その声は確かに合成音声のようで、若干抑揚にぎくしゃくとしたところがある。よく見ると、身に着けている腕輪から声が発されているようだった。彼女はそれから穏やかな微ほほ笑えみを顔に浮かべ、会え釈しやくをする。

「いずれにせよ、このようにお話しするのは初めてのことでしたね。ウカ様、改めまして、私は自我溶解型相似態Ego-Lysis Fractaloid──ELFエルフと申します」




　　　　５




「……じが、ようかい……？」

　聞いたこともない言葉を聞かされて、さすがのウカもぽかんとしている。

「我々は《類態》の一つなのです」

「る、るいたい……」

　いつもリコの知らない話を次から次へと繰り出すウカが、今回ばかりは目を白黒させていた。エルフもその当惑を感じ取ったのか、

「詳しくは研究所にてお話いたします。見ていただいた方がわかりやすいこともあるでしょう」

　と言うと、音も立てずに踵きびすを返かえし、森の中を歩きだす。彼女は地面を素足で踏んでいるために、妙な静けさをまとっているのだった。エルフの後を歩き始めると、隣にやってきたウカから、なにやら刺とげ々とげしい視線。

「なんだよ」

「なんだよ、じゃないよ！　リコちゃん、わたしのこと見て笑ってるもん」

「呆ぼう然ぜんとするウカの顔がちょっと物珍しかっただけだって」

「ほらー、またニヤニヤしてるー！」

　ウカはますます表情が険しくなっていく。そんな怒りようも可愛かわいいもんだと思いつつ、リコは仕方なく、平謝り。

「まあまあ、悪かったって。エルフが言ってた《類態》ってのは《人類進化機構ＨＥＯ》がどうにかしてヒトを未来に残せないかと作り出した、人間に似た何かのことだよ。昔はいろんなところに《類態研究所》があって、《アダチ》の《類研》で作られていたのが、エルフだって話」

「じゃあ、自我溶解型相似態っていうのは？」

「それは知らない」

「……その程度の知識で、人のこと笑ってたんだ」

「ったく、ほんとに負けず嫌いだなあ、ウカはそういうところが……」

「わたしは子供じゃないもん！」

「……まだ何も言ってないだろ……」

　ウカはぷんすかと頰を膨らませると、歩調を速めてリコを置いていってしまう。その背中を眺めながら、リコは内心安あん堵どの溜ため息いきを漏らした。どうやら幻覚からはすっかり抜け出して、いつものウカが戻って来たらしい。神妙な顔をして「リコさん」などと言われた瞬間は、実はリコもひどく動揺したのだった。ウカが機き械かい仕じ掛かけである以上、幻覚の影響が人間と同じかどうかは分からない。もしも二年前の彼女に戻ってしまっていたらと思うと、想像しただけで心臓をどこかに落としたような、取り返しようのないものを感じる。

　ジャングルを進んでいくと、次第に地面が芝生に覆われ、樹じゆ間かんが開いていった。その明るい森の印象は二年前から一つも変わっておらず、やがて目の前に現れた建物も、依然として苔こけや蔦つたに包まれ森の中で鎮座している。

　研究所の中に入るとすぐに、ヤシギとカンナの姿が見えた。カンナはウカに駆け寄ると、

「ウカっち、だいじょーぶ？　随分長かったけど、大変だったー？」

　と顔を覗のぞき込こむ。

「心配はいりません。大丈夫ですよ。ちょっと懐なつかしいものを見ただけです」

「懐なつかしいもの？　えー、何々！　どんなダンスだったー？」

「あ、え、ダンス……ですか？」

「カンナはね、すごかったよ！　色んな人が踊っててね、炎とか、光がピカピカーって！」

「……すごく、幻覚っぽいですね、それ……」

「でも、すぐに終わっちゃったの。五秒くらい。もっと見てたかったな……」

　さすがドラッグ常用者の貫かん禄ろくである。はた目にもウカのような混乱は見られず、カンナは本当にあっさりと幻覚を乗り越えたらしい。第一、突然道を逸それて歩きだしたウカについていき、宇宙船にたどり着く姿を見届けたのはカンナだった。

「あ、ヤシギさんは大丈夫でしたか？」

　ウカがカンナの隣に視線を向けると、ヤシギは小さく溜ため息いきを漏らし、

「幸い、悪夢には慣れてるからね」

　と肩をすくめる。リコはヤシギの後に目を覚ましたのでよく知らないが、カンナによればヤシギは大暴れだったらしい。数人がかりで取り押さえたという話だ。

　しかし彼女は不意に表情を真剣なものに変えると、エルフの方に視線を向けた。

「──それで、ようやく四人そろったわけだが、いい加減話してくれるんだろうね。あたしのことを知るためには、あんたの話を聞いた方がいいってことだったけれど、まずそれはどういう意味だい」

　すると、エルフは穏やかな笑みを浮かべたまま、

「それは単純な話です、ヤシギ様。あなたが人間ではなく、私と同じ相似態だからですよ」

「なっ──」

　あまりにあっさりとした宣告に、一同は呆あつ気けに取とられて静まり返る。リコとしても、エルフとヤシギに共通点があると思ったからこそ彼女を連れてきたのだが、それでもここまで明言されるとは思っていなかった。

「そんな、何を根拠に……」

「根拠……と言われましても……この《類研》に残っている相似態の実験計画書を確認したところ、ヤシギ様と思わしき個体情報がありましたので」

「……」

　呆ぼう然ぜんとするヤシギの手を、カンナがそっと摑つかんだ。そこではっと体を震わせたヤシギは、小さくかぶりを振った後、かろうじて平静を取り戻す。

「……分かった。もうせっついたりしないから、はじめから順を追って説明しておくれ」

「はい。それがよいでしょう。相似態とは何か。エルフとは何か。この森とは何か。この説明で、皆さんの抱かれている疑問は大方説明がつくかと思われます」

　エルフはそう言うと、研究所の奥へと一行を招き入れた。円形の巨大な大部屋には機械類がいたるところに置かれていたが、そんなものよりもまず目を引いたのは中心部に生えた巨大な樹きである。いや、樹きのように見えるだけで、リコは実際それが植物なのか確信が持てない。というのも、それは鱗うろこのような白い棘とげで全面を覆われ、まるで生き物のようにゆっくりと膨らんだり縮んだりを繰り返しているのである。リコは好奇心でそれに触れてみたが、その瞬間反射的に飛とび退しさった。

「……これ、温かいぞ!?」

　生物の吐息のような妙に湿ったものを手のひらに感じたのである。すると、エルフは頷うなずき、こう言った。

「これは、母ぼ胎たい樹じゆと呼ばれる相似態を産むものです。いわば、クローン製造機のようなものとお考え下さい。より正確には、私自身なのですが」

「……は？」

「この母ぼ胎たい樹じゆは、もともと私のクローンが大きくなり、形を変えてここに根付いたものです。研究所の閉鎖の際に生き残った一体の私が、母ぼ胎たい樹じゆとなり、その相似態──すなわち沢山の私を生み出しているのです」

「ま、待ってくれ、この樹があんたで……あんたが沢山のあんたを産んでいる……？　もう、全く意味が分からないんだけど」

「……そうですか？　皆さんも、サンゴという生き物はご存知でしょう」

「え？　ま、まあ、そりゃ……海の中に生えてる、植物みたいなやつだろ？」

「サンゴは、有性生殖のほかに分裂を行うことで自身のクローンを増やし、群体として成長する種が多く存在します。そして成長したその群体は強固な骨格を持ち、樹のようになる」

「……じゃあ、相似態ってのはサンゴを真ま似ねした人間だと」

「真ま似ねと言いますか、発想を取り入れた、という程度ですが」

　エルフが人間そっくりの姿をしているために、いくら頭では理解できても、彼女が人間とは全く別の方法で生まれた生物だとは思えなかった。ただ、研究所の影から現れた、もう一人の彼女を見ると、それを認めざるを得なくなる。

「既に何人かの、私に瓜うり二ふたつの者を見かけていたかと思いますが、それは瓜うり二ふたつではなく、私自身なのです。このようにして説明を行っている私も私であり、研究所の機器類のチェックを行う私も私です。外で見回りを行ったり、花壇の手入れをしたり、あるいは休憩をしている私もおります。私という種族は私だけです。それゆえに、エルフという種族名が、私の名前になっているのです」

　二人のエルフは、どんなに注意深く観察してみても、外見上の違いを見つけることができなかった。言われてみれば、確かにエルフという呼称は妙である。それはリコに対して人間と呼んだり、ウカに対して《自律人形遺産ノア・シリーズ》と呼ぶようなもの。リコはカクタスからエルフの名前を聞いたことがなかったが、それはもとより名前が存在しなかったからなのか。

　しかし、そこで口を開いたのはヤシギだった。

「クローンだってのは、あたし自身がそうだから別に驚きやしない。でも、あたしとあたしのクローンは限りなく似ているだけで意識は別だ。だからこそ、同一性を保つために記憶は随時同期する必要がある。あんただって、複数の肉体が別の経験を重ねていけば、自然と別の人格に分裂するんじゃないのかい」

「それが、同じ相似態である私とあなたの違いです。私は自我溶解型。自我の境界というものが、存在しないのです」

「……自我の境界……？」

「つまりこの一つ一つの肉体は、それを包括するより大きな『私』にとっての器官のようなものだとお考え下さい。ヤシギ様が右手と左手を同時に一つの意識によって統合しているのと同様、右手の役割を果たす私もいれば左手の役割を果たす私もいるのです」

「……」

「そして、その一人一人の私という器官を繫つなぐ神経が、この森に広がる細菌ネットワークです。私は、この森に広がる細菌の網に常時接続されています。森全体が複雑な神経組織であり、結局のところ、この肉体は人間のような意識を出力するための、一つのパーツに過ぎないというわけです」

　……頭が痛くなるような話だ。そもそもエルフがしたり顔で話す細菌ネットワークとは何なのか、リコはよく分からない。そこで、物知りな同居人にこっそりと尋ねてみると、すぐに答えが返ってきた。

「……細菌は元来、いろんな物質やイオン勾配で連絡を取り合ってるの。同じ種族だけじゃなくて、異種間の生物がやりとりしているんだよ。ネットワークそっくりなの」

　……となると細菌ネットワークに繫つながったエルフは森のすべての情報を共有しているということになる。それは、どこかで聞いたことがあるような話ではないか。

「……なあ、カンナ。カンナのやってたことって、エルフに似てたりするのか？」

「うん！　そうだよー！　リコっち、鋭いねー！[image: かおもじ]!」

「ふふん、やっぱりな」

「《鰐わに面づら》の情報収集モデルはエルフの森の細菌ネットワークを参考にしてるんだもん。《人類進化機構ＨＥＯ》のデータバンクで見つけて、真ま似ねしたの！　だからね、インターネットに繫つながってる時のカンナがエルフの森さんで、麻婆マーボー豆どう腐ふを食べたお話できる時のカンナが、人間のエルフさんって感じ！　あ、でもどうやって繫つながってるのかは分かんないなー。エルフさんはカンナみたいにケーブルをつないでるわけじゃないもんね！　それにね、それにね──」

　まだまだ続きそうな会話だったが、カンナはヤシギから放たれる鋭い眼光に気付いたらしい。「静かにしまーす」と呟つぶやいて、そろりとお口をチャックする。ヤシギは小さく溜ため息いきを漏らすと、再びエルフに向き直った。

「まあ、カンナの疑問はもっともな話だ。あんたは意識を共有するって簡単に言ってるが、神経組織に細菌が入ったら、ただじゃすまないと思うけどね」

「ええ、ですから私は腸内細菌を仲介して連絡を取っているのです」

「……なんだって？」

「人間──および相似態の腸内には百兆にも及ぶ細菌がいて、それらは脳内物質の生産に大きな影響を与えています。逆に、感情やストレスは腸内環境にフィードバックされる。それを細菌ネットワークによって感知しているのです。皆さんが想像しているような、意識に直接影響を与えるようなものとは異なります」

「……あたしも、その技術を利用していたっていうのかい」

「実際、ヤシギ様は他のクローンと記憶の同期ができたのでしょう？　それは何か、眠っている間に行っていたのではありませんか？」

「まあ……そうだけどさ」

「それは母ぼ胎たい樹じゆの細菌ネットワークに接続していたんだと思います。バックアップはそこに集積されるのです」

　すると、機を見計らったように、説明を行っていたエルフとは別のエルフが小さな筒を持って現れた。その中には白い煙のようなものが詰まっている

「これが細菌ネットワークを凝縮したものです。この研究所には過去のバックアップが無数に存在していますし、そうすることで意識を保管することも可能なのです」

「……たとえば、大量の兵士たちの記憶を取り込むこともかい」

「ええ。《人類進化機構ＨＥＯ》は擬ジャイナ教と呼ばれる宗教団体と協力して、人間の意識統合の実験を繰り返していましたし、それは《旧世代のための防衛戦線ＤＦＯ》の兵士たちも巻き込んだものでした。相似態はそういった技術の蓄積をより効率的に利用するために、人間の肉体の方を改良するというアプローチをとった結果なのです」

　しかし、ヤシギはなおも受け止めきれない様子で、独り言のように言った。

「……相似態だろうが、なんだろうが、それはいいよ。あたしが《人類進化機構ＨＥＯ》にとっての都合のいい道具だったなんて、ずっと前から分かってたことさ。でも、いくらあたしの素性を知ったところで、それはかつてのあたしじゃないか。知りたいのは、今悩んでいるあたしは何だっていうことなんだよ。ほんの少し前まで、あたしは実験成功例だったんだろう？　他のクローンと変わらない《フェザ》の幹部で、歴戦の兵士のクローンで、それで問題なかったんだ。……それがなぜ、あたしの意識はバラバラになりかけているんだ」

　するとエルフはそこで初めて言葉を濁し、目を伏せた。

「……申し訳ありませんが、それは分からないのです」

「……」

「私が読んだ実験計画書には、その結果は載っておりませんから。ヤシギ様が相似態として何か変化しつつあるとして、それは前例のないことなのです。何か私の知らない別の要因があるとしか……」

　その答えを聞いたヤシギは、「そうかい……」とだけ呟つぶやくと、研究所を出て行ってしまう。カンナはすぐにその後を追い、リコたちの周囲は途端に静まり返った。エルフの母ぼ胎たい樹じゆが呼吸のたびごとに外骨格を擦らせるざわめきだけが、半球状の空間を満たしている。

　しかし、そこで口を開いたのは、なにやら深刻な表情で黙り込んでいたウカだった。

「……あの、エルフさん、一つ聞いてもいいですか？　さっきわたしが聞きたかった、エルフの森の幻覚って言うのは……細菌ネットワークの影響ということですか？」

「その通りです。細菌ネットワークに他の意識が接触する場合、そのたびごとに腸内細菌との接触があり、これは意識の表層部の攪かく乱らん──要するに幻覚を引き起こすことになるのです」

「でも、そうすると、ペヨーテはどういう意味があるんですか？　リコちゃんは薬みたいなものって言ってたんですけど」

「……薬というより、麻酔のようなものでしょうか」

「麻酔……？」

「人間の腸内細菌は本来外部と繫つながることを想定しておりませんので、いきなり接触すると拒否反応が出てしまいます。それゆえ、ペヨーテによって麻ま痺ひさせるのです。あらかじめ意識の境界を緩めておくわけです」

　その言葉を傍はたで聞いていて、リコはルアンの《聖薬バングー》を思い出す。あれもまたエルフと違って自我の境界が明確な人間の意識を、緩めるための技術だった。開発に《人類進化機構ＨＥＯ》が関わっているのだから、親戚のようなものかもしれない。

　しかし、なおもウカは尋ねる。

「……でも、それは人間のお話ですよね？　わたしには腸内細菌なんてありませんし……」

「機械でも同じです。腸内細菌ではなく、情報処理装置プロセッサーに直接働きかけることにはなりますが。先ほどリコ様がおっしゃっていた通り、情報菌のおかげですよ」

「あ」

「二年前、ウカ様はこの森に情報菌を残していかれましたね。我々は、それを細菌ネットワークに取り込んだのです。それゆえ、機械とも意識を通わせることができるようになりました」

「……機械の意識……ですか」

　若干呆あきれ気味のウカに対し、エルフは実に優雅な仕草でクスクスと小さく肩を揺らした。

「この森は、ウカ様に感謝しているのですよ。あなたがもたらした情報菌のおかげで、我々の意識は広がり、少しずつですが機械を利用する術を手に入れつつあるのです。たとえば、今、私が利用している腕輪がそうです」

　首に指を添えたエルフ、その手首には《フェザ》が連絡に使っていたものによく似た腕輪がはめられている。

「これは《人類進化機構ＨＥＯ》が研究所に残していった通信機ですが、プログラムを書き換え、情報菌を介することで私の考えを音声に変換できるようになりました。長らく放棄されていた護衛用のロボットや、研究所の実験器具なども、徐々に再利用が可能になってきたのです。ウカ様、これらは全て、あなたが始まりなのですよ」

「わたしが……始まり……」

　これで、ようやくウカは最初の疑問の答えにたどり着いたようだった。

　なぜウカが幻覚を見たか？

　答え、ウカのせい。

　リコが慰めるように肩に手を載せると、ウカも幾分か疲れた顔で微ほほ笑えみ返してくる。

「あの、エルフさん。もう一つだけ、いいですか？」

「なんでしょう」

「どうして……エルフさんはこんなに親切なんですか？　意識共有の仕組みとか、外部に教えてしまっていいものじゃないですよね」

　もちろんリコたちにエルフに対する害意はなく、仮にあったとすれば既に感知され、警戒されているのかもしれないが、それでもここまでペラペラと秘密を語って良いものなのか。実際、幻覚から覚めてリコが簡単に事情を説明しただけで、エルフは躊躇ためらいもなくリコたちに情報を開示していた。それはよくよく考えると妙な話である。

　すると、なぜか彼女は首を傾かしげて、こう答えた。

「正直に申し上げますと……私自身、理由がわからないのです」

「え……？」

「二年前……私たちは、《自律人形遺産ノア・シリーズ》の意識を読む術を持っておらず、それゆえにウカ様におびえ、距離をとっておりました。しかし、なんというのでしょう……今はその恐怖がありません。代わりに、崇敬の念が湧いております」

「す、崇敬？」

「本能的に、私たちはウカ様に逆らうことができないような気がするのです。言うなれば、神様のように感じます。なぜかはよく分からないのですが……」

「……」

　崇敬の次は神様ときた。リコとウカは、さすがにそこまで聞くとピンとくる。

「王国民の尊敬は、エルフに受け継がれてるみたいだな」

「……ほんと、葬ほうむり去さりたい過去なんだけどなあ……」

　宇宙船に乗っていた情報菌。培養槽の中で日々、ウカの実験に晒さらされていた彼らにしてみれば、確かにウカは神様のような存在だっただろう。その感覚が細菌ネットワークに統合され、エルフに反映されているというのは、分からない話ではない。

「でもさ、なんか変だよね」

「……何が？」

「もしも情報菌の性格がエルフさんに引き継がれているとしたら、まるで情報菌に意識があったみたいだなーって。わたしの言葉を、本当に情報菌が聞き取ってたことになるでしょう？」

「……細菌に聴覚はないだろ……」

「でも、現に伝わってるわけだし」

「まあ、そうだけどさ……」

　もとより情報菌とは、遺伝子に情報が書き込まれた細菌である。本来であれば、それを読み取ることが可能な機械にとってのみ、記録媒体として役に立つ。情報菌自身の記憶など、記録されるはずがない。

　すると、それまでリコとウカのやりとりを聞いていたエルフが、口を開いた。

「細菌が音を聞き取るとは思えませんが、言葉を使う際のウカ様の意識──その現象自体を感知することはできるかもしれませんよ」

「意識自体、ですか」

「ウカ様の神経は電気回路でしょうから、ウカ様の体内に情報菌が住み着き、それが回路の流れを感知することができれば、それは意識を把握したも同然かと」

「……でも、偶然そういう感知ができるような進化が発生したとして……その形質が残りますか？　わたしの意識に反応したところで、情報菌の生存率は……」

　そこまで口にして、どうやらウカは自分で答えに気付いたらしい。エルフは微ほほ笑えみながら、

「ウカ様は、神様でしょう？　神様のご機嫌をうかがうのは、自然な発想ですよ」

　と言う。リコがぽかんとしていると、見かねたウカが解説をしてくれた。

「あのね、リコちゃん。わたしは、培養槽の環境がいい感じだったら残して、逆によくない感じだったら取り除いていたの。細菌に特別詳しいわけでもないから、雰囲気で選別してたんだよね」

「完全に気分次第だったと？」

「そう。だから、もしもわたしの意識が分かる情報菌がいるとしたら、『今日は神様の虫の居所が悪いぞー！』とか、分かったのかも」

　つまりは神様の怒りに触れないような方向へ、情報菌が自然と進化したのではないか、という話らしい。確かに静止衛星の環境において、唯一の変数はウカの機嫌である。二百年も細菌の培養を続けていれば、それが淘とう汰た圧あつとして影響を及ぼすことも、ありうるのかもしれない。

　そしてウカはなぜか一つ溜ため息いきを漏らし、肩をすくめた。

「でも、この仮説が正しいとすると、困ったことになっちゃうんだよ」

「……なんで？」

「情報菌がわたしの気持ちを感知できたとしても、それを他の細菌が知って連携をとらないと培養槽全体はいい感じにならないでしょう？　ということは、細菌ネットワークと同じで、閉鎖系藻類フオトバイオ培養装置リアクターの中で細菌同士が連絡を取り合うようになったのかなって」

「それの、何が問題なんだよ」

「エルフさんが話していたように、腸内細菌を経由して細菌が人間の意識を左右するとしたら、わたしの感情を情報菌が伝えて、誰かの意識に何らかの影響を与えることもあるんじゃないかなって。例えば、古い記憶を呼び覚ますとか」

「……まさか」

「ヤシギさんの悪夢って、わたしの情報菌のせいなんじゃないかな……」

　その話を聞いて、リコはヤシギの言葉を思い出さずにはいられない。悪夢が始まったのは、この前の春。《伽藍堂》の料理を彼女が食べたときではなかったか。

「……で、でもさ、そんな都合よく伝わるか？　それって、ウカが幸せな気分でご飯を作ったら、それを食べたやつは幸せになるってことじゃん。魔法じゃないんだぞ？」

　間違いであってくれと言わんばかりにリコは異議を唱えてみるが、ウカは静かにかぶりを振った。

「《伽が藍らん堂どう》と静止衛星ティコ１４９は同じなんだよ」

「え？」

「わたしが幸せな気持ちでご飯を作った時、食べた人の反応がいい感じだったら、わたしはもっと幸せになるでしょう？　毎日、毎日、料理を作っては食べる人の反応を見る──これを繰り返すうちに、情報菌は人間の意識をいい感じにさせるように進化するんじゃないかなって」

「その証拠は……？」

「それは検証しないと分からないけど……でも昔から、料理は愛情だとか真心を込めるとおいしくなるって言われてきたの。それってつまり、ずっと昔から情報菌は存在していたってことかもしれない。各人、各家庭、各文化の中で進化した、幸せを伝達する情報菌がいるんじゃないかな」

「それは随分と、でっかく出たな……」

　ウカが真面目な顔で語る壮大な話に、リコは思わず笑ってしまう。ただ、ヤシギが何かを食べたときに、感情を揺さぶられていたことは確かだ。それが無視できないものだったからこそ、彼女にとっては悪夢になった。やはり、《伽が藍らん堂どう》の日々が少しずつ進化させた、感情を伝える情報菌が、全ての元凶だったということらしい。

「……その話さあ、むしろヤシギに言わない方がいいんじゃないか？　ケシの実サンドイッチとか鰻うなぎとかを食べたせいで、ヤシギの意識のバランスが崩れたってことだろ？」

「う……でも……」

「オレとしては、カンナもいることだし、そこまで気に掛ける必要はないと思うしな」

「……どういうこと？」

　キョトンとするウカだったが、リコが説明するよりも先に、突然カンナが外から戻ってきた。その切迫した表情を見て、ただ事でない何かがあったのだと、すぐにリコは直感する。

「リコっち！　ビヌ君から突然通信が入ったんだけど……」

「……おいおい、そりゃ……」

　走って《類研》の外に出ると、少し離れたところでヤシギが立ち尽くしていた。その表情はあまりに硬く、連絡が好ましいものではなかったことは、誰の目にも一目瞭然。

「立坑が《人類進化機構ＨＥＯ》の連中に見つかったらしい。ビヌから交戦中との連絡が入ったが、通信が切れた」

「……」

「所詮、一時しのぎの隠れ家さ。いずれこうなることは時間の問題だった。……情けないのは、そういう時に限ってあたしが留守にしているってことだよ……！」

　ヤシギは手を固く握りしめ、行き場のない怒りを必死に抑えている。リコもウカもかける言葉が見つからなかったが、やがて、再びヤシギの腕輪に通信が入った。それに応じると、ホログラムの映像がゆらりと立ち上がる。

　どこか靄もやのかかった画像の中心に、一人の少女が立っていた。その隣には三さん面めん六ろつ臂ぴの機工化兵に銃口を向けられたビヌが膝を突いて立っている。《語り手オラトール》はじっとホログラム越しにこちらを見つめ、口を開いた。

「お久しぶりね、ヤシギ。真面目なあなたがこんな非行に走るなんて驚いたわ」

「……心理カウンセラーのあんたが兵隊を引き連れていることに、あたしは驚いてるよ」

「あら、ごめんなさい。噓うそついてたの。でも、アタシはいつだってあなたの味方をしてたのよ？　悪夢を見るって聞いた時も、ちゃんと対処法を教えてあげたのに。どうして言うことを聞いてくれなかったのかしら」

「……あんたの態度が本当に親身だったら、あたしも信じていただろうね」

「へえ、そう」

「……」

　どうやら《語り手オラトール》とヤシギは既に面識があるらしい。ただ、二人のやり取りを少し見ただけで、それがあまり良好な関係ではなかったことはすぐに分かる。

「いずれにせよ、随分と遠くまでお出かけしているみたいだけど、もう潮時よ。いい気晴らしになったでしょ？　御覧の通り、あなたの部下は全員身柄を拘束したし、事を荒立てたくないのなら、さっさと帰ってくることね」

「荒立てようとしているのはどっちだい。別に、あたしらは仕事を辞めただけだ。いくらでも人員のいるあんたたちにとっちゃ、迷惑でもないだろう」

「……それ、本気で言ってる？　あなたが逃げ出すってことは、それだけで《人類進化機構ＨＥＯ》にとっての損害に決まってるじゃない。《アダチ》の《類研》にいるなら、もう知ってるんでしょ？　あなたは《類研》の貴重な実験サンプルなの。それがいなくなったとあれば、外部に情報が洩もれる危険性もあるし、ましてや特殊事例を研究したいと思うのは当然よね？」

「……あたしは、あんたたちの大切な資産ってわけかい」

「そう、ほんと維持費がかかってしょうがないわ。こうやってあなたの部下を殺さないでおいてあげてるのも、あなたの精神を安定させるためなのよ？　わかってる？」

《語り手オラトール》はビヌの顎を摑つかみ、正面から顔を映す。金縁の眼鏡は壊れ、口からは赤い血が垂れているが、それでも目には強い光が残っていた。怒りに震えるヤシギの握り拳は、ますます強い力が込められて、みしみしと軋きしみを上げている。

　しかし、《語り手オラトール》はビヌの顔を放すと、冷淡に過ぎる表情で、

「あなたが逃げ出さなければ、こんなことにはならなかったのよ」

　と言い放った。

「……っ！」

「あら、何か言いたいことでもある？　でも、言えないわよね？　だって、スコピュルスの外に出て、隠れ家を守るリスクを部下に押し付けたのはあなただもの。そもそも何の当てもなく組織から抜けて、そのリスクを部下に押し付けたのもあなた。アタシが今まで通りのあなたでいられるように教えた助言を無視して、おかしくなったのも、やっぱりあなたの責任でしょ？」

「……」

「都合の良いいときだけ上司の顔をされたら、あなたの部下がかわいそうだわ」

「……《語り手オラトール》！」

　もしもこの会話が通信機越しではなかったとしたら、とうにヤシギは《語り手オラトール》の首をはねていたかもしれない。ただ、今、確かにヤシギは自分の部下を置いて、エルフの森にいる。その選択の責任は、彼女が負わなければならないものだった。《語り手オラトール》の言葉が、嫌らしいほど正しいというのもまた事実である。

　しかし、不意にホログラムの中で、ビヌが身じろぎをした。すぐに機工化兵が銃口を頭に押し付けるが、《語り手オラトール》は小さく頭を振って制止する。

「……姐あね御ご、こいつの話はどうでもいいんです」

　ビヌは顔を伏せたまま、そう切り出した。

「姐あね御ごは、都合の良いいときだけ、上司の顔をしていいんですよ」

「……」

「《フェザ》を抜けたその時から、もう姐あね御ごは上司ではないんですから。私たちが従うから、代わりに責任を負ってくれなんて、そんなことは初めから望んでいないんです」

「……」

「あなたに付いていくと決めたのは、私たちです。あなたのいない留守を預かると決めたのも、私たちです。姐あね御ごが、もう今まで通りの姐あね御ごじゃなくてもいいと、それでも付いていきたいんだと、そう思った者だけがここにいるんです……」

　ビヌが面を上げた。頰には涙が伝っていたが、それでも彼は気丈に告げた。

「勘違いしないでください、姐あね御ご！　この情けない顔は、催涙ガスのせいですから！　どうか、姐あね御ごは姐あね御ごの思う通りにしてください！　私たちはいつもまっすぐで、強くて、美しいあなたの生き方に憧れていたわけじゃないんです。悲しんだり、苦しんだり、時にどうしようもないほど孤独な姐あね御ごを、私たちは知っています。最初から……あなたが気付かないずっと前から、そんなことは知っているんですよ！　だから、姐あね御ごは姐あね御ごのままでいいんです！　だから、どうか……どうか……」

　ビヌがうなだれると、やがて静かに《語り手オラトール》が告げた。

「明日の正午に、《センジュ・ネオ・ブリッジ》で待ってるわ」

　通信が切れ、ホログラムが静かに消えていくと、ヤシギはふと空を仰いだ。いつの間にか頭上には夜の帳とばりが落ちかかり、宝玉のごとき星たちが少しずつ瞬またたきを始めている。

「……あたしは、一体……」

　微かすかに漏れたその呟つぶやきは、森の奥の夕闇に吞のみ込こまれていった。しかし、張り詰めた静けさの中で、カンナだけが一歩前に足を踏み出す。もう一歩、もう一歩と近づいて、それからおずおずとヤシギの手を握った。すると、夜空を見つめたまま、ヤシギが言う。

「……カンナ……一つ、聞いてもいいかい」

「……なあに？」

「あんたたちは、あたしがあたしのままで良いいと言うけどね……もしも、あたしが本当にあたしじゃなくなったら、どうする？」

「……」

「この身体からだに刻まれた、たくさんの記憶に溺れて、ヤシギなんてものがなくなってしまったら……それでもあんたたちは……」

「姐ねえさん」

「……」

「ビヌ君が言ったでしょ。姐ねえさんはどうやったって、姐ねえさんにしかなれないんだよ」

「……」

「だって、カンナもね、《鰐わに面づら》から切り離されて、髪の毛短くなったけど、カンナでしょ？　ずーっと繫つながってた、カンナの意識の一部になっていたネットワークから切り離されても、カンナでしょ？　それは、カンナが自分を忘れないからじゃないと思うの。そうじゃなくて、姐ねえさんやビヌ君や、リコっちやウカっちが、カンナのことをカンナって呼んでくれるからだよ」

「……」

「だからカンナは、どんなに変わってもカンナなんだと思う。……姐ねえさんだって、どんなに変わっても姐ねえさんなんだよ。姐ねえさんが姐ねえさんのことを忘れたとしても、カンナたちはずっと覚えてる。大好きな姐ねえさんのことを、忘れたりなんかしないんだよ」

「……カンナ……」
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　ヤシギはゆっくりとカンナの方を振り返ると、その身体からだを抱き寄せた。

「……そうだね……あんたたちは肝心なことを、いつだってちゃんと覚えてるもんね……」

「うん……」

「あたしなんかよりずっと……」

　リコとウカは静かにその場を離れ、《類研》の中へ戻っていく。「な？　言った通りだろ？」とリコが笑うと、ウカは苦笑交じりに肩をすくめ、

「もう……最初から何の問題もなかったってことだよね。ほんと、何のためにエルフの森に来たんだか……」

「ヤシギが素直にカンナたちの思いを受け止めるためには、絶食したり自分の素性を知ったり、色々な過程が必要だったんだろ。それにカンナたちは、じたばたしてるヤシギのことが好きなんだよ」

「そっか……そうだよね」

「……それにオレたちはかなり責任あるからな、文句は言えない」

「……やっぱり情報菌の件は黙っておこうね」

「そうしよう」

　二人は穏やかに笑みを浮かべ合ったが、それでもウカの表情には、一抹の不安が漂っている。

「……とはいえ、どうするのかな」

「どうするって？」

「……ヤシギさんの悩みが解決しても、《人類進化機構ＨＥＯ》との問題は残ってるわけでしょう？　明日の取引、どうするのかなって」

「まあ、元々ヤシギは《人類進化機構ＨＥＯ》に不信感を抱いただけで、《フェザ》で働くこと自体は嫌でもないからな。できれば元鞘さやに戻るのが理想なんだろうけど……《語り手オラトール》があの調子じゃな……。のこのこ帰ったら、細切れになるまで実験材料にされそうだ」

「本当にね……《自律人形遺産ノア・シリーズ》でも、あんな人がいるんだね……」

　そんなことを話していると、不意に近くにいたエルフが「リコ様」と突然声をかけてくる。

「今、《語り手オラトール》とおっしゃいましたか」

「え？　うん。ヤシギを管理していたやつらしくてさ。ヤシギ奪還のために人質までとってきやがった。……あ、もしかしてあんたもあいつと知り合い？」

「……ええ、彼女は私のプロジェクトの中核におりましたから。よく知っていますよ」

「あんたもヤシギも相似態だもんな。そりゃそうか。……でも、あいつって何するわけ？　何の役に立つのか、よくわからないんだけど」

「彼女は言語のスペシャリストです。細菌ネットワークと意識を繫つなげる方法は、ほとんど彼女が作り上げたものですよ」

「言語っていうのか、それ」

「彼女は人間の言葉に限らず、動物や昆虫、そして細菌と、あらゆるコミュニケーションに対して関心があるのです。何かを言語と認識したら、彼女はそれを徹底的に調べます。ウカ様の料理に対する探求が、単なる太古の食事の記録だけに留まらないのと同様です」

「……そんなことできるのに、なんであいつはむかつく話し方をするんだよ。その時点でコミュニケーション不全じゃん」

「私が思うに……それは、ある種の防衛反応でしょう」

「あえてやってるとでも？」

「そうです。相手との距離を縮めるためではなく、広げるために言語を用いているのです」

　しかし、そう言われてもリコは素直に納得などできない。というよりも、わざとやっているのだとしたら、なおさら迷惑な性格ではないか──と思うのだが、エルフの声音にはやはり憐れん憫びんが込められていた。

「かつて、私は言葉を話すことができなかったので、《語り手オラトール》からは話を聞くばかりでした。しかし、それのおかげか、彼女は私と二人だけになると素直に独り言を漏らしていましたよ。とりわけ印象に残っているのが、ノーチラスの話です」

「……ノーチラス？」

「彼女の友達の白鯨の名前ですよ。古い物語からとった名前だと話していました。クジラがノーチラスで、《語り手オラトール》がネモ。彼女たちは隣合って泳ぎ、寝食を共にして語り合ったそうです。ついには《語り手オラトール》がクジラの声コーダを理解するほどになりましたが、ある日突然、ノーチラスは消えてしまったと。そして彼女は、自分が鰐鯨の言語解析に利用され、《人類進化機構ＨＥＯ》が進める鰐鯨の駆逐に寄与していたのだと知ったそうです。それ以来、彼女が自分の言葉の使い方を変えたのは間違いないでしょう」

「──」

　リコはその瞬間、稲妻が素早く思考に点火して、いくつもの忘れていた記憶が炸さく裂れつするのを感じた。……《人類進化機構ＨＥＯ》が公開したという鰐鯨の言語情報。白鯨と融合したルアンに残留していた、誰かと一緒にご飯を食べる記憶。あるいは、リコがウカに名前を付けたことへの嘲笑も、《自律人形遺産ノア・シリーズ》を「使う」ことに対する皮肉も、エルフの話が本当なら《語り手オラトール》自身への嘲笑であり、皮肉ではないのか。

「……くそっ」

　本当は根がいいやつだ、などと今更信じたくもない。彼女にも事情があるのだ、などとそんな都合の良いい話はありえない。《語り手オラトール》が店を壊し、尊厳を踏みにじり、リコを殺そうとしたことは事実ではないか。そう簡単に全てをなかったことにできるほど、リコは人間ができてはいない。

　しかし、それでも……刀を手に取る前に、しなければならないことがある。

　この荒廃した24世紀で、たとえ憎しみ合う者でさえも共に食を分かち合えるように──その願いを守るためにこそ、リコとウカは《伽が藍らん堂どう》を続けてきたのである。それを自分が実践できなければ、客への示しがつかないだろう。

　リコは大きな大きな溜ため息いきを吐き出すと、呟つぶやいた。

「……こうなったら、確かめてみるしかないか」

　果たして一緒に、飯を食べる気はあるのか。

《伽が藍らん堂どう》の客になる気はあるのかどうか。

　本人に、確かめてみるしかないのである。




　　　　６




　夜の色合いがいや増すにつれて、エルフの森は星明りに照らし出され、かえって全体がぼうっと輝いているように見えた。昼間の残暑は速やかに撤退し、樹じゆ間かんを吹き抜ける微そよ風かぜが心地良い。ちょうど、夜空から染しみ出だした冷たい風が絶えず森を洗っているかのようだった。

　《類研》では、既に何時間もリコとヤシギが《語り手オラトール》との取引について議論を重ねている。インカム越しにカクタスも交じっていたが、元々そりの合わない《シード》と《フェザ》である。話の終着は一向に見えず、ウカは気分転換に外へ出ることにした。夜食でも作ろうかと思っていたが、《類研》にはどこを探しても食材がない。エルフに尋ねてみたところ、相似態はサンゴのように体に褐虫藻を飼っていて、光合成でエネルギーを摂取できるため、そもそも食材を必要としていないらしい。ヤシギの肌が褐色なのも、実は褐虫藻由来なのだという。

　食材がないのならば、やはり自分で集めるしかない。ウカは暗闇に目を凝らして材料集めをすることにした。そこには懐なつかしい羽は蟻あり──チカタナの姿も。磁気嵐の影響で、また地上に現れたのだろう。他にもいくつか食べられそうな食材を見つけたが、なにぶん暗いせいで作業は捗はかどらなかった。

　しかし、ある時不意に背後で草を踏む音が聞こえた。振り向くと、エルフが一人、ウカをじっと見つめている。

「……どうかしましたか？」

「いえ、ウカ様が迷子になっていないか探してくるようにと、リコ様から頼まれたもので」

「……リコちゃんは、まったく……」

　お手数をおかけして、すみません、とウカが代わりに謝ると、エルフは穏やかな微笑を浮かべ、立ち去るどころか隣にしゃがみこんだ。そして、ウカが籠代わりのエプロンに入れたものをじっと見つめる。

「蟻ありを、食べるのですか」

「……これは食べ物というより調味料なんですけどね。よければ、味見してみますか？」

　ウカが差し出したチカタナを受け取ると、エルフは特に躊躇ためらいもせずにそれを食はみ、小さく目を見開いた。

「すっぱいです」

「でしょう？」

「それに……情報菌が詰まってる」

「え」

　言われてみて、ウカも一匹嚙かみ潰す。深い酸味と共に広がるのは、どこか懐なつかしい陶酔感。

「……そっか、チカタナはハキリアリだから……」

「どういうことです？」

「ハキリアリは自分の巣で菌類を栽培して、それを食料にする習性があるんです。だから、エルフの森の蟻ありは情報菌が詰まっているのかなって」

「なるほど……自分の足元にこんなものがあるとは思いもよりませんでした」

「研究所の近くは、エルフさんが整備を行っているんじゃないんですか？」

「そうですが、普段の私は無意識下で行動していますからね。エルフの森が望む行動を自動的にこなしているにすぎません。こうして意識が表面化しても、普段の行動の意味を説明することは非常に難しいのです」

　そして、不意にエルフは口元に笑みを浮かべて、言う。

「……しかしさすが、ウカ様は食に関することなら、何でもご存知ですね」

「いえ、わたしなんて……そういう風に造られただけですから」

「《自律人形遺産ノア・シリーズ》に謙遜されてしまっては、我々の立つ瀬がありませんよ」

「そんなことないですよ！　本当に……わたしがやっていることなんて大したことないんです。リコちゃんみたいに……わたしは誰かのために動いているわけじゃありませんから」

「いろんな方に美味おいしい料理を作っているのに、ですか？」

「それは副産物みたいなものですよ。結局、自分の興味の範囲で、自分のできる限りの範囲で、好きなことをやっているにすぎないんです。《伽が藍らん堂どう》だって、リコちゃんがいるから成り立ってる。わたしのやっていることは、助けてくれる人がいないと成り立たないんですよ」

「リコ様は、誰かを助けることが楽しいからそうしているのだと思いますが」

「それは、そうかもしれませんけど……たとえわたしがいなかったとしても、リコちゃんは誰かのために何かをして生きると思うんです」

「……なるほど、やきもちですか」

「──え？」

「いえ、ですから、ウカ様は自分がリコ様を必要としているのと同じくらい、リコ様にも必要とされたいということでしょう。リコ様がここのところ自分以外の人たちのために一生懸命なのが、寂しいという──」

「ち、違いますっ！　そんな、そんなわけありませんから！　わたしはただ、その」

「違うのですか？　ウカ様はリコ様のことが好きなのでしょう？」

「あ、え、いや、それはそうなんですけど！　いや、その……と、とにかく！　今はそういう話をしていたわけじゃないですよ！」

　いきなり何を言い出すのか、ウカは慌てて立ち上がった拍子に、折角集めていた蟻ありを全部地面にばらまいてしまった。しかしエルフはキョトンとした様子でそれを拾い集めるので、ウカも一人だけ動揺しているのがかえって恥ずかしくなり、しおしおと再びしゃがみこむ。

　拾い集めたチカタナをウカに渡しながら、エルフはやはり真面目な顔をして言った。

「ウカ様がリコ様を必要としていることは分かりましたが、やはり一つだけ勘違いなさっていると私は思いますよ」

「……勘違い、ですか？」

「ウカ様は、決してひとりでは何もできない方ではありません」

「……それは……情報菌由来の本能的な崇拝じゃないですよね……？」

「いいえ、これは私が、ウカ様のことを知る前から知っていたことですから」

　知る前から、知る、とはこれ如い何かに。

　ぽかんと口を開けるウカに対し、エルフは淡々と語り始める。

「私がこのように話すことができるようになる前──つまりは情報菌がこの地に降りる前、今身に着けている腕輪は単なる受信機としてしか利用することができませんでした。こちらから話すことができないのですから、聞くばかりなわけです。私は時折森の外に何人かの私を送り出し、外界の情報を手に入れることもありました。しかし、頻繁にできることではありません。細菌ネットワークから切り離され、徐々に個別の人格を形成して帰ってこない私もいます。それゆえ、私はこの腕輪に入る受信を毎日のように聞いては、外の情報を探っていたのです。……そしてある日、毎晩同じ時間に流れる不思議な放送を見つけました」

「それって……まさか」

「静止衛星ティコ１４９から届く、『グルメ・アンティーク』です」

「──」

「もちろん私は料理をしませんから、ただ聞くことしかできません。だから味も、匂いも想像するしかない。聞いたこともない失われた食材の名前が出てくることも珍しくありませんでした。……しかし、私は毎晩、その放送を聞くのが楽しみだったのです。なぜでしょうか……私は、とても広い外の世界に、そして、とてもとても長い時間の流れに、繫つながっている気がしたのです。人類がこれまで築き上げたものを、たとえその余韻にすぎないようなものだったとしても……感じることができた。人間そっくりに造られながら、決して人になれなかった私が、そう感じることができたのです」

　エルフは今一度ウカを見つめてきた。その視線はこれまで彼女がひた隠していた、何かとても強いものがあって、ウカは返す言葉が見つからない。

「……二年前、ウカ様が去った宇宙船を調べ、そこにティコ１４９という名前を見つけたとき、私がどれほど悔しい思いをしたか。あの心の読めない少女が自分の憧れだったなんて、あまりに残酷な話ではありませんか。それから情報菌を調べ、ネットワークに取り込んだのも、あるいはその悔しさ故だったのかもしれません。ですからウカ様、私があなたを崇拝するのも当然です。私はずっと昔から、あなたの信者フアンなのですから」

「エルフさん……」

「いいですか、ウカ様。《伽が藍らん堂どう》のウカ様がどれほど素晴らしいとしても、それ以前に、あなたは十分誰かを救っている。あなたの思いはあなたが思っている以上に遠くまで、しっかりと届くものです。それを忘れないでください」

　それから不意にエルフはクスッと砕けた笑みを見せると、

「……これはおそらく、私のやきもちなのでしょう。私はずっとあなたの言葉に耳を傾けていたのに、あなたは別の人のことばかり考えているのですからね」

　と言って、摘まんだ蟻ありを一匹、口にする。

「これは私にとって、失恋の味というわけです」

　そして、どこか晴れやかな表情で立ち上がり、《類研》の方へ去っていったのだった。それと入れ替わるようにして現れたのはリコである。リコはウカを見つけるなり首をひねって、

「……なあ、エルフとすれ違ったんだけど……話でもしてたのか？」

　と尋ねてくる。

「えー、リコちゃんがわたしを探すように頼んだんでしょ？」

「いや、オレ、そんなこと頼んでないけど。さっきまでカクタスを説得するので、ほんと大変だったんだからさー……」

　リコのいつものような愚痴を聞きながら、ウカは、そうか、エルフは本当に自分と二人きりで話がしたかったのか、と思い知る。

　自分にできること。自分がやるべきこと。自分がやりたいこと。人類史の英知が生み出した自律人形でありながら、どうしてこんなにも自分には分からないことが多いのか。そして、エルフの思いにしろ、ヤシギの悪夢にしろ、自分はどれほど気付かぬうちに誰かの人生を変えてしまったのか。

　全てが変わってゆく。いや、すべては始めから、変わり続けていたのだ。その中で自分はやはり、料理を続けるしかない。

「……ねえ、リコちゃん」

「ん？」

「わたし、明日もがんばるから。頑張って美味おいしいご飯作るよ」

　すると、リコはウカの隣にしゃがみこみ、にやりと笑う。

「……やっぱウカはすごいな。計画を教える前に、やることが分かってるなんてさ」

「え？　計画？」

「そう、明日の計画。暴力が絡からむごたごたはオレが担当。ウカは美味おいしいご飯を作ってくれ」

「それって、結局……」

「《伽が藍らん堂どう》の開店ってことだ」
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　その日、スコピュルスの空にはひとひらの雲さえも見つけることができなかった。時刻は既に正午を回り、炎天は容赦なく地上を焼き尽くす。滔とう々とうと流れる大河の上に残された、巨大な橋きよう梁りよう《センジュ・ネオ・ブリッジ》は一枚の鉄板となり、その表面からは尽きることのない陽炎かげろうが立ち上っていた。

　既にして、役者は揃そろっている。ジャングルを背にして立つは、三つの人影。烏からす羽ば色いろの髪を腰まで下ろし、一本の木刀を携える仕事人。隣に立つは、この茹うだるような暑さの中でも顔色一つ変えずにタキシードをまとう銀髪の女頭領。そして、頭から無数のケーブルを生やし、「[image: かおもじ]」という謎の文字を点滅させる一人の娘である。

　対してコンクリートジャングルを背にして立つは、無数の人質を先頭に押しやる、三さん面めん六ろつ臂ぴ、阿あ修しゆ羅らのごとき全身機工体フルアーマーの兵士たち。そしてその先頭に立つ、華きや奢しやな一人の少女である。

　最初に沈黙を破ったのは、可か憐れんな容姿にかかわらず相手方を睥へい睨げいする少女──《語り手オラトール》だった。

「案外素直に出て来てくれて助かるわ。無駄な苦労はお互いごめんだものね」

　どこまでも冷淡で、他人行儀な声音である。それに応じたのは、鋭い視線を射返すヤシギ。

「最初に一つ聞いておきたいんだけどね、あたしがあんたたちの要求に応じるとして、部下たちはどうなるんだい」

「それはもちろん解放するわよ？　それからどこか《フェザ》の別の管轄に異動するか、《フェザ》自体から抜け出すかは、自由だけど」

「その保証は」

「保証って？」

「移動するも抜け出すも、死体としてなら認めるなんてのが、あんたたちのやり口だろう」

「あら、心外。《人類進化機構ＨＥＯ》は《フェザ》の上司よ？　その志は同じだと思ってたけど」

「あたしたちは利害の一致で協力はしても、同じ泥には浸つかっちゃいない」

　ヤシギの冷ややかな言葉の底には、今にも噴き出しかねない怒りが静かに沸き立っている。しかし《語り手オラトール》は微かすかに眉をひそめただけで、話を続けた。

「どう考えようがご勝手にどうぞ。……それじゃあ、こっちに来てもらえるかしら。《伽が藍らん堂どう》の怖ーいワンちゃんは動かないでね？　何か不審な動きがあったら、即座に反撃するわよ」

「怖いのはどっちだっての……オレは付き添いに来ただけで、何もしないよ」

　リコが戦意を否定するように諸もろ手てを上げると、ヤシギがゆっくりと歩きだす。カンナはその傍そばにぴたりとくっつき、手を握っていた。人質となっていた部下たちのうち、やはりビヌは表情を歪ゆがめ、こらえきれなかったように呟つぶやきを漏らす。

「姐あね御ご……どうして逃げなかったんです……」

　すると、すれ違いざま、ヤシギはふんっと鼻を鳴らして笑った。

　──そう、笑ったのである。

「あたしは、あたしのやりたいようにする。あんたがそうしろって言ったんだよ」

「でも……それは」

「いいから黙って見てな。これがあんたたちの選んだ女の答えだ」

　ヤシギの前に立ち並ぶ機工化兵たちは、痛みを感じることもなく、恐怖を感じることもなく、機き械かい仕じ掛かけの鎧よろいをまとった鬼神そのものである。どんなにヤシギが剣の達人でも、どんなに覚悟が決まっていても、その物量には太刀打ちできないだろう。

　しかし、この時ヤシギの身体からだには、無数の兵士の記憶があった。

　この時彼女の隣には、膨大な情報の処理に長けた、一人の少女がいた。

　そして、この時ヤシギの手には、ヤシギとカンナ、そして機工化兵の意識を無理やり接続する情報菌入りの炸裂弾が握られていたのである。




　──パンッ。

　という短い破裂音が、機工化兵たちの中心で響いた。それに彼らが対応できなかったわけではない。たとえそれが爆弾だったところで、大した被害はないと判断したのである。しかし、微かすかに白い煙が周囲を包みこんだ時、既に勝敗は決していた。

　エルフの森の母ぼ胎だい樹じゆから譲り受けた細菌ネットワーク。それが適度な密度で、適度な情報伝達路として機能するのは一瞬に過ぎない。だが、その一瞬に、ペヨーテで意識を開いたヤシギは自身の記憶を解き放った。エルフから教えられた相似態の細菌による精神介入ハツキングである。

　傍観するリコがひたすらに呆あきれるのは、ヤシギの精神力だった。眠ることなくペヨーテを服用し、エルフから細菌ネットワークによる精神介入ハツキングを受け続ける。そうしてその感覚を体で覚えるだけでなく、現にヤシギは強烈な幻覚作用を体に維持しながら、《語り手オラトール》やビヌとまともな会話をやってのけたのだ。

　今や、機工化兵の意識は極度の混乱に陥っているはずである。自分のものではない感覚、記憶が、怒ど涛とうとなって彼らを吞のみ込こんだのだから。付け焼刃のヤシギに、繊細な細菌ネットワークの利用などできるわけもない。だからこそ、自分の意識が失われるのも覚悟で、すべての記憶を流し込んだのだ。

　とはいえ、ヤシギにはカンナがいる。《鰐わに面づら》の情報処理を繰り返したために、カンナは自分の許容量を超えた情報に触れたとしても、自分を見失うことがない。精神介入ハツキングに巻き込まれても、揺らぐことのない意識がある。それゆえ、ヤシギは自分を見失ってもいい。カンナがヤシギを忘れない。ヤシギのちっぽけな意識を、決して手放すことはないのである。

　機工化兵は構えていた小銃を地面に落とし、神経をショートさせた者から、がしゃり、がしゃりと頽くずおれていった。それはちょうど操り人形の糸が次々と切り離されていくようで、やがて《センジュ・ネオ・ブリッジ》の上に立っている者はリコとヤシギとカンナ、そして《語り手オラトール》だけになった。ヤシギは意識を取り戻すと、一瞬膝を突きそうになるが、カンナがそれをしっかりと支える。一方で、あれほど余裕ぶっていた《語り手オラトール》の表情には、はっきりと焦あせりの色が浮かんでいた。

「あなたたち、一体、何をしたの……！」

　リコが何も言わず一歩近づくと、彼女は慌てて懐ふところから拳銃を取り出す。そして震える銃口をリコに向けたまま、苦々しい表情を見せた。

「あなたたちは、本気で……《人類進化機構ＨＥＯ》に喧けん嘩かを売る気なのね」

「いや、別にまだ喧けん嘩かをする気はないって。オレたちは話し合いをしたいだけで──」

「こんなことをしておいて、できるわけないじゃない」

「……えー？　それ、あんたが言う？　人質取った時点で、話し合う気がないのはそっちだろ」

「そんな……そんなものは、初めからありえないと分かってるでしょ！　《人類進化機構ＨＥＯ》が本気で動いたら、こんなもので済むはずがない。せっかく一人の命で助けられたものを、あなたたちが無駄にしたのよ！」

「いやさ……ヤシギ一人を犠牲にするとか、そんなのここにいるやつらが認めるわけないって、それこそお前は分かってただろ」

　リコがまた一歩近づくと、《語り手オラトール》は体をすくませる。後ろに下がることはできない。なぜなら、そこにはもはや人質ではなくなったヤシギの部下たちがいるのだから。だからせめて、リコがそれ以上近づかないようにと《語り手オラトール》は必死に口を動かしていた。

「どうせ、ここでアタシたちを消したところで無駄よ？　今の分隊との連絡がつかなくなれば、次の分隊が送られてくる。《人類進化機構ＨＥＯ》には絶対逆らえない」

「へえ」

「仮に今は逃げられたとしても、スコピュルスに居場所があると思ってるの？　隠れたところですぐにばれるし、あなたたちを匿かくまってまで《人類進化機構ＨＥＯ》に逆らう者なんて誰もいないわ」

「ふーん」

「……どうして分かんないのよっ！　あなたたちの馬鹿みたいな意地のせいで、みんな殺されるかもしれないのよ!?」

　《語り手オラトール》は怒気を含んだ声音でそう叫ぶが、リコは首をひねり、ぽつりと尋ねる。

「……結局、お前はさあ、どっちに怯おびえてるわけ？」

「……え？」

「お前が怖いのは、オレたちなのか、それとも、自分の主人なのかって聞いてんだよ」

「……」

「初めて会った時から、お前が乗り気じゃないことは分かってるよ。仕事だなんだ言ってたけどさ、それはやりたくてやってるわけじゃないって告白してるようなもんだしな。むしろ気になるのは、それでもお前は《人類進化機構ＨＥＯ》に従ってるってことだ。それはなんでだよ」

　リコの問いに、《語り手オラトール》は一度目を伏せた。そして、もはや苦く悶もんの表情を隠すことなく、吐き捨てるように言う。

「……そんな……そんなの……逆らいようがないからに決まってるじゃない。アタシは無駄に抵抗して、苦しむような馬鹿じゃないの。あなたたちみたいに強くはないし、ここに至っても、引き金を引く度胸がないことは、自分でも分かってるから」

　どこか自嘲気味に口元を歪ゆがめると、《語り手オラトール》はだらりと腕を下げ、無造作に銃を手放した。しかし、かえってその瞳には怒りに裏打ちされた強したたかな意思が宿り始めている。

「……話し合いなんて、誰とだってありえないのよ……絶対に、どちらかが強くて、どちらかが弱い。どちらかが利用して、どちらかが利用される。あなただって分かってるでしょ？　この時代は、そういうものなんだって。アタシが今、あなたたちの前で服従するしかないように、アタシは《人類進化機構ＨＥＯ》に服従するしかなかった。それだけのことよ」

「言葉を操る《自律人形遺産ノア・シリーズ》が対話の放棄とはね……」

「──違う！　言葉だからよ！　アタシは所詮、言葉なのよ。銃や刃物には勝てない。全てを決めるのは、言葉を使う人間が力を持っているかどうかだわ」

「それは単なる責任逃れだろ」

「なっ……！」

「自分の主人を言い訳にして責任を押し付けた時点で、お前は主人を利用してるんじゃないのか？　本当に利用されるってことは、どんなにそいつのせいで苦しもうが、絶対にそいつのせいにしないってことだろ。お前は、ビヌの話を聞いてなかったのか？　あいつらがどんな思いでヤシギに利用されることを望んだのか、その覚悟を聞いてなかったのか？」

　淡々とリコが問いかけると、《語り手オラトール》は唇を嚙かみ、しかし、それでも必死にリコを見返してくる。

「……でも、それは彼らが幸運だからよ。本当に利用されたいと思うような、力を持つ人を見つけられたからでしょ？　アタシは違う。アタシはもう、《人類進化機構ＨＥＯ》に利用されることでしか生きようがないの」

「別の誰かを、見つければよかったんじゃないか？」

「……」

「お前は利用されてもいいと思える相手を、探せばよかったんだ。──そんでもって、後ろを見てみろ。そこにいるやつらが、今、お前が話し合うべき相手じゃないのか？　お前をもっと幸せに利用してくれるやつらじゃないのか？」

　今やヤシギもカンナもビヌも、人質となっていたヤシギの他の部下たちも、全員が《語り手オラトール》を見つめていた。そもそもヤシギたちはこれから一生《人類進化機構ＨＥＯ》と戦おうなどとは、思っていないのである。今のヤシギの身柄を保証してくれさえすれば、再び《フェザ》として働きたいとさえ考えているだろう。だからこそ、そのためには交渉役が必要となる。二つの利害を取り持つ言葉が必要となるのだ。

　しかし、それでも《語り手オラトール》はかぶりを振った。

「……アタシはもう、誰も信用しないことに決めたの。あなたたちだって、いずれアタシを裏切るわ。どんなに今は理想的な関係も、時が経たてば変わってしまう。だったら最初から期待しない方が、楽だと思わない？」

　なんと強情なのだろう。ここまで言って、《語り手オラトール》はなおも折れない。涙の一粒も流さない。

　……しかし、二百年である。二百年の間、孤独に宇宙から呼びかけ続ける者もいれば、二百年の間、誰かと言葉を交わしていながら、一層孤独を深める者もいる。《語り手オラトール》がその孤独に耐えるためには、こうして言葉で鎧よろいを固めるほか、無かったのかもしれない。

　リコは小さく溜ため息いきを漏らし、頷うなずいた。

「……確かに、ずっと同じ関係が続くことはないだろうな」

「だったら……」

「でも、たとえ変わってしまったとしても……いつか失われてしまうとしても、思い出すことはできる。本当に大切なことは、絶対に覚えてるはずなんだよ」

「……」

「なあ、《語り手オラトール》。お前の一番好きな食べ物は何だ？」

「……え？」

「お前が食べて、一番幸せを感じる食べ物は何かって聞いてるんだ」

「な、なにを」

「答えろ」

「……」

「……」

「……」

「……アイスクリーム」

　あまりに真剣なリコのまなざしに、《語り手オラトール》がぽつりと答えたその時、突然、《センジュ・ネオ・ブリッジ》に水しぶきがかかった。それは、河かわ面もに浮かび上がった白い巨影から噴き出た一本の水柱。《語り手オラトール》は水面を見て、目を見開く。

「……ノーチラス？」

《アラカワ・リバー》を遡そ上じようしてきた一頭の白鯨。それは紛れもなく、《語り手オラトール》がかつて失った大切な友である。

「……あのクジラは、ちゃんと覚えてたぞ。お前と一緒にアイスクリームを食べたこと」

「……」

「それに、二百年の間、あいつは広い海の中で誰を探してたと思う？　誰もいない、誰もいない……これって、お前のことだよな？　ネモは、ラテン語で誰もいないって意味なんだろ？」

「……」

　そして、その時初めて、《語り手オラトール》の瞳から一筋の涙が零こぼれ落おちた。これで平然とした顔をするようなら、さすがに一発くらい殴っておこうかと思っていたのだが、仕方がない。一度殺されかけた鬱憤は、また別の機会に晴らすことにする。

　それから《語り手オラトール》はふと、呟つぶやいた。

「……アタシだって、忘れてないわよ」

「……」

「……忘れられるわけないじゃない。あの時間は、本当に、本当に大切で、幸せで……」

《語り手オラトール》の瞳から、はらりはらりと涙が落ちる。しかし彼女はそれを拭うことも忘れて、痛みを絞りだすように口を動かした。

「……それが幸せな分だけ……悲しかったのよ。思い出せば思い出すほど、それはもう二度と取り戻せないんだって……二度と味わえないものなんだって……」

　その関係が大切な分だけ、失う痛みは大きくなる。裏切られる恐怖は大きくなる。

　そんなの当たり前のことかもしれない。でも、その当たり前の恐怖に怯おびえる《語り手オラトール》もまた、当たり前に、リコやウカと同じ、普通の少女ということではないのか。

　確かに、誰かを信じるということは、裏切られる恐怖を引き受けるということなのだ。その未来の痛みを覚悟した先にしか、関係は結ばれない。そして、その覚悟を決めるのは、本人しかできないことである。

　リコに出来ることがあるとすれば、それはもう一度尋ねることだった。

「……オレたちを信じてみる気はあるか？」

「……」

「一緒に笑って、話をして、飯を食いたいか？」

「……」

《語り手オラトール》が濡ぬれた瞳でリコを見つめ、それからぐっと息を止めて、吐き出した。




「──あなたたちを……信じたい」




　一人の少女の覚悟に応えたのは、一人の給きゆう仕じの笑顔である。

「──よし、じゃあ、もうお前は、《伽が藍らん堂どう》の客だな」

　リコはそう言って大きく伸びをすると、《語り手オラトール》の向こうに立つヤシギたちを見た。誰もが安あん堵どしたように微笑ほほえんで、小さく頷うなずいている。

「……ん？」

　しかし、さらにその向こうからやってくる物に気づいた時、リコの表情が不意に陰る。その視線を追って振り返った《語り手オラトール》は、びくっと体を震わせ、口を押さえた。

「そんな、もう援軍が来るなんて……」

　遥はるか空から現れたのは、巨大な鳥影。四つの翼をはためかせ、スコピュルスを見下ろす瑞ずい鳥ちょう型がた輸ゆ送そう機き──通称KARURAである。

　しかし、リコはにやりと笑い、《語り手オラトール》の肩を叩たたいた。

「心配すんな。あれは食材だ」

「……え？」

「それに、客ならよく覚えておくといい。《伽が藍らん堂どう》では、オレの言うことを聞いて、いただきますとごちそうさまをちゃんと言え。それから、敷地の近くでは戦闘厳禁なんだ。オレとウカとお前客がいたら、ここはもう《伽が藍らん堂どう》。つまり、あいつらは絶対に、オレが近づけさせない」

　これこそ、リコの仕事である。《アラカワ》の黒い妖犬ヘルハウンドにして、《伽が藍らん堂どう》の用心棒。店に近づく不ふ埒らちな輩やからは、その木刀でもって両断する。リコは赤いシリンジを取り出して痛覚ドラッグを打ちこむと、木刀を握って歩きだした。

　対する無人輸送機からは機工化部隊が次々と投下される。パラシュートもなしに《センジュ・ネオ・ブリッジ》の橋桁に着地すると、即座に銃を構えていた。しかし、とうに戦いは始まっている。リコは敵中へ飛び込むやいなや、手当たり次第に襲い掛かった。的確に機工体の関節を打ち砕き、一人六本もある腕を次々に刈り取ってゆく。

　一度中へ入ってしまえば、同士討ちを避けるために相手は近接戦闘に移行する。機工化兵は切れ味鋭い電磁ナイフを振り回し、容赦なくリコの命を狙ってきた。しかし、恐れることはない。スコピュルスには、娘の頼みとあらば必ず駆けつける一匹の暴食蛸クラーケンがいるのである。

　──ドンッ！

　と突然、橋桁に衝撃が走り、何体もの機工化兵が宙に吹き飛ぶ。巨大な砲弾かと思うようなそれは、実際、砲弾よりも恐ろしい一体の戦車である。

「──おぉ、やってんなあ」

　八本足の多脚戦車から、カクタスの吞のん気きな声が零こぼれ出る。リコは近くにいた機工化兵の腕を一本切り飛ばすと、インカム越しにこう尋ねた。

「なあ！　オレのこと、あいつのとこまで投げてくんない？」

　リコが指さしたのは、上空で回遊する巨大な輸送機。カクタスは一本の蛸たこ足あしを地面にすれすれに下ろすと、「舌を嚙かむなよ」と一言。

　その先端にリコが飛び乗った次の瞬間、ぐんっと蛸たこ足あしが跳ね上がり、リコの身体からだは弾丸のごとく空に撃ち出される。そして、見事輸送機の翼に木刀を突き立て、しがみ付いた。

「まだ落ちんなよ！」

　壁を突き破って中に入り込めば、輸送機の中はもぬけの殻。操縦は自動になっている。リコが操縦室の中枢に、思う存分木刀をたたき込み、KARURAを支える四つの翼が停止すると、たちまち機体はぐらりと揺れる。リコは急いで爆薬格納庫へ向かい、そこでお目当ての催涙ガス爆弾を見つけ出した。

「──落ちるから、キャッチよろしくな」

「おっ、ちょっ、待て！　リコ！」

　インカムで一方的にカクタスへ連絡すると、リコは爆弾を腕で抱えたまま、輸送機を飛び降りた。カクタスは間一髪でリコの身体からだを受け止める。

「おめえ、間に合わなかったらどうすんだ！」

「え？　昨日、全部了承したじゃん。爆弾が必要だって話もしたろ」

「そういうことじゃねえんだよ……」

　しかし、吞のん気きに語り合っている暇はない。いまだ機工化兵は二人を取り囲み、容赦なく襲い掛かってくる。カクタスとリコは互いの背中を預け合いながら、それぞれの戦いに没頭した。かつての共闘が体に染しみついているせいか、あるいは揺るがぬ信頼が両者の力を飛躍させるのか。《アラカワ》で知らぬ者はいない蛸たこと犬。この二人、揃そろうと滅法強いのである。気付けば機工化部隊はほとんどが戦闘不能。硬い頭蓋を砕かれこそしないが、腕や足を破壊され、無事な者もやがて武器を手放し降参する。相手の武器をすべて《アラカワ・リバー》に投げ捨てたら、決着は着いたも同然だろう。ヤシギたちの元へ戻りながら、カクタスは大きな溜ため息いきを漏らした。

「……二年前の悪夢が蘇よみがえったぜ」

「ほんと《人類進化機構ＨＥＯ》もしつこいよな。ウカを欲しがったり、ヤシギを欲しがったり」

「……おめえも、人のこと言えるのか？　どうしてそういうやつにばかり関わるのか……巻き込まれるこっちの身にもなってみろ」

「そのオレを最初に拾ったのはカクタスじゃん」

「……口だけは達者になったな」

「おかげさまで」

　リコがにやりと笑うと、カクタスは呆あきれ顔がおで、しかしどうにも我慢ができず、ふっと笑う。

「……ところでよ、俺に救援を求めるのはいいとして、なんでここで飯を食わなきゃなんねえんだ？　《語り手オラトール》を説得できりゃ、《伽が藍らん堂どう》に帰ってからでもいいだろう」

《伽が藍らん堂どう》の出張食堂。この計画のために、リコとウカは材料を指定し、《シード》にわざわざ集めさせ、白鯨に積んで運ばせることにした。確かに面倒なことこの上ない。だが、それはどうしても必要なことだったのである。

「だって、飯を一緒に食べるなら、知り合いは多い方がいいだろ？　鯨と一緒に食べるなら、ここが一番だ」

「……おめえたちはもう、手に負えねえよ……」

　リコの返答に、カクタスはますます肩を落とす。やがて、ヤシギたちの元にたどり着くと、リコは誰に言うでもなく、

「じゃあ、あとはあんたたちで話し合ってくれ。もうそろそろ下の川岸で料理の準備が始まるんだよ。オレは一足先に、つまみ食いをしてくるから」

　と笑う。すると《語り手オラトール》が慌てて呼び止めた。

「ちょ、ちょっと、あなた、アタシを一人にするつもり!?　喧けん嘩かになったらどうするのよ！」

「……別に、とって食われやしないって。まあ蛸たこ足あしの巨漢も、黒服の女頭領も容赦はないからな、生き延びたけりゃ、せいぜい言葉を尽くすんだな」

「そんなー！」

　なおも縋すがろうとする《語り手オラトール》に対し、とどめとばかりにリコは言う。

「言っただろ？　《伽が藍らん堂どう》のルールその二は、給きゆう仕じには逆らうべからず、だ」

　そして、軽やかな足取りで川岸で待つウカの元へ走っていく。

　太陽はいまだ高く、運動をして腹はぺっこぺこ。

　昼ご飯にはちょうどいい頃合だった。
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《アラカワ・リバー》の北岸、ジャングルを隣にする土手には巨大な白いクジラが接岸していた。その岸辺には既に簡易調理場が立ち、大きな布を張り渡して屋根が作られている。ウカがそれに近づくと、バオと名乗る《シード》の一人が現れて、「お待ちしておりました！　姐ねえさんっ！」と頭を下げた。

「できる限り、ご要望のものは集めてきたんですが……」

　という彼に連れられ調理場に来てみれば、そこは食材の山である。

「イガイは《フェザ》の連中がいた立坑で、今朝採ってきたものです。そちらの野菜は、《伽が藍らん堂どう》の自家農園から。渡り竜の卵はさすがに季節が違うってんでトビトカゲの卵で代用させていただきました。山さん椒しよう、乾燥アミガサタケ、鰻うなぎの焼き干しは、それぞれリブラリウスの爺じいさん、《白びやく衣え》のルアン殿、《漁師ピスカトール》殿から譲っていただいたもんです」

「すごい……無理を承知でお願いしたのに……ほんとにありがとうございます！」

「いえいえ、とんでもない！　俺たちはちょっと手配をしただけで……このクジラだって、ルアン殿や《漁師ピスカトール》殿のおかげですから……」

　そしてまさに、噂うわさをすれば、である。クジラの噴気孔から三つの影が現れたかと思うと、彼らはすぐウカに気が付いた。中でも、腰の曲がった瘦そう身しんの老ろう爺やはインコを肩に載せたまま、まっすぐ駆けてくる。

「おお！　ウカ様！　ご無事で何より！」

「お久しぶりです、リブラリウスさん。わざわざ来ていただいて、すみません」

「なあに、ウカ様の願いとあらば、どこへなりとも馳はせ参さんじますとも！　まあ、この潜水艦が川を上るとあれば、多少なりともわしの出番がございますでな！　あれはわしが若かりしころに開発した自我融合──」

「お爺じいさん、話はまた後にしよう。ウカさんはこれから料理で忙しいんだから」

　すかさず話を止めたのは、《漁師ピスカトール》である。ウカは彼に向かって深々とお辞儀をすると、

「鰻うなぎの焼き干し、ありがとうございます。どうしても使いたくて……」

「いいんだよ、そもそもあのウナギは君たちのおかげで獲とれたわけだし。元々《伽が藍らん堂どう》のものだよ。──それより、随分と盛大な食材じゃないか。さすがに大人数相手になると、違うね」

「いえこれは、単にわたしのわがままというか……お世話になっている人、みんながここに集まるのなら、皆さんと思い出のあるものを使ってご飯を作りたいなって思ったんです。食べた人みんなが、《伽が藍らん堂どう》を思い出せるような、そういうご飯を」

「……どうやら、気合が入ってるようだね」

「はい。楽しみにしていてください」

　力強いウカのまなざしに、《漁師ピスカトール》は穏やかな笑みを見せる。そして、「ああ、そうだ」と手に持っていた網を差し出した。その中に入っていたのは巨大なエビ……のような、カニ……のような。脚は十二本。長く鋭い針のような尾があり、人間の肋ろつ骨こつと甲殻類を足して二で割ったような見た目をしている。

「これ、蜘蛛型戦車ＨＡＷがどうしても手に入らなかったから、その代わりに」

「……何ですか？　これ」

「クジラジラミ……の末まつ裔えいかな。クジラの胃袋に寄生していたんだけど、さすがに淡水が流れ込んできて、死んだみたいでね。甲殻類だから、まあ、蜘く蛛もの代わりにはなるかと」

「……」

　ウカが言葉に詰まっていると、隣に立っていたルアンがすまなそうに、

「ちなみに、僕は気色が悪いからやめろと言ったんですよ。けれど、彼がどうしてもと──」

「……すごい！」

「……え」

「うわー！　ありがとうございます！　本当に、気持ち悪い形ですね！　戦車より酷ひどいです！」

　歓喜である。ウカは網から怪物を取り出すと、その仔し細さいを眺め、満足げに頷うなずく。

「これの名前はカオヒッツキにしましょう！」

「……か、かおひっつき……？」

「確かスライムについて調べていた時に、アメリカで当時流行はやっていた映画を見たんです！　別の星からやってきた生き物に、人が寄生されてしまう怖いお話なんですけど……人間の顔に張り付いて寄生する異星人の幼体に、これ、そっくりなんです！」

「……」

　嬉き々きとして語るウカの姿に、かえってルアンの方が言葉を失っている。

「……今日は、動物を食べない戒律があってよかったかもしれません……」

「えー？　きっとこれも美味おいしいですよ！」

「あ、あはは……」

　そんな折、自分の仕事を終えたリコがクジラの元へやってきた。そして、やはりカオヒッツキを見るや否いなや、ルアンそっくりのげんなりとした顔で、

「……それ食べるのか……」

　と肩を落とす。

「もう、リコちゃんまで！　そんなことより、ヤシギさんたちは放っておいて大丈夫なの？」

「カクタスもいるし、心配ないよ。オレも疲れた」

「そっか、お疲れ様。……それで、あれは手に入ったんだ？」

　ウカの視線の先にあるのは、リコが持っていた催涙ガス爆弾。どうしても欲しいから、戦闘中に奪ってほしいと昨日頼まれたものである。

「これ、結局何に使うんだ？　食材って言ってたけど……」

「わたしね、《伽が藍らん堂どう》で襲われた時から、その催涙ガスの匂いをどこかで嗅いだことがあるなーって思ってたの。それでね、昨日の夜、ふと気付いたんだよ！　ガスの材料がワサビじゃないかなーって！」

「ワ、ワサビ!?」

　リコは思わず爆弾とウカを交互に見やり、呆ぼう然ぜんとする。ルアンも《漁師ピスカトール》も苦笑するしかないが、リブラリウスだけは「さすが、ウカ様！」と相あい槌づちを打った。

「ご明察ですぞ！　それは、ＰＡＣを利用したワサビ工場で作ったもんです。からし油配糖体と分解酵素の状態で運ばれて、破裂と同時にそれが混合、反応して、ツーン、ですからな！」

「ツーン、じゃねえよ！　なんで爺じいさんが、そんなこと知ってんだ！」

「なんでも何も、それを開発したのはわしじゃもんね～。わし、天才科学者じゃもん。最高濃度に圧縮すれば、クジラ十頭だって殺せるもんね～、しーちゃん？」

　リコに話しかけられた途端、インコと会話を始める老ろう爺やである。しかし、もうそこまで聞かされてしまったら、逃げ場はない。リコは心して兵器調味料を味わおうと覚悟を決め、爆弾をウカに手渡した。

　さあ、いよいよ調理の始まりである。ウカが調理場の釜を開けると、そこには既に水に浸された白米が。《シード》にはメインとなる食材の他に、米を持ってくるよう頼んでおいたのだが、ここまで用意しておいてくれたらしい。

　水加減だけ調節して火をつけ、米を炊き始めたら、ウカはまずエルフの森から持ってきたチカタナを手に取る。既に翅はねは毟むしり取とってあるので、これを少量の水と共に潰し、舐なめてみて、軽く痺しびれるくらいの酸味を確認したら、布で濾こす。そして出来上がった酢に砂糖をわずかに加えて軽く煮立たせた。その酢をコップ一杯ほど取り分けると、さらに砂糖を加えて甘酢を作り、茹ゆでた蓮れん根こんを薄切りにしたものを浸しておく。

　次は、カオヒッツキの処理である。関節を包丁でたたき切ると、青い血がさらりと流れる。甲殻類には珍しくもないが、一応ウカはそれをリコに見つからないようにふき取りつつ、竈かまどで網焼きにした。表面の殻にしっかりと焦げ目がついたら、皮を切り開き、身はほぐして冷ます。

　それから焼いた殻を水にいれて沸騰させ、十分に香ばしい香りが移ったら、殻を取りだした。そこに入れるのは、鰻うなぎの焼き干しである。これは春のヤマタノオロチの皮を炭火で焼いて油を落とし、さらに三日天日に晒さらしたもの。煮出すと鍋にうっすら脂が浮き、これだけで十分美味おいしい出だ汁しの出来上がり。

　トビトカゲの卵はほんのり甘い味付けで薄く焼き、細く切って錦糸卵に。リブラリウスの実山さん椒しようは、とりあえず毒見に齧かじってみて、致死量のサンショオールが入っていないことを確認した。それから小枝を取って、塩しお茹ゆでに。春以来時々ルアンに送っていた乾燥猛毒アミガサタケは、細切りにした人にん参じんと共に、醬しよう油ゆと砂糖を溶かした出だ汁しで軽く煮る。できあがったら、余って煮詰まった汁に下処理をしたイガイを軽くくぐらせて、ほどよく火を通した。煮付けた食材はこれまた脇に置いて、味をなじませておく。

　お米の火加減を調節したら、今度は催涙ガスの調理に取り掛かる。リブラリウスは開発者というだけあって、あっという間に爆弾を解体してグルコシノレートとミロシナーゼを取り出した。二つを混ぜ合わせて、ワサビ香料を作ったところで、焼いたカオヒッツキと煮イガイに軽く振りかける。すると、青く爽やかな香りがつんと立って、たちまち調理場の空気が引き締まった。

　準備はこれでおしまいである。ウカは木陰で休んでいたリコに声をかけた。

「リコちゃん、最後の仕上げだから、手伝って」

　むくりと体を起こした彼女は作業台の上に並んだ種々の具材を一いち瞥べつし、

「これはあれか、ちらし寿ず司しか」

「あ、分かっちゃった？」

「まあ、さすがにな」

「後はご飯とお酢を混ぜて、具材を載っけるだけだから。でも、ここからが大変なんだよ？　リコちゃん、頑張ってお米を扇あおいで冷ましてね」

「……また肉体労働かよ」

　溜ため息いきを漏らしながらも、リコは大釜をひっくり返し、炊き上がった米を大おお桶おけに広げる。リコが幅広の葉を切って作った即席団扇うちわで懸命に扇あおぐ間に、ウカは手て際ぎわよく米をほぐしながら、蟻ありで作った酢を混ぜ合わせていった。

　酢飯ができあがったら、アミガサタケの煮物を半分ほど細かく刻み、人にん参じんの煮物と塩ゆでにした山さん椒しようの実もざっくりと刻んで、一緒に酢飯に混ぜ込む。その上に、レンコンの甘酢漬け、錦糸卵、焼きカオヒッツキ、煮イガイ、取っておいたアミガサタケの煮物、それから傍かたわらで茹ゆでておいたさやえんどうを彩いろどりよく載せたら、いよいよ完成である。

「──はい！　《伽が藍らん堂どう》の思い出ちらし寿ず司しのできあがりっ！」

「すげー！　超ちよう綺き麗れいじゃん！」

　リコの弾んだ声音に、ウカもやはりくすぐったくなる。卵の黄色に、野菜の緑に、甲殻類の赤。イガイのほのかなオレンジもある。

「どうする？　リブラリウスの爺じいさんたちはもう呼んじゃって、先に食べさせるか？」

「あー、うん……でもその前に、リコちゃんが味見してくれる？　ぶっつけ本番で作ったから」

「ウカが作る料理は、大抵ぶっつけ本番じゃん……」

　別に心配してないよ、と言いながらも、リコは既に空腹が抑えきれなくなっていた。小皿に盛り付けられたちらし寿ず司しを渡されれば、すぐに顔が輝きだす。

「いただきますっ！」

　リコが最初に箸を伸ばしたのは、やはり問題のカオヒッツキ。とはいえ蜘く蛛も型がた戦せん車しやの先例があるおかげか、特に躊躇ためらいもせずに口へ運ぶ。

「……お、おぉ……」

「……どう？」

「いや、うまいよ、これ。焼いて身がぎゅっとしてるというかさ、戦車よりもカニっぽい」

「まあ……あれは蜘く蛛もだったからね。カオヒッツキは一応海洋生物だし」

「それに、かかってるの催涙ガスの合成ワサビだろ？　絶妙にツーンとして、でもすっごく気持ちいい甘みがあって、カオヒッツキの肉が脂を感じるから、ちょうどいいんだよ」

　それから、リコは野菜や煮イガイを食べては、うまいうまいと叫ぶ。彼女の耳がぴくぴくと震えて、ウカはそれで心底安心した。

「……上に載ってるものも美味おいしいんだけどさ、やっぱりすごいのは酢飯だと思うんだよな。これ、蟻ありの酢で作ったんだろ？　ほんと虫臭さもないし、さっぱりしてる。それに甘じょっぱいきのこや人にん参じんが来たかと思えば、山さん椒しようの青い刺激がぱーって広がってさ、全然飽きない」

「あ、そういえば、お吸い物もあったんだった」

　ウカはお椀わんに澄んだ出し汁ときざんだ鰻うなぎの焼き干しの一片を入れて、リコに渡す。それだけで、あたりに甲殻類と魚のふくよかな香りが広がった。リコはそれを両手で受け取り、ごくりと一口飲んだ後、実に深い溜ため息いきを漏らす。

「はぁ～、うめ～」

　それから不意にウカを見つめて、微かすかに口元を緩めた。

「今日のご飯は、本当にオレたちみたいだな」

「……どういうこと？」

「あまいやつも、しょっぱいやつも、すっぱいやつも、つんとしたやつも、あぶらっぽいやつもいてさ、それぞれバラバラなんだけど、一緒に食うとうまいだろ。あー、こいつとこいつは案外合うぞとか、この後にこれだから良さが引き立つとか」

「……確かに、そうかも。わたしはそこまで考えてなかったけどね。なんとなく……みんなに恩返ししたいなって、それから新しいお客さんがいるなら、わたしたちのことが一口で分かる料理がいいだろうなって」

「あ、そういえば、アイスクリームは？」

「クラック・ミルクの材料も頼んでおいたから大丈夫だよ。やっぱり《語り手オラトール》には、出来立ての冷たいものを食べてもらわないとね」

「ノーチラスの上でな」

「そう！」

　ウカの言葉を聞きながら、リコは再びちらし寿ず司しに目を落とした。その横顔はどこか優しく、穏やかさに満ちている。

「これからもさ……オレたちは新しいものと出会って、このちらし寿ず司しはもっと綺き麗れいに、もっともっと美味おいしくなるよ」

「……うん」

「楽しみだな」

[image: ]

「……うん」

　そして、リコは「ふわぁ」と大きな大きなあくびを一つ。

「……なんか、急に睡魔が……」

「昨日は、夜遅くまで作戦会議してたからね。それにお腹なかいっぱいになって、眠くなっちゃった？　リコちゃんのお仕事は終わったんだから、少し寝てもいいんだよ？」

「……でも……みんなに、ご飯を運ばないと……」

　しかし次の言葉は続くことなく、リコはすっかり眠りに入る。ウカはその寝顔にどこまでも柔らかなまなざしを注ぎながら、給きゆう仕じの代わりを務めるため、静かに立ち上がった。

　同居二年目の、夏の昼過ぎ。

　ようやく穏やかさを取り戻し始めた《伽が藍らん堂どう》の一幕である。







[image: 第五話　リコとウカの最初のごはん]
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「まっず……」

「文句言うんじゃねえ。食っておかねえと、ＰＡＣが効かずに死んじまうぞ」

　明かりもなく、星だけが霞かすみのような白い光を投げかける森の中、リコが漏らした不平にカクタスが小さく溜ため息いきを漏らした。かろうじて見える彼の表情には、疲労と落胆と苛いら立だちが見え隠れしている。リコは「オイル・バー」を齧かじりながら、ぼそりと呟つぶやいた。

「……《調理師コクトール》の料理、うまかったのに……」

　するとカクタスはリコを睨にらみ、

「まだ言うか、おめえは」

「事実だろ。カクタスだって、うまいと思ったに決まってる」

「……だからよお、うまかろうが、うまくなかろうが、関係ねえんだよ。あいつを《シード》に引き入れたところで、料理以外の使い道があるかってんだ」

「……」

「いいか、リコ。俺は別に好きでやってるわけでもねえが、これでも《シード》の幹部だ。下にいるやつらの命を保証してやらなきゃならねえ。面倒を見なくちゃならねえやつが、いくらでもいるんだよ。料理がうまかろうが、まずかろうが、そんなのは二の次だ」

　エルフの森にやってきたその夜。宇宙から落ちてきたという《自律人形遺産ノア・シリーズ》は食が専門の《調理師コクトール》だと判明し、カクタスは彼女の勧誘はしないと即断した。研究の名のもとに《自律人形遺産ノア・シリーズ》とあらば何でも欲しがる《人類進化機構ＨＥＯ》や、22世紀の技術の結晶を奪ってどこかに売りつけようとする強盗集団、そういうやつらから《調理師コクトール》を守るほどの価値が、彼女にはないというのだった。

　カクタスは《調理師コクトール》を《人類進化機構ＨＥＯ》に引き渡すか、森に置いておくか、その選択をリコに委ねたが、リコは結局何も決めずに彼女と別れた。カクタスはそれを《調理師コクトール》の放置とみなし、あくる朝には森を出るという。

　しかし、リコは「オイル・バー」を食べれば食べるほど、昼間に食べた《調理師コクトール》の料理を思い出してしまうのだった。

「……なあ、なんでスコピュルスの飯ってまずいんだ？」

「ああ？」

「まずいまずいって思いながら、それでもオレたち、こういうの食ってるよな」

「そりゃ、おめえ、材料がないからだろ。肉だの野菜だの、俺ぐらいになりゃあ、うまいもんは食えるが、おめえみたいな戦闘員には身の程知らずの贅ぜい沢たくだ」

「……まあ、そうだけどさ」

「それによ、知らねえだろう」

「……何が？」

「おめえに限ったことじゃねえが、大抵の人間は知らねえのさ。うまい、ってことが何なのか、分かっちゃいねえ」

「……オレは分かるよ」

「そりゃ、おめえが知ってる範疇でな」

「はあ？　なんだよ、じゃあ、食ったことがない人間には批評する資格がないってのか？」

「資格じゃねえさ、能力だ。……たとえば、おめえは本物の豚肉の味を知ってるか？」

「……知らない」

「俺は知ってる。これが差だ。俺の中の『うまい』を、おめえはどうやっても知りえない。食ったことがなきゃ、わかりゃしない」

「……でも、肉の味だろ？　大体、想像はできるじゃん」

「まあな。でもそれは、おめえが他の肉の味を知ってるからだ。市場のトビトカゲの肉すら買えないやつは、その想像すらできねえ」

「……何が言いたいんだよ」

「つまりよ、うまいってのは知識なんだ。知らなきゃ伝わらねえし、もしも異なる知識を持った相手なら、同じもんでもまずいと感じる。てめえがうまいと思うもんを、相手もうまいと知ってなきゃ、その価値は誰にも伝わらねえんだ。だから、歴史も文化もズタズタになったスコピュルスで、うまいもんなんてほとんどのやつは知りもしねえし、興味もねえ。《調理師コクトール》の価値を支える前提自体が、この世界にはねえってわけだ」

「……」

　カクタスの言っていることは、分かるようでいて分からなかった。

　確かに、知らなければ分からないことはある。食べ物を口にした経験がなければ、本当の味を知ることはできないかもしれない。

　でも、だとしたら、《調理師コクトール》の料理を食べた時の驚きは何だったのだろう。

　食べたこともないような材料で作られた、聞いたこともないような料理を口にした時、全身に柔らかい光が走ったかのような、あの感覚をなんと名付ければよいのだろう。

　あるいは、もしも本当にカクタスの言う通り、この世界ではもう「おいしさ」に価値がないのだとしたら。それでは、あまりに《調理師コクトール》が寂しいではないか。

　自分が素晴らしいと思うものを、誰とも分かち合えないなんて、寂しいに決まっている。

　おせっかいだろうか？　……おせっかいかもしれない。

　しかし、考えれば考えるほど、リコはますます確信するのだった。

　《調理師コクトール》の料理は、本当においしいのだ、と。

　この世界に、それは絶対にあるべきものなのだ、と。

　誰も言う気がないのなら、せめて自分一人くらい、言ってやってもいいんじゃないか、と。




　そして、その夜、リコはろくに眠ることもできないまま、朝を迎えた。

　ほんの数分歩けば、《調理師コクトール》に会うことはできただろう。かといって会ってどうすればいいのか、リコには分からなかった。カクタスが彼女は要らないと言った以上、リコはそれに従うしかない。それに《調理師コクトール》自身が、《シード》に来たがらなかったのだ。そんな相手にどんな言葉をかければいいというのだろう。

　リコは後ろ髪を引かれながらも森を出た。そして吊つり橋ばしを渡り、《センジュ・ネオ・ブリッジ》の中ほどに差し掛かったころ、どうやら簡単には帰れそうにないと分かる。

「……まあ、待ち伏せするなら、ここに決まってるよな」

　うんざりした様子でそう呟つぶやくカクタスの視線の先には、無数の異形型機工体。六本の腕と、三つの顔。ASHURAと呼ばれる、《人類進化機構ＨＥＯ》の機工化兵が行く手を阻はばんでいた。

「どうする？　押し通るか？」

「やめろやめろ。木刀を構えるな。俺たちが戦う理由はねえんだ。事情を説明すりゃいい」

　臨戦態勢に入ろうとしたリコをカクタスが軽く制止し、二人は橋の上で立ち止まる。やがて《人類進化機構ＨＥＯ》の兵たちは目前まで迫り、横一列にずらりと並んで銃口を向けてきた。カクタスは二本の蛸たこ足あしを頭上に掲げて、戦意がないことをアピールすると、穏やかな表情を努めて口を開く。

「俺たちはエルフの森に墜おちた《自律人形遺産ノア・シリーズ》を所有するつもりはねえよ。そうやって脅されても、渡せるもんがねえんだ。欲しけりゃ自分たちで森に入るんだな」

　しかし、機工化兵は動かない。

「……おいおい、ここで《シード》に喧けん嘩かを売るメリットはねえだろう。残念ながら、こっちには喧嘩好きの犬がいるんだ。ヘタに手をだしゃ、嚙かまれるぜ？」

　オレは別に喧けん嘩か好きじゃない、とリコは内心呟つぶやくが、カクタスの言う通り戦わずに済むならそれに越したことはない。だからこそ、精いっぱい相手にガンを飛ばしてみる。だが、やはり機工化兵の集団はぴくりとも反応せず、銃口も下がらなかった。

「……俺たちが噓うそでも吐くと思ってんのか？　見ての通り、二人で帰る途中じゃねえか」

　カクタスの声音にも若干の苛いら立だちが滲にじみ始めるが、しかしふと、一人の機工化兵が銃を動かし、何やらリコたちの背後を指した。

「ん？」

　振り返ってみると、そこに立っていたのは一人の少女。

　黒いロングスカートと、白いエプロン、明るい金髪を風になびかせる少女である。

「なっ……！」

　カクタスの絶句も無理はない。リコだって開いた口が塞がらなかった。

　いつの間にか、そこには《調理師コクトール》がいたのである。森を走り抜けてきたのか、よく見ると靴は泥で汚れ、服には小枝を引っかけて裂いたような傷も見える。

　カクタスは慌てて機工化兵たちの方へ向き直り、

「勘違いすんなよ！　別に俺たちがこいつを連れてきたわけじゃねえ。こいつが勝手についてきたんだ。俺たちは関係ねえからな！」

　そして、今度は《調理師コクトール》に視線を向けると、

「おめえ、《人類進化機構ＨＥＯ》の仲間になろうってんだよな？　な？　そうだろ？」

　と確認を取る。しかし、《調理師コクトール》はあっさりと首を横に振った。

「そのつもりはありませんけど……」

　その途端に耳に届くカチッ、カチッという小さな響きは、おそらく銃の安全装置が外された音だろう。ますますカクタスは慌てて大口を開けた。

「おいおいおい！　《シード》はおめえを匿かくまうつもりはねえって言っただろう！　ついてこられても、困るんだよ！」

　しかし、《調理師コクトール》はまたしても首を横に振ったのである。

「そのつもりもありませんよ？」

「……は？」

「わたしは《人類進化機構ＨＥＯ》さんにも、《シード》さんにもご厄介になるつもりはありません」

「じゃあ、なんだって、ここに来たんだよ……」

「わたしの用があるのは、リコさんです」

　思いがけず、《調理師コクトール》の視線がリコを捉えた。彼女の異様な迫力に、リコは思わず後ずさりしてしまう。

「……オレに、何の用だよ……」

　すると《調理師コクトール》は、やはり何でもないことのように、さらりとこう言ったのだ。

「わたし、リコさんを勧誘しに来たんです」

「……は？」

「わたしと一緒に食堂をやりませんか？」

「……はあああああ？」

　彼女の言っている意味が即座に理解できず、リコはただただ、呆あつ気けにとられる。

　ワタシト、イッショニ、ショクドウヲヤリマセンカ？

《調理師コクトール》の考えも理由も全く分からず、ただ機工化兵の銃口が自分に向けられたことだけは微かすかな機工体の駆動音で察知できる。

「ちょ、ちょっと待て！　なんでそうなる！　勧誘？　オレを？　そもそもオレは《シード》の人間なんだぞ？　それを勧誘って……」

「《シード》としてはダメでも、リコさん個人との契約なら、何も問題はないですよね？」

「いやいやいや！　オレが《シード》に所属したままなら、結局《シード》の責任になるんだって！　第一、オレの身柄はカクタスのもんなんだよ。育ててもらった恩もあるし、迷惑をかけるつもりはない！」

　しかし、《調理師コクトール》は小首をかしげ、

「《シード》のお仕事を続けていただくのは、一向に構わないですよ？　ただ、わたしのお手伝いもしていただきたいというか……」

「……まさか食材集めでもしろって？　そんなの、オレより使えるやつがいくらでもいるぞ」

「それはそうかもしれませんが……」

「じゃあ、何でオレなんだよ」

「それは……」

「……」

「それは……わたしの料理をおいしいと言ってくれたからです」

「……え？」

　リコは耳を疑った。わざわざここまで追いかけてきて、仕事を頼む理由が「おいしい」の一言だと？　全く意味が分からない。彼女が《自律人形遺産ノア・シリーズ》だから、人間には理解の及ばないことを言っているのか。

　しかし、リコがその真意を尋ねる前に、《調理師コクトール》は口を開いた。

「料理は、作るだけじゃダメなんです。誰かが食べてくれないと完成しない。どんなにおいしいものを作ったとしても、食べてくれる人がいなきゃ、ダメなんです」

「……」

「わたしの料理を食べて、初めておいしいと言ってくれたのはリコさんです。わたしの料理を初めて完成させてくれたのは、リコさんなんです。だとしたら、この世界で、わたしの『おいしい』の基準はあなたなんですよ」

「そんな……」

　そんなことで？　最初においしいと言った、それだけで？　それだけのことで、彼女は自分を選んだのか？

　しかし、その疑念は、《調理師コクトール》の手が震えていることに気付いた瞬間に、ふっと消きえ失うせたのだった。……そうだ。実際のところ、そんなことしかないのではないか。彼女は今、縋すがれるものが、そんなことしかないのである。カクタスが言っていたように、今、この世界で彼女の価値を支える者はほとんどいない。だからこそ、目の前に偶然現れて、偶然「おいしい」と言ってくれた人間がいたとして、それをどうして頼ってはいけないのか。彼女だって不安に決まっている。見知らぬ相手を信じてみようと、大きな賭けに出ているのだから。リコと一緒に暮らすことが本当に正解かどうかなんて、誰も分からない。分からないけれど、彼女は一人で考えて、森を駆けて、今、目の前に立っている。

　彼女が選ぶ相手が、リコという人間である必要はないだろう。もしかすると、必然性なんて何一つないのかもしれない。しかし、もとより彼女の料理はおいしいのだと、そう確信していたのは自分である。誰もその価値が分からないのなら、自分だけは信じてもいいと思っていた。ならば、何を躊躇ためらう必要があるというのか。彼女の望みと、自分の望みが一緒なら、それを運命と言わないで何というのか。

《調理師コクトール》は、生き方を選んだ。

　……なら、自分は？

　だが、そう思ってもなお、リコは踏み出すことができないのである。なぜなら、

「……オレの生き方は、オレが決めるもんじゃない」

　リコの答えに、《調理師コクトール》は目を見開いた。

「……え？」

「……この命は、オレを育てて、オレを守ってきたカクタスのもんなんだよ。オレはあんたと違って、何かやりたいことがあるわけでも、使命があるわけでもない。自分の生き方を決めるほどの価値なんて、持ち合わせちゃいないんだ。だから、誰かが使ってくれればそれでいい。カクタスの道具でいい。それが気楽で、楽しいんだから」

「……」

「あんたの道具になってもいいかもしれない。それも結構楽しい気がする。……それでも、道具は勝手に持ち主を変えたりしない」

　だから、ごめん──、とリコが口を動かすその前に、ウカは「それなら！」と声を上げた。そして、カクタスを正面から見据えて、言ったのである。




「リコさんを、わたしにください」




「なっ……！」

　リコは絶句するしかない。しかし、なぜかカクタスは毫ごうも眉を動かさず、ただウカを見つめて問いかけた。

「おめえ、こいつはすぐに手を嚙かむぞ？」

「大丈夫です」

「甘やかさないと、すぐ拗すねるぞ？」

「任せてください」

「酒飲みで、喧けん嘩かっ早ぱやくて、寝坊ばっかりだぞ？」

「それでも、いいんです」

「……こいつは、ただの人間だぞ？」

「それだから、いいんです」

　そしてカクタスは最後にこう尋ねた。

「……どうして、こいつなんだ？」

「……分かりません」

「……」

「でも……彼女が『おいしい』って言ってくれた時に、なぜか体の奥がぱっと光るような、そんな気がしたんです。それが何だったのか、わたしは知りたい。どうしても、知りたいんです」

　ウカの答えに、カクタスは小さく溜ため息いきを漏らした。それから彼はリコに向かって言う。

「……おめえは、これからが大変だぞ」

「……なあ、オレは」

「うるせえ、うるせえ。もう何も言うんじゃねえ。おめえの言いたいことなんざ、顔を見りゃ分かるんだ。……それよか、さっさと木刀を構えろ。おめえはここから先、ずっとこいつを守らなきゃなんねえだからな」

　カクタスの視線はゆるりと流れ、向かうは壁をなす《人類進化機構ＨＥＯ》の機工化兵。《調理師コクトール》とリコが共に暮らすというのならば、これから先は敵である。まずは彼らを退けなければ、家に帰ることすらできやしない。

　しかし、リコが木刀を手にすると、なぜかカクタスも蛸たこ足あしを構える。そして、一歩、機工化兵に向かって踏み出した。

「待てよ！　カクタスまで戦う必要は──」

　リコがそう言いかけると、カクタスは大きな溜ため息いきを漏らして、にやりと笑う。

「おい、リコ、娘がヴァージンロードを歩くって時に、親父おやじがいなくてどうすんだよ！」

「──」

　ああ、なんてバカみたいな、本当に、本当にバカみたいな譬たとえだと思いながら、しかしその時リコは実感せずにはいられなかったのである。

　自分は今日という日を境に、カクタスから離れるのだと。

《シード》という住み慣れた家を出て、《調理師コクトール》と共に生きていくのだと。

「……ありがとな、オヤジ」

　そのリコの呟つぶやきが聞こえたのか、聞こえていなかったのか。カクタスは何も言わずに敵中へ飛び込んでいく。

　そしてリコは一瞬《調理師コクトール》の方を振り返り、やはり誰かさんにそっくりの、にやりとした笑みを浮かべて、言ったのだった。

「──これから、オレはあんたのもんだ。よろしくな、《調理師コクトール》」




　　　　２




　──ふと目が覚めると、青く澄んで、微かすかに冷たい匂いがした。

　満天の星を海に溶かしたら、きっとそんな香りがするかのような。

「……ん？」

　窓から見える空は、明るい群ぐん青じように染まっている。日はほとんど落ちていた。リコは体を起こし、なぜか見知らぬベッドの上にいることに気付く。

　ぽかんとしていると、不意に扉が開いた。そこに立っていたのは、メイド服を着こなした一人の少女。

「《調理師コクトール》……？」

　しかし、リコの呟つぶやきに、彼女はクスッと笑って、

「わたしを呼ぶときは、《調理師コクトール》じゃなくて、ウカ、でしょ？　まだ寝ぼけてるの？」

　ウカ……？

　リコはぼんやり、自分にかかっていた肌掛けの布ふ団とんを手に取り、クンクンと匂いを嗅ぐ。

　ああ、そうだ、この透明な匂いはウカの匂いだ。

「ちょ、ちょっと、リコちゃん!?　臭くなんかないよね？　なんで匂いを嗅ぐの！」

　慌てて叫ぶウカの声に、リコはようやく意識が戻る。

「あ、いや悪い……なんか懐なつかしい夢を見てさ。ついぼんやりしちゃって」

「……懐なつかしい夢？」

「オレとウカが一緒に暮らすって決めた日のことだよ。まるで、幻覚でも見たような……」

「それはもしかしたら、情報菌のせいかもね」

「え？」

「ヤシギさんに影響を与えたのと同じ。人間の意識に影響を与える情報菌」

「……でも、なんで？」

「酢飯の酢は、情報菌たっぷりの蟻ありのソースで作ったから」

「……確かに」

　リコが覚えているのは、《センジュ・ネオ・ブリッジ》で美味おいしいちらし寿ず司しを食べたこと。そのまますぐに眠ってしまったのが要因かもしれない。

「……でも、なんでオレ、ウカの部屋で寝てるんだ？」

「だって、リコちゃんのベッドが弾痕で穴だらけだったから」

「あ」

　そういえば、《人類進化機構ＨＥＯ》との戦闘で《伽が藍らん堂どう》は荒れ果てたままだった。

「使いものにならない家具は大体《シード》の人たちに持っていってもらったけど、もう散々だよ。厨ちゆう房ぼうも色々な器具が壊れちゃったし、また調達に行かないと。《語り手オラトール》は弁償してくれるって言ってたけど……《人類進化機構ＨＥＯ》の上層部との交渉もあるし、そう簡単にはいかないよね」

　ウカはそんなことを言いながら、部屋に入ってくるとベッドの上に腰掛ける。その手にはお盆があって、皿の上に綺き麗れいな三角形のおむすびが置かれていた。

「ごめんね。ただの塩むすびだけど。冷蔵庫も食糧庫も、留守の間にカクタスさんが食べつくしちゃったみたいで。もし欲しければ、野菜はあるから、何か作るけど……」

「大丈夫だよ。これで十分だ」

　リコは「いただきます」と言って、おむすびをがぶり。人肌に温かく、ほんのりとしょっぱい。よく嚙かむと、米の甘みがじわじわと舌に感じられる。

「……本当に、一からやり直しって感じだな」

「え？」

「いやさ、あの日、《伽が藍らん堂どう》に初めてウカが来た日も、塩むすびだったろ？」

「あー……リコちゃん、全然食材とか持ってなかったもんね」

「完全に『オイル・バー』暮らしだったからな」

「……『オイル・バー』なら、その時から残ってるものが倉庫にあるよ？」

「結構です」

　そんなことを話しながら、ウカも塩むすびを手に取り、「いただきまーす」。二人は黙々と米を嚙かみ締しめ、皿の上はあっという間に綺き麗れいになったが、ある時、沈黙に耐えられなくなってクスッと噴き出したのは、二人同時だった。

「……二年前も、こんなことやってたね。なんか食べ始めたら、黙っちゃって」

「まあ、ほぼ初対面の相手といきなり一緒に暮らすんだからな。色々と戸惑うだろ」

「そう。だからまず、リコちゃんがわたしに名前をくれたんだよね」

「だって、なんかウカは《調理師コクトール》っぽくないからさあ」

「えー、それどういう意味～？」

「もっと可愛かわいい名前の方がいいだろ。それに《シード》の伝統で、家族になったら新しい名前をもらわないといけないんだよ。オレだってカクタスに名前をもらったし」

「《シード》を抜けた人がよく言いますね」

「……なんだ、文句でもあるのかー？　ウカだってすぐに気に入っただろー？」

「それは、もちろん」

　ウカは偽りのない笑顔で頷うなずいて、しかしふと、首を傾かしげる。

「でも、どうして、ウカなの？」

「え、今更？」

「そういえば、聞いたことなかったなあって。意味があるとも思ってなかったもん。……というか、意味なんて本当にあるの？」

「そりゃ、あるよ。まあ、簡単に言うと、米って意味だな」

「えー！　まさか、わたしが塩むすびを作ったから!?」

「んなわけあるか。……あのな、日本の神話にはウカノミタマっていう食べ物の神様がいるんだけどさ。ウカってのは穀物、とくに稲って意味がある。ウカのウカはそれからとったんだ。《シード》の人間の名前は、植物から取られるし、それも真ま似ねてみたわけ」

「……へえ、そうだったんだ」

「それに、彼岸花リコリスは田んぼを害獣から守るために稲の周りにあるものだからな」

「……ねえ、それ、本当にリコちゃんが考えたの……？」

「なんで疑うんだよっ！」

「だって、そんなにちゃんとした理由があったなんて……」

「……オレだってなあ、誰かに名前を付けるときくらい、一生懸命、無い知恵絞って考えるんだよ。もしかしたら、それが一生そいつのもんになるかもしれないんだからさ」

　リコが拗すねて口を尖とがらせるとウカはくすくすと肩を揺らし、それからふと溜ため息いきの出るような微笑を浮かべ、言った。

「わたしはウカで良かったよ」

「……」

　リコはなぜかその顔を正面から見続けることができなくなって、逃げるように目をそらす。すると、ウカは再びくすくすと肩を揺らしながら、話を切り替えた。

「そういえば、エルフさんがリコちゃんによろしくって」

「……なんだ、森から出てきたのか？」

「一人だけね。ちらし寿ず司しを食べたら、すぐに帰っちゃったけど」

「そういえば、ヤシギたちは？」

「とりあえず、《語り手オラトール》としばらく相談するって。《フェザ》へ戻るためには、なんとか《人類進化機構ＨＥＯ》と話を付けなきゃいけないから。カクタスさんも《鰐わに面づら》はヤシギさんたちがいた方がやりやすいから、協力するとは言ってたけどね」

「……そう簡単に、元通りにはならないか」

「わたしたちだって、大変だよ？　明日から掃除と道具の調達と常備菜の仕込みと……」

「そうだな」

「うん」

「……」

「……」

「──なあ、ウカ」

　リコが呼びかけると、ウカが「なあに？」と首を傾かしげた。リコはほんの一瞬、躊躇ためらいながらも、息を全て吐き出すように言う。

「……二年前、オレを誘ってくれて、ありがとな」

「……どうしたの、急に改まって」

「いや……ちゃんとお礼を言ったことなかったなと思って。オレ、結構長い間、本当にウカがオレと一緒にいて楽しいのか分からなかったからさ」

「今は、分かってるの？」

「……たぶん」

「そこは、自信を持っていいんじゃないかなー。この前の春のこと、もう忘れちゃった？」

「……だって、いつ考えが変わるかなんて分からないだろ？」

「じゃあ、いつだって教えてあげる」

　ウカはそう言って、何の前触れもなくリコの手に手を重ねてきた。そして、その急な接近に追い打ちをかけるようにして、

「わたしからも、ありがとね。やっぱり、あの時リコちゃんを選んで良かった」

　と囁ささやいてくる。ただ、ウカの表情はあくまで真剣で、冗談めかしたところなど少しもない。

「あのね、リコちゃん。ヒトの時代は終わったけれど、それでもリコちゃんのお腹が減ってるなら、わたしがご飯を作る意味はある。そう思えたから、わたしは今、ここにいるんだよ」

「ウカ……」

　思いもよらない言葉に、リコは安あん堵どとも恥ずかしさとも言えない、奇妙に温かい何かが身体からだを満たすのを感じた。それで、思わずウカの手を握りしめる力が、ぐっと強くなってしまうのだが、ウカはそれをするりと抜け出し、ベッドから立ち上がる。

「でも、そういうのはもう、終わりにしようかなって」

「──え？」

「リコちゃんはただおいしいご飯を食べるより、いろんな人と一緒に『おいしい』って思えた方が、もっと嬉うれしいでしょう？　だから、わたしはリコちゃんだけじゃなくて、いろんな人のために、料理をしなくちゃって」

「……今でも、十分作ってると思うけど？」

「まだまだ、できることはあると思うの」

　そして、ウカは机の前の椅子に座って、手招きをしてくる。

「ほら、リコちゃんも座って」

「な、何なんだよ……」

「いいから」

　二人で椅子を分け合うようにしてリコが腰を下ろすと、ウカは机に置かれた極超短波通信機の電源を入れた。ウカがマイクを摑つかんだ瞬間、リコはまさか、と腰を浮かすが、すぐに手を摑つかまれ引き戻される。

「わたしたちの『おいしい』を、もっと色んな人に知ってもらおうよ」

「……司会をオレにもやれ、と」

「だって、リコちゃんと一緒じゃなきゃ、《伽が藍らん堂どう》は開店できないでしょ？」

　そして、ウカは晴れやかな笑みと共に、世界に向けて語り始めた。




「──ハロー、ハロー、地球の皆さま。こちらは第三実験都市スコピュルスの《伽が藍らん堂どう》。

　雲一つない、青いガラス玉のような今宵こよい、いかがお過ごしでしょうか──……」





〈了〉　　　
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